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    　声が聞こえる。


    「──という方針になった」


    　知らない人の声。


    「へー。そうなんですか」


    　知ってる人の声。


    　こっちはおそらく、井い波なみだ。


    「何か問題はあるか？」


    「どうでしょうねえ？　わかんないです」


    　二人が話をしている。


    「まあいい。お前の担当だ。任せたぞ」


    「はーい」


    　井波は嬉うれしそうに返事をする。


    「……本当に大丈夫か？」


    「うーん、まあたぶん大丈夫だと思うんですけどねー」


    「何か起こったらお前の責任だからな」


    「えー？　大丈夫ですって。たぶん」


    「不安だな」


    「ええー？」


    　知らない人は結構井波のことが気掛かりのようだ。


    「気をつけろよ。ごくまれに不安定になるという報告もあったからな」


    「不安定って？　どうなるんですか？」


    「少しの間だが、そいつがどこにいるのかわからなくなるらしい」


    「へー」


    　そいつとはどいつのことだろうか。


    「今のところ調査中だが、結果次第によっては大おお事ごとになるかもしれん。何にせよ貴重な存在だ。しばらくは様子を見るんだぞ」


    「わかりましたー！」


    　元気よく返事をする井波を、知らない人は心配そうな目つきで見つめていた。
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    　俺は相当なムッツリスケベだ。


    



    　一枚の紙を眺めながらそんなことを考える。


    　なぜだろう。


    　いつも不思議でたまらない。


    　今まで何度も「条件」を満たしてきたが、なぜ乳を揉もみしだくとか、ネコミミつけてメイド服着てもらうとか、スカートの中に頭を入れてぐりぐりするとか、後ろから揉みしだくとか、水着の上から揉みしだくとか、とにかく激しく揉みしだくとか、そういう性欲的にアグレッシブな条件が全然来ないのだろうか。


    　まして今回、これだけたくさんの条件をこなさなければならないというのに、一つもそういうモチベーション上がりそうなのがありゃしない。


    　せっかく条件のためだからと大義名分つきで無茶なことができるっていうのに。


    　例えばパンチラ千回とかロマンチック。


    　まあ常識的に考えて、ここは水色の縞しまパンを穿はいてもらうしかないだろう。


    　で、こう、何かのトレーニングかってくらい階段を何度も上り下りしてもらうと。授業中なら俺はアホみたいに消しゴムを落としまくるし拾いまくるしちら見しまくるし。図書館で高い所にある本を脚きや立たつに乗ってひたすら抜き差ししてもらうのも悪くない。後は曲がり角でどーんとぶつかった拍子に尻しり餅もちをついてもらおう。このとき不自然なポーズであればあるほど高ポイント。最終的にはパンツを脱いでもらって俺の頭にかぶせれば完成。


    　そんな感じのエキサイティングな条件が来たら、心の中で見たことないようなガッツポーズを取るのに。


    　普通一個ぐらいあるだろ。


    　一個ぐらいサービスしなきゃ駄だ目めだろ。


    　なのにどういうことだ。


    　いったい何を考えているんだ。


    　この怒りを誰だれにぶつければいい。


    　これ誰が悪いんだ。


    　条件って誰が決めているんだ。


    　出てこい。


    　ぶん殴なぐってやる。


    　それか土下座して次からエロいやつにしてくださいとお願いしてやる。


    　いやホント、誰だれが決めているんだろうね。


    



    「やー遅れたおっくれた！」


    　ばっすーんと激しく扉が開かれる。


    　ノックぐらいしろ、と誰か一人ぐらい注意せいと思ったが、どうせ言っても聞かないからいいや。


    「今日はみんな勢せい揃ぞろいだねー」


    　井い波なみはすたたーと軽快に狭い椅い子すと壁の間を走り抜け、いつものように窓際の席に腰を掛ける。やっぱりちびっ子には狭さとか関係ないんだなあ、と部室を見渡しながら考える。


    「こんにちは井波先輩」


    「おーのりりん！　ごめんね遅くなっちゃって！　いやあ部長として会議に参加したら長引いたのなんの」


    　何となくそれらしいような言い方をしているが、どうにも胡う散さん臭くさい。


    　確かに部長は、この高校生にしてはミニミニサイズでいつもニコニコ良く言えば陽気、悪く言えば脳天気な井波である。そんな部長が作ったというこのオカルト大好き部、略してオカリナ部は、誰もがこの略し方に疑問を持つし、わけのわからない怪しい部だと思うだろう。


    　そもそもこんな部が学校で正式な部として認められているのかどうかも怪しい。確か以前、井波は勝手に部と名乗っているとか言ってたはずだ。部の代表同士が集まる会議なんて、参加すらできない気がする。


    「なあ井波、いったいどんな会議に出たんだ？」


    「えっとねー、勝手に部と名乗ってる部の部長が集まって、この先どうやって生き残るか会議したんだよ」


    　これは酷ひどい会議だ。まず勝手に名乗るの止やめろよ。別に同好会とかでもいいだろ。つうか他ほかにもそんな怪しげな部があるのに驚きだ。


    　実際このオカリナ部が何をやっているのかと言うと、「見る目がある人」と呼ばれる特殊な能力を持つ人を集めて、「死し角かく」と呼ばれる普段は見えない謎なぞの物体を叩たたき壊しちゃおうという活動を主にしている。


    　見る目がある人の能力には大きく分けて二つあり、まず死角が身近にいるのかいないのかを察知する「空気を読む」と呼ばれる能力がある。もう一つの能力は、条件を満たすことにより死角を見ることができるようになる。その条件は人によって様々で、例えば井波の場合は水を１・８ℓ飲む必要がある。


    　条件を満たすと自分の周囲から半径５メートルより外側が真っ暗になり、約三分間その状態が続く。そのとき５メートル以内に死角がいたら叩たたいてぶっ壊せばいい。


    　だがこの死角がわりと厄やつ介かいで、普段は見えていないのをいいことに、ひっそりこっそり音も立てず人に近寄り、仕組みは分からないが人の寿命を奪い取ってしまうのだと言う。


    　それだけでも危ない存在なのに、死角は、こちらを見る目がある人だと認識すると、急に襲いかかってくるのだから恐ろしい。


    　そんなわけでなかなか危険を伴うので、みんなで協力して死角を倒そうという部活である。


    　まあそんな説明されても意味が分からないだろうし、オカリナ全然関係ないし、これで「なるほどね！」とあっさり理解を示すのなら、そいつは将来詐さ欺ぎとかに遭あうに違いない。そっと注意をしておいたほうがいいだろう。


    「さすが井波先輩ですね！　部長の務めを立派に果たしてすごいです！」


    　まあ、井波のことを信じて疑わず、きらきらと尊敬の眼まな差ざしで見つめる完全無欠な純真少女の藤ふじ村むらが、真っ先に騙だまされたりとかしちゃいそうで不安だ。更に言うと清せい楚そでふわふわとした雰囲気を醸かもし出すくせに、体つきは非常にエキサイティング。魅み惑わく的な豊満素敵ボディをしていらっしゃる。


    　これはいろんな意味で危険だ。エロ悪い奴やつに騙されてしまう。ここはしっかり藤村に、井波はそんなに立派な部長ではないと忠告しておこう。


    「なあ藤村、そもそもこの部って正確には部じゃないんだぞ。まずその辺わかっているか？」


    「え？　……ああ！　そうですねエビマヨ先輩。やっぱりオカリナ部ならオカリナがあったほうが正確な部っぽいですよね」


    　何か変な解釈されちゃった。


    　駄だ目めだこの天然っ子。


    　かわいさとセクシーボディ以外全然駄目だ。


    「さすがエビマヨ先輩です。部活のことをしっかり考えていて立派です」


    　まあ藤村が俺のこともきらきらと尊敬の眼差しで見つめてくるし、何よりとってもかわいいからどうでもいいや。


    「……」


    　一方、先ほどから寡か黙もくにサングラスをふきふきしている男が俺の隣に座っている。あまりにもずっとレンズを磨いているのだが、こいつにも注意したほうがいいのだろうか。


    　何しろこの男、自みずからを少しよう佐さと名乗るなかなかのドリーマーだ。只ただのかっこつけではない。完全に自分の世界に入り込んでいる、ちょっと危険なかっこつけである。せっかくの長身かつ、女性受けの良さそうな整った顔立ちにきりっと鋭い目つきも、まったくの宝の持ち腐れ。


    　果たしてこのすかした男とまともな意思疎通ができるのだろうか。


    「……どうした少佐？　随ずい分ぶんと入念にサングラスを拭ふいているな。そんなに磨く必要あるのか？」


    「フ……私はサングラスを磨いているのではない。心を磨いているんだ」


    　ほらできなかった。


    　話し掛けるんじゃなかったよ。


    　かっこつけたいだけだったよ。


    　何かちょっと良いこと言えたとばかりに、口元にやりとしてるし。


    　うっざー。


    　やっぱり藤村の兄なだけあるな。藤村も少佐も、兄きよう妹だい揃そろってどこかずれずれだ。


    　だが最もずれずれなのは井波だろう。この部でずれていないのは俺だけなのだろうか。いや、ある意味俺は部員たちとずれている。


    　この部の部員は全員見る目がある人であり、当然俺もそうである。


    　だがしかし、なぜかわからんが俺はみんなと少し違っていたりする。


    　まず、俺は空気が読めない。死角がすぐ隣にいてもまったく何もわからない。


    　加えて俺の場合、条件が毎回ころころ変わる。腕立てだったり逆立ちだったりと、何かの条件を満たす度たびに、次は違う条件になってしまう。見る目がある人は、他ほかの見る目がある人に一度殴なぐられると、頭に条件が思い浮かぶのだが、俺は毎回変化する条件のせいで毎回誰だれかに殴られなきゃならない。


    　つまり俺は悲しいことに、見る目がある人としては半端な能力の持ち主だったりするわけだ。当然メリットなんかない。せいぜい死角に見る目がある人だとばれにくいことぐらいだ。というか、もしばれたら攻撃されるというのに、こっちは空気を読めやしないというデメリットのほうが大きい。


    　この中途半端な状況が俺にとっての悩みなのだが、今回新たに厄やつ介かいな問題が増えてしまった。


    「さって、そいじゃあ部活を始めますかー！」


    　井波が元気よくずばーんと宣言した。


    「あ、ちょっといいか井波」


    「えー？　やだ」


    　その勢いを遮さえぎったせいか、井波は不満げだ。


    「やだじゃなくて、ちょっとこれを見てくれよ」


    　俺はテーブルの上に置いた一枚の紙を、すっと井波に差し出す。


    「んー何これ？　何かたくさん書いてあるけど」


    「いや実はさあ、それ俺の次の条件なんだよ」


    　これまで俺の条件はせいぜい一、二個くらいの行動で満たせるものだった。


    　だが今回は今までにないくらい多くの行動が脳裏に浮かび上がり、俺は慌あわててそれを紙に書き留めたというわけだ。


    「困ったことに、その紙に書いてある条件を、全部満たす必要があるみたいなんだよな」


    「あそう。じゃあ今日の部活の議題はＴシャツ入りのカレーについてみんなで話し合って……」


    「ちょいと待ってくれ！」


    　井波がぽいっと投げた紙を、俺は慌あわててすくい取る。


    「えー？　やだ」


    「やだじゃなくて。あそうの一言で終わらすなよ。あとカレーにＴシャツ入れたら汚れが全然落ちないぞ」


    「黄色いＴシャツなら大丈夫だと思うんだけどなあ」


    「おおなるほどそうか……じゃなくて！　そもそもカレーにＴシャツを入れる時点でおかしい！　入れるな！」


    　いや今はカレーについて熱く語っている場合ではない。


    「さすがエビマヨ先輩。その発想はなかったです」


    「ほう……この男、なかなか頭が切れる」


    　藤村兄きよう妹だいがアホみたいに感心しているが無視だ無視。


    「とにかく、俺の次の条件がものすごい長くて、この紙に書いた数々の条件を全部満たさなきゃならんみたいなんだよ」


    「ふーん」


    　井波は再び俺から紙を受け取り、じっと箇か条じよう書がきの文章を追っていた。


    「……結構いっぱいあるねえ。二十個ぐらい？」


    「ああ、それくらいあるかな」


    「これを全部満たすの？」


    「まあな。ただ幸さいわいなことに、どうしても実行不可能ってのはないみたいだけどな」


    　とは言え俺一人だけでやると難しいのはいくつかある。


    「へーなるほどねー」


    　井波はようやくこの事態を理解してくれたのかわからないが、ぽんと紙をテーブルの上に置いた。


    「こりゃ随ずい分ぶんと面倒なことになったねえ」


    　本当に面倒なことになった。


    　そもそも、普通に部に同化している俺だが、この長い条件よりも気になっていることがある。もっと根本的な部分、即すなわち見る目がある人とは何なのか、死角とは何なのかということである。


    　井波からその存在や性質を教えてもらったが、じゃあそれって結局何なのかはよくわからないままだ。まあテレビの構造を詳しく知らなくても、視聴することは可能である。それと同様、死角についてよく知らなくても叩たたき倒すことは可能なのだが。


    　だが俺は知りたい。根本的な部分を知りたいのだ。何もわからないまま振り回されるのは気分が良くない。何がどうしてこうなったのかを知って、すっきりさっぱりしたいんだ。


    　それに井波についてもわからないことが多い。少し前、学校に姿を現さない日々が続いた。その間家にもいなかったという話を先生から聞いたが、井波はいったいどこで何をしていたのだろうか。


    　ならもう本人に直接尋たずねりゃいいかと思いきや、この井波、いろいろとすっぽ抜けているところがある。とにかく、まともな議論を交かわせる気がしない。


    　実際こうやってこの長い条件について話し合うだけでも、ひと苦労である。ため息をつきながら俺は言う。


    「まあいつかこういうのが来るとは思っていたんだがな」


    「まったくもう！　どういうこと！　エビマヨ君しっかりしてよね！　しっかりすればこんな長い条件にならないんだから！」


    　なぜかいきなり井波がえらい憤ふん慨がいしておられる。さっそくわけが分からない。


    「いやあしっかりとかそういう問題ではないんだけどなあ……」


    「ぐーっとしてればこんなことにならないんだから」


    「そうか、ぐーっとすればよかったのか。いや、ぐーっとするって何？」


    「じゃあ見事に問題は解決したということで、今日の議題はＴシャツ入りのカレーうどんについて……」


    「待て！　驚くほど見事に解決していない。それに議題も変わっていない。まるで成長していない！」


    　こんな感じで毎回ふらふら自由気ままな会話になってしまう。こんな奴やつ相手に俺はうまいこと情報を聞き出せる自信がまったくない。


    「えーもう。じゃあ何が問題だって言うの？」


    「そうだなあ……しばらく俺は死角退治ができそうにないな」


    「あとエビマヨ先輩が条件を満たせない間に死角に襲われたら困りますね」


    　ここで藤村がフォローしてくれた。


    「確かにそうだな。家にこもりっきりですべての条件を満たせるわけじゃないからな」


    「それには我々の協力が必要だろう。彼一人では条件を満たすのが困難だ」


    　更に珍めずらしく少佐もフォローしてくれた。


    「それもそうだな。いきなりまともなことを言うから何か裏があるに違いないぞこのグラサン野郎とか思ったけど黙っておこう」


    　とりあえず井波のことは置いといて、先にこの長い条件をなんとかする必要がある。死角に寿命を奪われるわけにはいかないからな。


    「そっかーなるほどね」


    　井波はうんうんと頷うなずき、ばすんと立ち上がる。


    「じゃこうしよう！　交代制だ！」


    「こ、交代制！」


    　ってどういうことなの。


    　相変わらず突とつ拍ぴよう子しもない子。


    「はいはーい井波先輩、交代制って何ですか？」


    　藤村が手を挙げながら尋たずねる。


    「つまり私たちの誰だれか一人がエビマヨ君の長い条件を手伝って、そのうちの一つを満たしたら別の人に交代していくってわけ」


    「なるほど……そういうシステムか」


    　少佐がうむと頷うなずく。


    「交代制ねえ。それのメリットは何だ？」


    「メリット？　何それ？」


    　井波は初めて聞く言葉だと言いたげに首を傾かしげる。


    「いや、だから、その交代制にする意味って何なの？」


    「え？　何？　不満なの？　なら交代制はやめてバーベキューパーティにしようか？」


    「すいませんでした。交代制でお願いします」


    　ここで下へ手たに逆らって条件の手伝いをしてもらえず、バーベキューパーティが始まっても困る。悲しいことに今の俺の立場は非常に弱い。今この状態で死角に襲われたら手も足も出ない。この際交代制だか何だか知らないが、協力してもらえるだけありがたいと思わねば。


    「それで決まりね！　では今日の議題について！　……って何だっけ？　あ、そうだ！　夏休みになったらみんなでバーベキューパーティやろっか！」


    「いいですねそれ！　やりましょう！」


    「やろうやろう！　まずは場所を確保しないとね！　それと道具も用意して、みんなでお肉を買いに行ったりとかして……」


    　井波は藤村と一緒にわいわいと盛り上がる。


    　そういやそろそろ夏休みか。


    　気温もじわじわと高くなってきた。できるなら夏休み前には、この長い条件を終わらせたいもんだ。


    「……少佐はバーベキューの話に参加しないのか？」


    　さっきからじっと黙りこくっている男に話し掛ける。


    「私のことよりも、あんなことを言ってるがいいのか？」


    　さっと井波たちを指さす。


    「そのあとエビマヨ君を縛しばって、よくしなる鞭むちを使うってのでどう？」


    「それならかなり丈夫なロープを用意したほうがいいですね！」


    「あの……バーベキューの話はどこいったの？」


    



    　普通なら一人でやるよりお手伝いがあったほうが作業の効率が良いのだが、普通ではない人たちによるお手伝いの場合は、むしろ効率が悪いという論理的発想をした友人が、この前セクハラして怒られてた。


    



    　放課後、俺は一人中庭で体操着姿で佇たたずんでいる。


    　地面には芝しば生ふが敷き詰められ、日当たりも良いこの場所は、昼休みになると人がぽつぽつと集まるのだが、今は周囲には誰だれも見受けられない。


    「……遅いなあ」


    　待ちくたびれたので芝生に腰を下ろして待っていると、遠くから白い玉がごろごろと転がってきた。その後ろでちっさい子がぼんぼんと勢い良く玉を押している。


    「お待たせー！」


    　井波はそのまま俺の目の前にごろんと玉を置いた。


    「どうどう？　良い感じでしょ？」


    　笑え顔がおでぱしぱしと玉を叩たたく。


    「うーん……思ってた以上に大きいな」


    　井波の身長と同じくらいありそうだ。


    「できるだけ大きいほうが良いかと思ってね」


    「こんなのどこにあったの？」


    「サーカス団部から借りてきたんだよ」


    「……そりゃ団なのか部なのか、どっちかにしたほうがいいな」


    　おそらくこの学校は部活動を管理する気がないらしいが、この際、条件のためだから気にしないでおこう。


    　今日からオカリナ部の部活として、俺のめんどくさくも長ったらしい条件を満たす活動が始まったのだ。


    　一番最初の条件は「玉乗り十秒」である。昨日の部活で決めた交代制により、井波がまずその手伝いをしてくれることになった。それでこの大きな玉を用意してくれたわけだ。


    「あとついでによくしなる鞭むちも借りようと思ったんだけど、今使ってるから駄だ目めだって。残念だなあ」


    　井波はぴしんぴしんと鞭を振るふりをする。


    「そんなのいらんからな。調教じゃないんだから」


    「まあ代わりにスタンガン借りてきたからいいんだけどね」


    「おい！　何でそんなに体に思い知らせようとしたがる！　熊くまでもドン引きするようなもん使うな！」


    「あそう？」


    　井波はスタンガンを懐ふところにしまう。


    　ああ怖い。


    　何が怖いって、スタンガンを見てちょっとにやりとしてたのが怖い。


    「とにかく玉乗りを始めるか」


    　俺は玉の前にぽんと立つ。


    　でかい。


    　結構でかい。


    　果たしてこんなのに十秒も乗れるのだろうか。俺は運動神経に自信がないわけじゃないが、玉乗りの経験はまったくない。こういうのって日々の修練が重要なのではなかろうか。


    「どしたの？　早く乗りなよエビマヨ君」


    「わかってるって。急せかすなよ」


    　裸足はだしのほうがやりやすいかもと思い、ひとまず靴くつを脱ぐことにする。


    「危なそうだったら頼むぞ井波」


    「うん任せといて！　エビマヨ君を狙ねらう怪しいモヒカン男が現れたら、すぐに追っ払ってみせるから！」


    「多分そういう危ない目には遭あわないからね。この学校はちょっとした世せい紀き末まつ覇は者しやがうろつくような場所じゃないから」


    　という俺の話にもまったく耳を貸さず、井波がぶんぶんと勇ましくスタンガンを振り回している様子を見ると、この際本当に手て斧おのを持った野蛮そうな男が「ヒャッハー！」とか言いながら現れてもおかしくない気がしてきたよ。


    「……さてがんばろ」


    　井波の助けはないものだと考えよう。


    　まず両手で玉を押さえながら、片足を引っかけるように乗せる。


    「よっと」


    　タイミングを見計らい、もう一方の足を跳はね上げ、玉の上で四つんばいになる。


    「お」


    　若じやつ干かん勢いがありすぎたかも。


    「おお？」


    　体はどんどん前のめりに。


    「おおお！」


    　そのままぐしゃあ。


    「ぐおおお！」


    　地面に頭から思いっきり突っ込んでしまった。首が曲がってはいけない方向に曲がってしまうところだった。


    「あいたたた……下がコンクリなら今いま頃ごろ出血大サービスだったな……」


    「エ、エビマヨ君！」


    　痛む首を押さえていると、井波が慌あわててたたーっとこちらに駆け寄って来る。もしかして心配してくれたのだろうか。


    「ほら見てこれバッタ！　おっきいバッタ捕まえちゃった！」


    「うわあ心しん底そこどーでもいいことに興味津しん々しんだった！」


    　というか全然俺を助ける気なかったよこの子。


    「だいたいエビマヨ君は最初の時点で間違っているんだよね。乗り方がすでにおかしいんだよ。あれじゃあすぐ転げ落ちちゃうね」


    　と思いきや唐とう突とつに駄だ目め出しが始まりだした。


    　何だこの急激な温度差は。


    「これ想像以上に難しいんだぞ。井波は実際やってないから好き勝手なこと言えんだよ。そんだけ言うならやってみせろってんだ！」


    「うんいーよ。やってみせよっか」


    「……え？」


    　あっさり承しよう諾だくする井波。


    　どういうことだ。


    　井波が人より身体能力が優れていることは知っている。以前、公園で死角を倒したときなんか、負傷していたにも関わらず、高々と跳躍をし空中で武器をキャッチするという曲芸のようなことをやってのけた。だがこの玉乗りは、決して素人しろうとがひょいと気軽に乗れるような簡単なものではない。まして俺の体操着姿に対し、井波は制服姿で動きやすいとも思えない。更に井波の身長くらいある大きさの玉だ。俺よりもかなり難易度が高いはず。


    　そう考えると、さすがに井波でもこれは無理だろう。でなければ俺の立場がない。できたらマジ切れる。


    　だが俺の心境も余よ所そに、井波はふふんと楽しそうな余裕顔で、軽く手足をくりくりとストレッチしながら玉の前に立つ。


    「本当にやるのか？」


    「もちろんもちろん。軽くひょいーと乗っちゃうから、ちゃんと見ててね」


    「あ、ああ……」


    　戸惑いながらも俺は少し後ろに下がり、玉から離れることにする。


    「じゃいくよー！」


    　さてこれからピクニックでも行こうかというくらい、井波は軽快に言ってくれる。


    「ほいっと」


    　ぴょんとジャンプ。


    「よっ」


    　ふわりと玉の上に着地。


    「よーっと」


    　両腕を広げ、そのままバランスを取る。


    「……」


    　言葉が出ない。


    　井波は本当に、軽くひょいーと玉に乗っちゃってしまった。


    　軽くと言っても並なみ外はずれたジャンプ力で飛び乗り、着地はあり得ないくらいの柔らかさだった。その後のバランスも完かん璧ぺきで、いっさい不安定な様子を見せない。


    「で、こんな感じにやるんだよー」


    　と言いながら井波はころころと器用に玉を転がし、前に進んでいく。十秒どころか、そのまま帰宅できるくらい乗りこなしちゃってるじゃないか。


    「いよっと」


    　乗ったときと同様に、井波は軽くふわりと飛び降り着地する。


    「ほらほらやっぱり簡単だよ。こんなの誰だれだって出来ちゃうって。エビマヨ君ちゃんとやってよねー」
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    　すたたーとにこやかにこちらへ駆け寄り、井波は余裕綽しやく々しやくな表情を俺に見せつける。


    「……くそ！　何でだよ！」


    　俺は地面に膝ひざをつき、拳こぶしを叩たたきつける。


    　どうしてこうなった。


    　どうしてスカートの中が見えなかったんだ。


    　わかってて制服姿をスルーしてたのに。


    　見えそうな位置ぎりぎりをキープしたはずなのに。


    「エビマヨ君どしたの？　ホームラン打たれたピッチャー並なみに激しいショッキングぶりなんだけど」


    「……え？　いやパンツが見……」


    「はい？」


    　ってしまったつい本音が。


    「じゃ、じゃなくて、パンツを無性に被かぶりたくなってな。思わず熱くなってしまったよ」


    　って何を言ってるんだ俺は。余計怪しい奴やつじゃねえか！


    「あーそうだったんだ。いきなりだからびっくりしたよー」


    　ってまったく不審がることなくあっさり納得したよ。何でだよ。むしろ納得されたら困るよ。


    「あ、あのさあ井波、ちょっと思ったんだけど、やっぱりこの玉大きすぎないか？」


    　とにかく話を変えてしまうことにする。


    「そう？　そんなにおっきいかなあ」


    「できればこれよりも小さいのがあれば良いんだがな」


    「そっか。じゃ探してくるよ。ちょいと待っててね」


    「ああ、わかった。よろしくな」


    　井波は持ってきたときと同様に、大きな玉をごろごろ転がしながらどこかへ行ってしまった。


    「ふぅ……」


    　軽く一息つく。


    　それにしても井波の身体能力があんなに並み外はずれたもんだとは思わなかった。事前に玉乗りの練習をしてたとは思えない。本当に軽くやってみたらできちゃったってノリなのだろう。たとえ玉乗りではなくても、綱渡りだろうが空中ブランコだろうがあっさりやってのけてしまうに違いない。


    　別に俺の運動神経が特別おかしなわけではないはずだ。もし藤村なんかが玉乗りをやろうもんなら、まず玉を手で押さえようとしたらころり玉が転がり、そのままずるんとすっ転ぶ様さまが目に浮かぶようだ。更に言うなら、その際スカートの中を覗のぞけるかもしれない。井波にはそういうかわいげがないんだよ。あっさりと乗りこなしてどうすんのって話だ。もっと見せていこうぜ。もうスカート脱いじゃおうぜ。


    「お待たせー！」


    「おわあ！」


    　いつの間にか井波が目の前に突っ立っていた。


    「何でそんなに驚いてんの？」


    「あ、いや、意外と早かったな……あれ？　玉は？」


    　きょろきょろと周囲を見渡すが、肝かん心じんの玉は見当たらない。


    「はいこれ」


    「へ……？」


    　ぽすんと手渡されたのは野球ボールくらいの玉。


    「あれ？　さっき俺は甲こう子し園えんを目指したいなーって言ったんだっけ？」


    「サーカス団部に行ったんだけど、小さいのってそれしかないんだってさ」


    「何で丁ちよう度ど良いサイズがないんだ。まるでオカリナ部員の胸のサイズと一緒じゃないかっていうかしまった明らかに口が滑った」


    「どういうこと？　エビマヨ君今のどういうこと？」


    　何かボールを思い切り振りかぶっていらっしゃる。


    「すいません何でもないです」


    「ふん……まあいいや。これでいいね。はいどーぞ」


    　井波は若じやつ干かん不機嫌そうにぽーんと玉を落とす。


    　果たしてこんな小さい玉に乗れるのだろうか。さっきの大きい玉より難しいような気もする。


    「とにかくやってみるか……」


    　両足乗せるのは無理っぽいので、まず片足を乗せる。


    「ほっ！」


    　両手を広げバランスを取りつつ、もう一方の足を浮かす。


    「よっ！」


    　即座に浮いた足が地につく。


    「……」


    「……えーと井波、今の何秒くらいだった？」


    「いやいや秒とかそういうレベルじゃないからねエビマヨ君」


    　わかってる。わかってるけど聞いてみたかっただけだ。


    「ちょっとこれも難しいな。片足しか乗せられないからバランス取りにくいだろ」


    「えーできるって。さっきより簡単でしょ」


    　こいつは何をほざいているんだと思うやいなや、井波は軽くひょいと小さい玉の上に片足を乗せる。


    「ほらほら」


    　そのままぐらつくことなく玉乗りをキープ。


    「ほーらほら」


    　加えて器用に転がしてみせる。


    「……」


    　何なんだこいつは。


    　またもやあっさり乗りこなしやがった。


    　あんなに小さい玉なのに。


    　あれじゃ余計スカートの中が見えないのに。


    「ま、こんなもんかなー」


    　たっと地面に足をつけ、井波はふふんと笑いながら腕を組む。


    　くそう調子に乗りやがって。


    「よし……俺もやってやる」


    　これ以上なめられるわけにはいかない。


    　俺だってやるときはやる男だ。


    　集中しろ集中。


    「井波、時間のほう頼むぞ」


    「了解了解。十秒がんばってねー」


    　軽く深呼吸をし、片足を玉に乗せる。


    「……ほっ！」


    　もう一方の足を浮かせ、両手でバランスを取る。


    「おお……！」


    　ぐらつく。


    　落ち着け。


    　慌あわてるな。


    「エビマヨ君、はみ出してる！　はみ出してるよ！」


    　何がだよ。


    　何がはみ出してるのか言えよ。


    　足がボールからはみ出てるんか。


    　それとも絶対はみ出ちゃいけない大事な何かか。


    　すげえ気になるじゃねえか。


    「おおおお……！」


    　ぐらり揺れる体勢。


    　手をばたつかせる。


    　危ねえ。


    　動どう揺ようするな。


    　落ち着け。


    「あああああああ……！」


    　やばい。


    　やばいぞ。


    　こ、これはもう。


    「おおおおおお……！」


    　落ちる、落ちるって。


    　必死。


    　まだか。


    　十秒まだか。


    　まだなのか。


    　お、おお、落ちる落ちる落ちる。


    　気合いだ気合い。


    　踏ん張れ。


    　集中するんだ。


    　うおおおおおおおおおお。


    「ネコミミメイド喫茶ああああああああ！」


    　叫びと共に転げ落ちる。


    「エビマヨ君！」


    　たたっと井波が駆け寄る。


    「井波、今の何秒だ！」


    「あのさー、今、何でネコミミメイド喫茶って叫んだの？」


    「いいから何秒だ！」


    「いや叫び声にしてはおかしいと思うんだけど」


    「それはいいから！　何秒だ！」


    「妙に長くない？　叫び声にしては長すぎだと思うんだけど」


    「すんごい集中してたから出たんだよ！　で、何秒だ！」


    「集中とかそういう問題かなあ？」


    　うわー驚くほどしつこいなあこいつ。


    　思わず欲望がはみ出ただけだよ。


    「ほらあのー、ハイテンションになると思わず自分でもよくわからないことって言っちゃうよね。たぶんそれだと思うなあ。で、何秒なの？」


    「言うかなあ？　むしろ単純な台詞せりふしか出てこないと思うけどなあ」


    「えーとほら、苦しいときに楽しいことを考えれば気が紛まぎれるとかあるでしょ。たぶんそれじゃないかなあ。結局何秒なの？」


    「え？　エビマヨ君はネコミミメイド喫茶が楽しくてしょうがないの？」


    「いや。一度も行ったことないよ」


    「じゃあおかしくない？　行ったことないのに楽しいなんて」


    「うーん。確かに井波の言うとおりだな」


    「でしょ？」


    　これはいったいどういうことだ？


    　いや待てよ。


    「どうしてこんな話になったんだ……」


    



    　その後、何とか玉乗り十秒を達成した。


    



    　天気がとても良い。


    　が、わりとどうでもいい。


    　昨日ようやく俺の長い条件のうち一つをクリアしたのだが、特にわかりやすい変化は起こってない。すべての条件をやり遂とげて視界が変わるまで、本当にクリアしたのかわからないわけだが、かといって確認する手段もなく、とにかくひたすらに条件をこなしていくしかなかった。


    　放課後俺はいつものように部室へ向かう。


    「うーす」


    　ノックをし、がちゃりと扉を開くと、すでに藤村がぽつんと控えていた。


    「エビマヨ先輩こんにちは」


    「随ずい分ぶん早いな。藤村一人か？」


    「はい、そうです」


    　一人では暇ひまだったのか、ぱっと明るい表情に変わる。


    「少佐はまだ来ないのか？」


    　鞄かばんを置き、普段座っている席に腰を下ろす。


    「兄さんですか？　ちょっと待ってくださいね」


    　藤村はひょいっと魔法ステッキを取り出す。


    「え？　それで居い所どころとかわかるの？」


    　というか常に持ち歩いていることを誰だれ一人指摘しないのか気になっていると、藤村は目をつぶり、何やら呪じゆ文もんらしきものを唱えだす。


    「メガネシンドローム……メガネシンドローム……！」


    　怪しい。


    　怪しいし、胡う散さん臭くさい。


    「それー！」


    　ステッキを高く掲げる。


    　そこはわりと普通な掛け声なんだ。


    「……よし」


    　藤村はゆっくりとステッキを下ろし、携帯を取り出す。


    「じゃあメールで確認してみましょうか？」


    「待て！　一連のステッキ演出は何だったんだ！」


    「普通に携帯取り出しても、エビマヨ先輩残念がるかと思いまして」


    「そっかー藤村はサービス精神溢あふれる優しい子だなあ」


    「えへへ」


    　本当は残念な子だなあとか思ったけど、かわいいからいいや。


    「まあ少佐も井波もまだ来そうにないし、藤村に俺の条件を満たす手伝いでもしてもらおうかな」


    「あ、はい。わかりました。ところで昨日エビマヨ先輩って、井波先輩と一緒に条件をこなしたんですよね。どうでしたか？」


    「ああ、なんとかクリアできたよ。結構ぎりぎりだったけどな」


    「そうなんですか！　それは良かったです。さすがエビマヨ先輩ですね」


    　藤村はわーっと喜ぶが、急にぴたりと笑え顔がおのまま固まる。


    「……えーと、ところでどんな条件でしたっけ？」


    「おい知らないで喜んでたのかよ。いや別にいいんだけど」


    「すいません。いっぱいあってちょっとわからなくなっちゃって」


    　藤村は条件の書かれた紙を、さっと見た程度だから覚えてなくても無理はないだろう。それに別に覚えておく必要もないし、最初の条件は井波がやるって決まってたからな。


    「あ、そういやなあ、昨日は井波がすごかったんだよ。俺なんか井波にやられっぱなしだったな。あんなにできるとは思わなかったよ」


    「へえ、そうなんですか。いったい井波先輩はどんなことをしたんですか？」


    「玉が二個あって、どっちもうまく転がすんだよ井波のやつ」


    「…………はい？」


    　藤村は意味不明とばかりに目が点になっている。


    「いやだから、井波が玉を二個とも上じよう手ずにころころ転がしたんだよ。あいつなかなか器用だよなあ」


    「え？　え？　こ、転がす……？　ええええええ！　こ、転がすって！　い、い、井波先輩になんてことをさせるんですか！　過激すぎですよ！」


    　いきなり藤村は顔を赤くし、わたわたと慌あわてふためく。よくわからんが、そんなに玉乗りがすごいことだと思ったのだろうか。


    「いや、井波がノリノリでやったんだよ。余裕の表情でやってたぞ」


    「そ、そうなんですか……すごいなあ井波先輩。大胆だなあ……」


    「井波が玉に乗ったときはさすがに驚いたけどな」


    「乗ったんですか！　エビマヨ先輩大丈夫だったんですか！」


    「玉の大小なんて関係ないんだよな。普通なら丁ちよう度ど良いサイズがいいだろ」


    「いやいや丁度良い大きさがちょっとわからないです！」


    「そうか？　でも見たらホント驚くと思うぞ。ぜひ藤村にも見せたかったなあ」


    「あああああいやいやとんでもない！　みみみ見るわけにはいかないですよ！」


    　藤村はすごい勢いでぶんぶん両手を振る。そんなに玉乗りが恐れ多いのだろうか。


    　というか、玉乗りが条件だってことを藤村に教えたっけか。


    「まあそれはいいや。とりあえず次の条件を始めよう。頼むぞ藤村」


    「え、あ、はい……わかりました」


    　藤村はふぅと大きく深呼吸をする。


    「……で、でも、その、次の条件がとても過激な内容だったら困ると言いますか……いや、井波先輩がやったなら私も思い切って……」
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    　何やら藤村はぼそぼそ呟つぶやきながら、手で空中をころころと撫なでている。いったい何がしたいのか意味がわからないので放置しよう。


    「えーと、次の条件は……」


    　条件の書かれた紙を取り出そうと思い、すっと立ち上がり、ズボンに手を伸ばす。


    「うわああ！　エビマヨ先輩！　ま、待って下さい！　ズボンをどうするつもりですか！」


    「え？　どうするって何が？」


    　なぜかあわわと慌あわてふためく藤村。


    「も、もしかしてそのままズボンを脱ぎ捨てて……ま、まさか直じかにですか！　直じか撫なでですか！」


    「は？　何を撫でるつもりなんだ？」


    　いったい何を言ってるのかさっぱりわからん。いきなりラスボスに出会っちゃったと言わんばかりに取り乱す藤村のことは気にせず、俺はポケットから紙を取り出し、読み上げることにする。


    「えーと次の条件は……『素敵な詩を書いて人に見せ、素敵と言ってもらう』だ……って何じゃこりゃ」


    　自分で読み上げ、自分でつっこんでしまった。


    「……え？」


    　先ほどまでばたばたしていた藤村の動きがぴたりと止まる。


    「そ、それが次の条件なんですか？」


    「ああ、そうだよ」


    「あ……そうなんですか。ああびっくりした。すごい過激な内容かと思っていたので安心しました」


    　藤村はほっと胸を撫なで下ろす。井波のときのような運動系ではなくて安心したのだろうか？


    「でも詩とか言われてもな。いわゆるポエムってやつか？　俺、今までそんなの書いたことないんだけど」


    「大丈夫ですって。詩は技術じゃなくて心です。エビマヨ先輩なら素敵なポエムが書けますよ」


    　藤村は絶対できると信じて疑わない瞳ひとみを俺に向けるのだが、いったいどこにそんな根拠があるのかまったくわからん。


    「でまあ考えたんだけど、今回の条件ってひょっとしたらものすごい簡単かもしれないんだよ」


    「え？　それってどういうことですか？」


    「つまりだな……」


    　俺は鞄かばんから紙とペンを取り出す。


    「例たとえばこう、何でもいいから適当に文章を紙に書くわけだ」


    　きゅきゅっと紙に「カブト虫をむしゃむしゃ食べたい」と書く。


    「で、これを藤村に見せると」


    　藤村に紙を手渡す。


    「はあ……何ですかこれ？　お腹なか壊しちゃいますよ」


    「でだ。後はそれを見て藤村が『素敵』と言えばいい。この条件はポエムの内容が問われているわけじゃないからな。とにかく素敵と言ってもらえれば問題ないわけだ」


    　我ながら悪くない考えだと思ったのだが、何やら藤村はぷるぷると震ふるえている。


    「何を言っているんですかエビマヨ先輩！　こんなのズルです！　反則です！」


    　びりーっと勢いよく紙を破る。


    「ああ！　俺のポエムが！」


    「こんなのポエムじゃないです！　駄だ目めですよエビマヨ先輩！　本当に素敵なポエムじゃないと私は素敵とは言いませんから！」


    　ぷりぷりと藤村は怒り沸ふつ騰とうだ。


    「むう……わかった、悪かったよ。ちゃんとやるって」


    　確かに藤村の言うことももっともだ。それにしっかりとしたポエム形式じゃないと条件を満たしたことにならないかもしれない。仕方ないが真ま面じ目めにやることにしよう。


    「まったくもう。しっかりしてくださいよ」


    「ああ。考えるからちょっと待ってくれ」


    　再び鞄かばんから紙を取り出し、考え込む。


    　当然のことながら、まったく何も浮かばない。俺はそういうロマンチックだったりメルヘンチックな分野は極きわめて疎うとい。まして素敵レベルなんか到とう底ていたどり着ける気がしない。


    「エビマヨ先輩できましたか？」


    「ま、待て。もうちょい時間くれ」


    　だがこのまま白紙を提出するわけにもいかない。とにかく思いついたことを書いて、後は藤村の判断に任せることにしよう。


    「……よし、こんなもんかな」


    「できましたか？」


    　頭を抱えながらも何とかひねり出した、自作ポエムを藤村に手渡す。


    「へえ、今回はちゃんと書いてありますね。どれどれ……」


    



    　友人と箸はし


    



    　箸を指の間に挟はさんで


    　鉄の爪つめとか言い出す奴やつ


    



    　すごい怖い


    　いろんな意味で怖い


    　もうやめてーって言いたい


    



    　でもそいつ


    　すごい笑ってるんだ


    　げははははとか言ってるんだ


    　ちょっと良いやつなんだ


    



    　だから言えないんだ


    　この前百円貸してくれたから


    　言えないんだ


    



    「どうかな？　そんなに悪くないと思うんだが。それでさあこの後箸はしが耳の穴に……」


    「これは酷ひどいです」


    　藤村は無表情でびりーと紙を破る。


    「ああ！　俺のポエムが！」


    「これは酷いです」


    「何で！　何でもう一回言うんだ！」


    　藤村はふぅと露ろ骨こつに残念がる。


    「エビマヨ先輩、これのどこに素敵要素があるんですか。まったく素敵じゃないですよ」


    「いやその……素敵な友情かなーと思って」


    「ただの愉快な友人じゃないですかこれ。やり直しです」


    「むう……」


    「だいたいエビマヨ先輩のポエムにはおしゃれな雰囲気がないです。もっとおしゃれにしてください」


    「うーん……おしゃれって言われてもなあ」


    　これまた疎うとい分野であるのだが、藤村のリクエストとあれば応こたえねばなるまい。


    　とりあえずスマートにスタイリッシュさを醸かもし出してみよう。


    「……できたぞ。これでいいだろ」


    　数分後、やっと書き終えたおしゃれっぽいポエムを藤村に手渡す。


    「今度こそ頼みますよ。えーと……」


    



    　スリムジーンズ


    



    　長なが袖そでＴシャツの上に


    　半袖Ｔシャツ


    　その上にジップアップパーカー


    



    　更にその上に


    　半袖Ｔシャツ


    



    　ダウンベストってあれ


    　あったかくなりたいなら袖があったほうがいいと思います


    



    　そんな夏の夜


    　アイアムサマーミッドナイト


    



    　そうだ


    　俺にはわかる


    



    　そうだ


    　わかっている


    



    　これ以上


    　Ｔシャツはいらない


    



    「今回はわりと自信あるぞ。ちなみにこのパーカーの色なんだけど……」


    　藤村は無表情で紙をぐしゃぐしゃにポイする。


    「ああ！　俺のポエムが！」


    「真ま面じ目めにやって下さい」


    「いや真面目にやってるって。あれか？　やっぱり七しち分ぶ袖そでのほうがよかったのか？」


    　藤村は遠慮なしに大きなため息をつく。


    「もうおしゃれはやめましょう。明後日あさつての方向に勘違いしているみたいですから」


    「すいません……」


    　しょぼんとする俺。


    「テーマを変えましょうか。もっとこう、わかりやすいような……愛なんてどうでしょうか？」


    「愛……それはつまり、ラブ？」


    「そうですラブです。やはりポエムといったら愛は欠かせない普遍的テーマでしょう。これならエビマヨ先輩でも書けると思います」


    　うんうんと力強く頷うなずく藤村であるが、どうも俺にはいまいちぴんと来ない。


    　正直言って愛とか言われても、俺はナンパ男みたく町中の女性にゲロを吐くかのように愛の言葉が口からするする出てくるわけじゃないし、そんな例たとえが出てくる時点ですでに愛からほど遠い。


    「うーむ……愛か……愛ねえ……」


    「エビマヨ先輩、そんなに深く考えなくてもいいですから。ベタなのでいいんですよ」


    「ベタか……」


    　ありがちな言葉を並べると、それはそれで恥ずかしいような気もするが、藤村がそれでいいと言うならそうするか。


    「……よし、出来た」


    　長考の末に書き上げた愛のポエムを藤村に差し出す。


    「俺の愛を込めたつもりだ。読んでくれ」


    「あの、そんな風に言われると緊張しちゃうんですけど……ふぅ、どれどれ……」


    



    　小さい箱


    



    　好きだ


    　大好きだ


    　君が大好きなんだ


    



    　見つめるだけで


    　届けばいいのに


    　この想おもい


    



    　開いて欲しい


    　小さい箱に入れた


    　この想い


    



    　でも君は


    　僕の小さい箱を


    　いつも大事に抱かかえている


    



    　そんな姿も


    　僕は好きだ


    



    　そんな君が


    　好きなんだ


    



    「わああああぁぁぁああ！」


    　ばーんと立ち上がる藤村。


    「い、いきなりどうした？」


    「な、ちょっとこれ、いきなりなんで……は、恥ずかし……！　ああもう……！」


    　何やら藤村はぷるぷるとポエムを見たり見なかったりで、忙しそうにしている。


    「あのー……藤村、それどうなの？」


    「な、何ですかこれは！　やめてくださいよ！　は、は、恥ずかしいったらありゃしない！　こんな愛のポエム書かないでください！」


    「いや藤村が書けって言ったんだろ！」


    　という俺のツッコミにも耳を貸さず、藤村はポエムを見ては赤面し、あわわと目を反そらし、最終的には紙を伏ふせてしまった。


    「これはちょっと見られないというか何というか……あああ……」


    「いやいや藤村、もうこうなったら内容は気にせず素敵だって言ってくれよ。それでもういいだろ」


    「そ、そうですね。わかりました。けどこれは……」


    　藤村はひょこひょこと紙に手を伸ばしたり引っ込めたりする。


    「ええい早くしろ！　まどろっこしい！」


    「あ、は、はい！」


    　意を決したように藤村は紙を手に取る。


    「す、素敵です！　うわあ素敵！　なんて素敵なポエムなんでしょう！」


    　ろくに中身も見ずにやけくそ気味に叫んでいるが、まあ良しとしよう。


    「ふぅ……これでやっと条件二個目達成か。何だか疲れたな……」


    「そ、そうですね。私も疲れました……」


    「いや藤村が疲れる意味がわからん」


    　しかし今回の条件は協力があってこそ達成できたものだ。そこは素直に感謝しておこう。


    「……まあわざわざこんな条件に付き合ってもらってありがとうな、藤村」


    「いえいえ、エビマヨ先輩の力になれたようでよかったです」


    　藤村は嬉うれしそうにふふっと笑う。


    　良い子だ。やっぱり良い子だなあ。


    　でも一つ気になることがある。


    「ところで藤村」


    「はい、何でしょうか？」


    「何で俺の書いた愛のポエムを藤村の鞄かばんにしまおうとしているんだ？」


    



    　ああもうこんなくそ長い条件なんてやってる場合なのだろうか。もっと大事なことがあったような気がするんだが。


    　部室の扉を開あける前からテンションがまったく上がらないし、たぶん開けた後でもまったく上がらないだろう。最初からハズレだとわかっているアイスの棒を摑つかまされて喜ぶ奴やつはいない。


    　ということで、今日は消化試合のようなものだと思うことにしよう。特に楽しみはない。盛り上がりとか全然ない。ささーっと適当に球を投げて早く終わらせてしまえ。そんな感じだ。


    「……うーす」


    　扉を開くと少佐が入念な屈くつ伸しん運動をしていた。


    「遅かったな」


    　何このやる気。


    　こわー。


    「いや、そこまで張り切らなくてもいいぞ少佐」


    　井波、藤村ときて、次に俺の長い条件を手伝うのはこのなかなか屈伸をやめない少佐の番なのだが、何が楽しくてこいつとキャッキャウフフしなきゃならんのだ。この交代制でパスとかありなら毎回飛ばすんだけど。


    「さて、条件は何かね？」


    「その前に何でそんなにやる気満々なんだ？」


    　少佐はようやく屈伸をやめて席に座り、優雅にサングラスを装着する。


    「今日は天気が良いからな」


    「うん。いやどういうこと？」


    「天気が良いとサングラスがよく光る」


    「うん。いやどういうこと？」


    「パーティタイムの始まりだ」


    「あそう」


    　もう意味わかんないからどうでもいいや。少佐のテンションは俺と違って無駄に高いみたいだが、とりあえず協力さえしてくれれば文句はない。


    　そんなことより今回の条件にはちょっとした問題があった。


    「でまあ次の条件なんだけどさあ、うーん……少佐はわかるかなあ？」


    「安心しろ。私にわからないことはない」


    　少しも安心できないが、俺はいつもの席に腰を下ろし条件の紙を取り出す。


    「えーと、次の条件は……『バックギャモンで勝負する』なんだけど」


    　少佐はサングラスをきらりと光らせ、口元をにやりとさせる。


    「ほう……バックギャモンか。こいつは楽しくなってきたな。ショータイムの始まりだ」


    「さっきパーティタイムって言ってなかったっけ？」


    　まあどっちでもいいんだけど。


    「でさあ、少佐に聞きたいんだけど、バックギャモンて何？　新あら手ての怪獣か？」


    「何？　バックギャモンを知らないのか？」


    「どっかで聞いたことあるような気はするんだけどな。俺どんなのか知らないんだよ」


    　ネットで調べたりしようかと思っていたのだが、ここへ来るまでそのことをすっかり忘れていた。まあ少佐は知ってるみたいなので安心した。


    「そうか。何、そんな大たい層そうなものではない」


    「へえ、そうなのか」


    「……」


    「……」


    「……」


    「……」


    「……」


    「……」


    「……」


    「……」


    「……」


    「……っておい！」


    　これでこの話は終了だという態度丸出しの少佐を睨にらむ。


    「何でそこで黙っちゃうんだよ。話の流れからしてバックギャモンが何なのか説明しなきゃおかしいだろ」


    「ああそうか、そうだったな。いや、それほど大げさなものではないぞ」


    「ふうん」


    「……」


    「……」


    「……」


    「いやいや同じ！　さっきと同じ！　情報が少ない！　派手じゃないことはわかったから！」


    「ちぃ……わがままな男だ」


    　こっちが舌打ちしたい気分だ。


    「ん？　待てよ？　もしかして少佐もバックギャモンが何なのか知らないんじゃないか？」


    「フ……何をバカな」


    　少佐はポケットからサングラスを取り出し、すでにサングラスを掛けているってのに、その上からサングラスを無理矢理ぐいぐい押しつけ始めた。


    「なぜだ……サングラスが掛けられん……！」


    「当たり前だろ。壊れるぞ」


    　明らかに動どう揺ようしてるよこいつ。


    　絶対知らないくせに知ったか振ぶりしてんだなこのかっこつけめ。


    「知らないなら知らないでいいんだからな。他ほかのやつに聞いてくればいいんだから」


    「だから知っていると言っているだろ！」


    　若じやつ干かんキレ気味に言われてもなあ。


    「じゃあ何だよバックギャモンて」


    「カステラみたいなものだ」


    　何それカステラって。


    　出で任まかせにもほどがあるだろ。


    　妙になげやり気味だし。
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    「それホントなのか？　じゃあバックギャモンで勝負ってカステラで勝負しろってこと？」


    「大だい体たいそんな感じだ」


    「どうやって勝負するの？」


    「カステラみたいのを奪い合う勝負だ」


    「カステラみたいのって何？　カステラではないの？」


    「カステラとよく似にているが別物だ」


    「え？　どう違うの？」


    「だからその、食感がキュウリみたいなんだ」


    「ぽりぽりすんの？」


    「ああ。ぽりぽりするカステラみたいのをバックギャモンという」


    　どこまで本当なのかよくわからないが、俺はバックギャモンが何なのかまったく知らないので何も言えない。とりあえずここは少佐を信用してみよう。


    「なるほどな。じゃあそのバックギャモンってどこにあるんだ？　和菓子屋にでも売っているのか？」


    「え？」


    「だってバックギャモンがなきゃ勝負できないだろ？」


    「ああ、そうだな。うむ……」


    　少佐は腕を組み、険けわしい表情に変わる。


    「で、どこにあるの？」


    「ま、待て。今考える」


    「考える？　考えるってどういうこと？」


    「ああいや、この前たたーっと走って逃げていったような気が」


    「は？　逃げた？　どういうこと？」


    「いや逃げたのは違うな。清きよ菜ながレンジでチンして食べていたような気がする」


    「レンジでチン？」


    「バックギャモンは普段かっちかちだからな」


    「へえ、そういうものなのか」


    「清菜はバックギャモンが大好物でね。ほぼ毎日食べているな」


    「ふうん。それじゃあ少佐の家にあるのか。悪いけど明日でいいから持ってきてくれないか？」


    「え……持ってくるのか？」


    　何か額ひたいにえらい汗を垂たらしているけど大丈夫かこいつ。


    「明日じゃ無理か？　明後日あさつてでもいいけど」


    「いや……そうだな、その……その前にちょっといいか？」


    「何？」


    「カステラというのはなしにしてくれないか？」


    「なし？　なしってどういうこと？」


    「どうも根こん底ていからしくじったようなんだが」


    「は？　意味がわかんないんだけど」


    「むう……だからその……清菜が全部平らげてしまったんだ。今バックギャモンが家になくてな。だからすぐには用意できない」


    「うーんそうか。残念だなあ」


    「ふ……悪いな。そういうことだ」


    　少佐はふぅと落ち着きを取り戻し、サングラスを掛け直す。


    「それじゃあちょっと藤村にバックギャモンの売ってる店を聞いてくるよ」


    「お、おい待て！　それはやめておけ！」


    　がたんと立ち上がる俺を少佐は慌あわてて引き留める。


    「え？　藤村がバックギャモンをよく食べるなら売ってる店ぐらい知ってるんじゃないのか？」


    「その……バックギャモンはかなり卑ひ猥わいなんだ。清菜は恥ずかしがるかもしれない」


    「ひ、卑猥？　どう卑猥なの？」


    「それは言えないくらい卑猥だ」


    「そ、そうなんだ……」


    　そんなに卑猥なものを藤村はむしゃむしゃと食べるのか。大好物で毎日食べたりするのか。何かよくわからないけど、ちょっと興奮してきた。


    　というかバックギャモンっていったいどんなものなんだよ。聞けば聞くほどわけわからん。


    　そのとき、かちゃりと扉が開く。


    「こんにちは」


    　ひょっこり藤村が笑え顔がおを振りまきながら姿を現した。


    「お、ちょうどよかった藤村。あのさ、バッ……」


    　ふと少佐の様子を窺うかがうと、何やら顔色を真っ青にして沈黙している。


    　そうかバックギャモンは卑猥だからこんな堂々と聞いちゃまずいのか。


    「え？　エビマヨ先輩、何ですか？　バ？」


    「あ、いや、何でもない。爆発しようかなと思っただけだ」


    「ああなるほど、そうだったんですか」


    　藤村はにこやかにいつもの席へ座る。


    「ところでエビマヨ先輩、今、兄さんと一緒に条件をこなしてたりするんですか？」


    「ん？　いや、まだ始まってはいないんだがな」


    「そうなんですか。どんな条件なんですか？」


    「え……！　そ、それは……」


    　どうしよう。


    　やっぱり言っちゃまずいのだろうか。


    　少佐も何かそわそわしているし。


    「おっとそうだ！」


    　と思いきやいきなりばすんと立ち上がる少佐。


    「こいつは迂う闊かつだったな。今日は足のない機体の試運転をする日だった。すまないがこの辺で失礼する」


    　彗すい星せいの如ごとくびゅんと立ち去る。


    「あ、兄さん……今日何か用事なんてあったかな？」


    　藤村はあれれと首を傾かしげる。もしかして少佐は俺が藤村からバックギャモンのことを聞きやすいように席を外はずしてくれたのだろうか。なかなか気の利きく男じゃないか。


    「で、でさあ藤村、今回の条件なんだけどな……」


    「あ、はい。どんな条件なんですか？」


    　やばいな緊張する。


    　でも条件のためなら藤村だって教えてくれるはずだ。


    「その……恥ずかしがらず聞いてくれるか？」


    「え？　あ、はい」


    「えーと……バ……バックギャモンがだな……」


    「はい？　何ですか？」


    「バ、バックギャモンが必要なんだ。藤村にこんなこと聞くのもあれかもしれないが、どこに売ってるか知ってるか？　い、いや恥ずかしいなら別に……」


    「へえ、バックギャモンですか。それは面白そうですね」


    　予想に反し、藤村は照れる様子もなく楽しそうにしている。


    「……へ？　面白い？　おいしいじゃなくて？」


    「おいしい？　おいしいってどういうことですか？」


    「だって藤村はバックギャモンをレンジでチンして食べるんだろ？」


    「はい？　エビマヨ先輩何を言ってるんですか？」


    　藤村は目を丸くする。


    「あれ？　違うの？　ぐつぐつ煮るとか？」


    「そもそも食べませんよ。何であんなの食べるんですか。固くて食べられませんよ」


    「え？　いやだからレンジでチンして……」


    「いや、たぶんレンジでチンしても食べられませんから」


    　これはいったいどういうことだ。


    　話がまったく噛かみ合わない。


    　何がどうなっている。


    「あ、あのさあ藤村……バックギャモンていったい何？」


    「知らないんですか？　西洋のすごろくみたいなゲームのことですよ。最近じゃネットで対戦とかできるんですよ」


    「……あのサングラス野郎！」


    　今度会ったらレンズを油性ペンで真っ黒にしてやる。
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    　順調だ。


    　思っていたより順調だ。


    　いやどのくらい事がスムーズに運べばそう言えるのかわからないが、少なくとも最初に想定していたより順調に条件をこなしている。


    　何より協力してくれる人がいるってことが大きい。それは物理的な問題だけではなく、精神的にも助かっている。一人でごそごそとやっていたら飽あきて途中で投げ出していたに違いない。


    　とりあえずこの調子なら一か月かからないうちに、この長ったらしい条件をすべて満たし終わることができそうだ。


    　というわけで放課後、俺は普段よりも浮かれ気分で部室の扉をノックする。


    「うーす……あら」


    　中には誰だれもいない。どうやら今日は俺が一番のようだ。


    　ひとまずいつもの席に腰を下ろす。特にやることもないのでポケットから条件の紙を取り出し、確認でもしようかと思ったそのとき。


    「エビマヨ君いるー？」


    　扉がばすんと開くと同時に俺の名が呼ばれた。


    「何だ井い波なみ、いきなりどうした？」


    「おーおー！　これは丁ちよう度ど良かった！」


    　井波はにこにことしながらいつものように窓際の席に座るのかと思いきや、てくてくと歩いて来て俺の目の前で立ち止まった。


    「俺も丁度良かったよ。次の条件の手伝いは井波だったよな。じゃあ早速……」


    　条件を確認しようかと思ったら、いきなりがしりと首根っこを摑つかまれる。


    「ぐえっ！　な、な、何！」


    「じゃあエビマヨ君、行こっか！」


    「……へ？　う、うわ！」


    　そのままぐいんと引っ張られ、無理矢理立たされる。


    「ちょ、いきなり何だ！　行くってどこに行くんだよ！」


    「師し匠しようんとこ」


    「はあ？　師匠？」


    　何事もなかったかのように部室を出て行く井波の後を慌あわててついて行く。


    「あのねー師匠が近くまで来てるんだよ。これってすごい珍しいから、今から会いに行くんだ」


    「ふーん、そうなのか」


    　いやそれはいいとして。


    「ところで俺の条件は？　条件はどうするの？」


    「その辺はほら、持ち前のツッコミ精神でどうにかなるでしょ」


    「どう考えてもならないだろ……」


    　つうかツッコミ精神て何だよ。


    「いやー楽しみだなあ。エビマヨ君も師匠に会いたいでしょ？」


    　井波は今にもスキップしかねない勢いでずんずんと歩いて行く。どうやら本当に会うのが楽しみらしい。


    「会いたいと言われてもなあ……ところでその師匠って前に井波が言ってた、一いつ升しよう瓶びんをくれた人のことか？」


    　井波が死し角かくを倒すときに持ち歩いている一升瓶は、師匠からもらったとんでもなく頑丈な、職人特製の一升瓶だという話を聞いたことがある。武器として使うのはどうかと思うが、井波の条件は水を１・８ℓ飲むことなので丁ちよう度ど良いとも思える。


    「そうそう、そうだよ」


    「お酒の飲みすぎで入院してたんじゃなかったっけ？」


    「この前お酒を飲みながら退院したんだよ」


    　そういやいくら飲んでも健康なのはおかしいから検査してたって話だったっけか。


    　何だか妙に怪しい人物だが、井波が師匠と呼ぶくらいだから相当な使い手なのだろう。いや何の使い手なのかは知らないけど、死角を見えない状態で倒したとかいう話を前に聞いたな。果たしてどんな人物なのか、興味がないと言えば噓うそになる。


    　それに以前、井波は死角やら見る目がある人のことを師匠から教わったとか言ってたはずだ。となると師匠は井波よりもそのことに詳しいのだろう。もしかしたらこれは俺にとって大きなチャンスかもしれない。


    　最近、自分のえらい長い条件のことばかり考えていてうっかり忘れがちだが、俺は死角や見る目がある人とは何なのか探ってやると決心したのだ。情けないことに井波相手ではぬかに釘くぎ、暖簾のれんに腕押し状態でどうにもならないのだが、師匠なら何か情報を提供してくれるかもしれない。


    　そう考えると、とりあえず俺の条件を後回しにしても師匠に会う価値はありそうだ。この停滞状態を打破する絶好の機会なのかもしれない。


    「……ところで、その師匠って何しにこの近くまで来たの？」


    　校門を出て、すたすたと歩く井波に尋たずねる。


    「えーと、たがが外はずれたから直すって言ってたなあ」


    「は？　何だそりゃ？」


    　たがが外れるって、確か調子に乗ってやりすぎちゃうとか、そんな意味の言葉だったような。


    　というか「たが」って何だろう。


    「滅めつ多たにないことらしいから直接調べたいんだってさー」


    「ふーん……よくわからんが、師匠って何かの点検や修理をする仕事でもしているのか？」


    「んーまあ大だい体たいそんな感じかな」


    　なるほど。仕事の関係でこの近くに来ているってわけか。


    「その『たが』とやらが外れるとどうなっちゃうの？」


    「どえらい勢いでごみが流出しちゃうんだってさ。急いで止めたらしいけどね」


    「へえ。結構大変そうだな」


    　何やら清掃関係の仕事のようだ。


    　やがて最も寄よりの駅に到着。


    　そのまま電車に乗り、二駅で降りる。駅から歩くこと数分。


    「えーと……どこだっけ？」


    「おい頼むぞ井波。俺はこの辺、全然来たことないからな」


    　見慣れない住宅街をうろつく井波に声を掛ける。もし今一人になったら迷まい子ごになる自信たっぷりだ。


    「ああそうだ、あっちだ！」


    　たたーっと駆け出す井波。


    「あ、待て！」


    　迷まい子ごを恐れ、慌あわててその後を追いかける。


    　井波の向かったその先は、住宅街の中の、そこ一か所だけが木々に囲まれているところだった。


    「ここは……神社か？」


    　そう判断したのは、井波の目の前に鳥とり居いが立っていたからだ。


    「エビマヨ君、早く早く！」


    　井波は鳥居をくぐってずんずんと先に行ってしまう。俺も後に続こうと思ったが、鳥居を前にぴたりと足が止まる。


    　違和感。


    　蝉せみが鳴いていてもおかしくない時期なのに、やたら静かなのは気のせいだろうか。俺が神社という場所を、何か特殊な空間だと思い込んでいるだけだろうか。


    「……まあいいか」


    　このまま考えていても仕方がないので、戸と惑まどいつつも鳥居をくぐる。


    　敷地はバスケのコートをもっと縦長にしたくらいの広さだった。参道の先には本ほん殿でんが正面に構えており、両りよう脇わきに狛こま犬いぬが設置されている。荒こう廃はいした様子はなく、管理は行き届いているようだ。ただ少し寂さびれた雰囲気はあるが、小規模な神社ならこれが普通なのだろう。


    　参拝者はいないのかと思ったら、誰だれかが一人ぽつんと本殿を眺めていた。


    「師匠！　師匠！」


    　井波がぱたぱたと手を振りながら近寄っていく。


    　ゆっくりとその人物が振り向いた。


    「……井波か。こういう形で会うのは久しぶりだな」


    　髪の長い女性。


    　美人だ。


    　それもかなり。


    　年は二十代前半くらいだろうか。落ち着いた立ち振る舞いに、大人な体のラインを生かすタイトなスーツが似合っている。野や暮ぼったさのない開放的なデザインは、目のやりどころをすこぶる迷わせる。


    　シャープできりっとした目つきをしていて、なかなか厳しい教育者のようであるが、どこか妖よう艶えんな雰囲気も感じられる。こんな人が家庭教師にやってきたら、確実に学校の勉強以外のことを教わりたいだろう。


    「エビマヨ君、ほらほら早く！　師匠だよ！」


    　井波が嬉うれしそうにこっちへこいこいと手で招く。


    「エビマヨ？　……ああ、例のあれか」


    「そうです師匠、例のあれです」


    　例のあれとは何だろう。つうかどう考えてもそんな呼び方失礼だろと思いつつ、二人に近寄る。


    「井波の師匠だ。よろしく」


    　そう言いながらも師匠はにこやかに笑うことはなく、鋭い目つきのまま、すっと手を差し出してくる。


    「よ、よろしくお願いします」


    　躊躇ためらいながらも握手を交かわす。


    　それにしても、この人が井波の師匠なのか。てっきり俺は師匠っていうくらいだから、髭ひげの長い怪しい老人かと思っていた。これでは師匠というより綺き麗れいなお姉さんだ。


    「ふむ……思っていたより貧弱だな。本当に大丈夫か？」


    「……はい？」


    　何が大丈夫なのだろうか。


    「まあいい。いつでもいいぞ。かかってこい」


    「……はい？」


    　何でいきなり決闘になったのだろうか。


    「井波を嫁にしたければまず私を倒すんだな」


    「……はい？」


    　何でいつの間にそんな展開になったのだろうか。


    「わわわ！　わわわわわわわわわ！」


    　ずぎゅんと井波が俺と師匠の間に割って入る。


    「し、師匠！　何を言っているんですか！　そんな話はしてないですよ！　全然ぜんぜんぜんぜーんしてないですよ！」


    　これだけばたばたと慌あわてる井波も珍しい。


    「しかしこの前井波が私に紹介したい人物がいるとか、そいつと一緒に遊ぶとか一緒にああしたいこうしたいとか嬉うれしそうに話をしていたときに……」


    「わーわー！　師匠どうしたんですか！　酔っぱらっているんですか！　そうだ酔っているんですね！　どうりでわけのわからないことばかり言うわけだこの酔っぱらいめ！」


    　師匠に対して無茶苦茶なこと言ってる気がするんだけど。


    「いや井波、私は仕事中だけは飲まないことは知っているだろ？」


    「ああいえまあその、そ、そうじゃなくてですね、エビマヨ君を師匠の弟で子しにして欲しいっていう話ですよ」


    「ん……？　ああ、そういえばそんな話を前にしたな」


    　師匠は何かを思い出したかのように頷うなずく。


    「はぁ……師匠はいろいろ危あやういところがあるから困る……」


    「なあ井波、今の話はどういうことだ？」


    「うわぁ！　い、いやエビマヨ君今のは酔っぱらいの戯ざれ言ごとだから何でもないから！　何でもないから！」


    「え？　いや俺を師匠の弟で子しにしたいってどういうこと？」


    「へ？　あ、何だそっちのことか」


    　井波は自分を落ち着かせるようにふぅと息をつく。


    「えーっとねえ、この前私が師匠に、エビマヨ君が弟子入りをしたいんだって言っておいたんだよ」


    「いや弟子になりたいなどと言った覚えはないんだが」


    「だってほら、エビマヨ君は空気が読めるようになりたいんでしょ？　もしかしたら師匠が何とかしてくれるかもしれないって思ってね」


    「……え？　ちょ、ちょっと待て。何とかなるのか？　俺は空気が読めるようになるのか？」


    　それなら話は変わってくる。


    　もし空気が読めるようになれるというなら、弟子入りだろうが何しようが構わん。


    「それはわかんないけど、他ほかにも修行して死角の倒し方とか戦い方を教えてもらえば、今後役に立つでしょ」


    「なるほど……」


    　井波の驚異的な身体能力が師匠の修行によるものであるなら、学ぶ価値がありそうだ。それに、もしかしたら空気が読めるようになるかもしれない。更に弟子入りをしたほうが、見る目がある人や死し角かくについて詳しく教えてくれるかもしれない。


    「こいつは私に弟子入りして死角退治の修行をしたいのか。なるほどな。そういうことか」


    　傍ぼう観かんしていた師匠が井波に顔を向ける。


    「そうなんですよ師匠！　そういうことです！」


    　何だかごたごたとしたが、ようやく井波と師匠は意思の疎そ通つうをはかることができたらしい。


    「さて……」


    　師匠はざっと体をこちらへ向け、これまでにないくらい冷たい声を響かせる。


    「どうする？　やるのか？」


    　師匠は鋭い視線で、真っ直すぐ俺を見据えた。


    　この世のあらゆるものが見えているような、ぞっとする瞳ひとみだ。それは触れてはいけない領域だと本能が激しく訴える。得え体たいの知れない恐怖が身を包む。これ以上進むなと拒絶されているような気がする。


    　だが。


    　それでも。


    「お願いします。弟子にしてください」


    　真っ直すぐ頭を下げる。


    　俺はもう十分後戻りできないところまで来ているんだ。


    　今更迷うことはない。


    「これからは私のことを師匠と呼べ、エビマヨ」


    「は、はい！　師匠！」


    「よかったねエビマヨ君！」


    　井波が満面の笑えみでばっしんばっしん叩たたいてくる。ははっ痛い痛い。痛いって。おい痛いよ。いてえ。いてえっておい。いやいてえってば。ちょっいてえやばいもういいってわかったわかったからすいませんもうやめて。


    「ところで師匠、仕事のほうは大丈夫なんですか？」


    　井波がようやく叩くことをやめ、師匠に尋たずねた。


    「ああ。報告どおりまだ影響はないようだ。何日か調査をした後、タイミングを見計らって直すつもりだ」


    「そうなんですか。じゃあしばらくはこっちにいるんですね？」


    「そうだな。明日から修行を始めるか」


    　師匠はそれで構わないかと確認するかのようにこちらへ顔を向ける。


    「あ、はい。わかりました」


    　明日から修行が始まるのか。何だか思いもよらない展開になってしまったが、不安になってきた。修行とか言われてもいったいどんなことをやるのかわからない。果たして俺に出来るのだろうか。


    「そんなに気を張らなくてもいい。お前はなかなか良いものを持っている。見込みがあるぞ」


    　師匠はぽんと俺の肩を叩く。


    「そ、そうですか？」


    　そう言われるとちょっと嬉うれしい。やる気も出てきた。


    「ああ。この前井波がお前のことを……」


    「わー師匠あれですね！　今日は酔っぱらいすぎですね！　もっかい入院したほうがいいかもしれません！　もう帰りましょう！」


    「いやもう医者を見るとぶん殴なぐりたくなるくらい入院はしたくないんだが……」


    　井波はぐいぐいと無理矢理師匠を鳥とり居いのほうまで押し出しながら帰ってしまった。


    「……」


    　ぽつんと一人取り残される俺。


    　先行き不安だ。


    



    　翌日。


    　俺は昨日通った住宅街を一人うろうろとしていた。部活というわけではないので、部員と一緒に行くわけにはいかない。正直言って心細いのは事実であるが、まさか修行で死ぬことはないだろう。いや大丈夫だよな。死なないよな。


    　そんなことを考えているうちに、神社へたどり着いた。


    「……来たか」


    　昨日と同様、師匠は本ほん殿でんを背に突っ立っている。相変わらずびしっとスーツで凛り々りしいお姿だ。


    「こ、こんにちは。今日からよろしくお願いします」


    　師匠と直接対面すると少し緊張してしまう。修行のこともあるが、師匠から威圧感みたいなものを感じるからだ。


    「こっちだ」


    　師匠は足早に鳥とり居いへ向かっていく。


    「え？　ここでやるんじゃないんですか？」


    　と尋たずねるが返事はなく、ずんずん神社の外へ向かって進んでいくので慌あわてて後を追う。


    　てっきり神社で修行が始まるもんだと思っていたが、いったいどこへ行こうというのだろうか。


    「あの……どんな修行をするんですか？」


    「ついてくればわかる」


    「修行をすれば本当に空気が読めたりできるんですか？」


    「ついてくればわかる」


    「そもそも見る目がある人とか死角とか何なんでしょうか？」


    「ついてくればわかる」


    　の一点張りで迷わず突き進む師匠。ここはもう素直についていくしかないか。


    　しばらく歩いていくと、土手を越え、広く見渡しの良い平へい坦たんな土地へたどり着いた。


    　随ずい分ぶん先のほうには川が流れているらしく、遠くには大きめの橋が架かかっているのが見える。


    　ここはいわゆる河か川せん敷じきだろう。ところどころに短めの草が生えていて、それ程ほど整備されているわけではなさそうだ。近くには野球場が見受けられるが、今日は誰だれも使用しておらずグラウンドは無人だ。


    　こんなところで何をやるのかわからないが、少なくとも神社よりは運動しやすい場所のように思える。周辺には犬の散歩をしている人をちらほらと見掛けるぐらいで、大して人ひと気けはない。


    「どうした！　早く来い！」


    　いつの間にか師匠と離れてしまったようだ。


    「あ、はい！　すいません！」


    　慌あわてて師匠の下もとへ駆け寄るが、ふとその側そばに変な物体があることに気付く。


    「では修行を始める。私の修行は厳しいから覚悟しろ」


    「あの、その前に……その物体は何ですか？」


    「見てわかるだろ」


    　その妙な物体は非常に形容しがたいのだが、まず木材で組まれた、高さ２メートルくらいの鉄棒がある。


    　通常、鉄棒の支柱は二本なのだが、これはその中央にもう一本厚めの板が立っており、これでは逆さか上あがりなどがやりにくそうだ。


    　その中央の板の先端にはにょろりとロープが付いており、板の裏側には俺の視線くらいの高さあたりに木の桶おけがぶら下がっている。


    　足あし下もとにはそこそこ大きめな壺つぼが置いてあり、中にはたっぷりと水が入っている。


    　とまあそういう物体なのだが。


    「……えーと、何が何だかまったくわかりません」


    　ひょっとして世界の拷ごう問もん装置事典に載のってるような代しろ物ものだったりするのだろうか。いやそんな本があるのかは知らんけど。そもそもこんな装置をいつの間にこんな場所に用意したのだろうか。


    「修行と言えばこれしかないだろ」


    　師匠は当たり前だと言わんばかりに言い切った。こういうところはどっかのちっこい脳天気な誰だれかさんに似ている気がする。そうか弟で子しなら師匠に似るのも当然か。俺はこういうところは学ばないよう気をつけよう。


    「できればこれでどうやって修行を行うのか説明をして頂けると助かります師匠」


    「む……仕方のないやつだ。まずはそこに立て」


    　中央の板の手前を指さすので、そこに移動する。頭上には鉄棒、板の裏側に木の桶があり、足下には壺が置いてある。


    「上の棒に摑つかまれ」


    　言われたとおり、ぴょんと飛んで摑む。


    「中央の板の先端にロープの輪っかがある。そこに足をかけろ」


    「ええ？　できるかな……」


    　棒を摑んだまま板を蹴けりつつ、体をぐるんと回転して逆さまになり、輪っかに足をぐいぐい押しつけ、何とか足首まで通す。


    「そのまま手を離してぶら下がれ」


    「え！」


    　そうすると逆さ吊づりになってしまうのだが、ここまできてやめるわけにもいかない。思い切って手を離し、タロットカードで言うとハングドマンの正位置、つまり吊るされた状態になる。


    「ぐあああああ！」


    　足が痛い足が痛い足が足が。


    「その状態でまずこの柄ひ杓しやくを使い、下の壺つぼから水をすくう」


    　痛い痛い血が血が頭に血がああああああああ。


    「そのまま水をこぼさず、腹ふつ筋きんを使って上体を持ち上げ、上の桶おけに水を入れる」


    　もう無理もう無理無理無理むりむりむりむりむーりむり。


    「これを何度も繰り返して上の桶を水で満杯にするんだ。さあこの柄杓を受け取れ……っておい聞いているのか？」


    「た、助けて！　師匠！　足！　痛い！　頭！　血！　死！」


    「ああん？　助けろだと？　まったく……」
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    　師匠はがしっと俺の足を摑つかみながらロープを外はずし、そのままぐしゃあと地面に落とした。


    「はぁ、はぁ……」


    「どういうことだエビマヨ」


    　師匠は俺を、三時に待ち合わせって約束したのに八時半ぐらいに現れた人に向けるような目で見下ろす。


    「貴様はこの程度のこともできんのか！　情けないにもほどがある！　体力なさすぎだこのドアホが！　家に帰ってシャワー浴びてさっぱりしてから死ね！」


    「……くっ！」


    　俺は地に伏ふせ、土を強く握りしめる。


    　どうしてこうなった。


    　どうして師匠のスカートの中が見えなかったんだ。


    　逆さま状態で必死になってちら見したのに。


    　まさに死に物ぐるいだったのに。


    「どうした？　今いま頃ごろになって自分の無力さを実感でもしたのか？　やめて帰ってもいいんだぞ」


    　ゆっくり立ち上がる俺を、師匠は変わらず厳しい口調で責め立てる。


    「……確かに俺は師匠の期待に応こたえられませんでした。でも次はがんばります！　もう一度チャンスをください！　どうかお願いします！」


    「ほう……自分の非ひ力りきを受け入れつつも、この場を逃げ出さないか。いいだろう。続けよう」


    「は、はい！　ありがとうございます！」


    　やった。がんばるぞ。よーし、今度こそ覗のぞいてやる。


    　いやそうじゃなくて。


    「師匠……その前に一つ疑問点があるのですが」


    　どうしても気になることがある。


    「何だ？　言ってみろ」


    「そもそもこれって死角を退治するための修行なんですか？」


    「全然関係ない」


    「まさかの全否定！」


    　えらいあっさりと言われてしまったよ。


    「心配するな。この修行をやれば確実に酔すい拳けんを使えるようになる」


    「なぜ！　いつの間にそんな話に！」


    　何でいつの間にか酔拳の使い手を目指していることになっているんだ。まさかとは思っていたが、想像を遙はるかに上回る勘違いっぷりだ。


    　このまま師匠についていって大丈夫なのだろうか。戻るなら今のうちかもしれない。いやさすがにやる気のないバイトじゃあるまいし、初日でやめるわけにはいかないか。それに今ならまだ軌道修正が間に合う。きちんと話せばきっとわかってくれるだろう。


    「師匠、あの……俺が見る目がある人だけど若じやつ干かん変わっているってことはご存じでしょうか？」


    「ああ。井波から聞いている。確かにお前からは見る目がある人特有の気け配はいが微み塵じんも感じられん。今までこんなやつ見たことがない。お前本当に見る目がある人なのか？」


    　職務質問並なみに不審がられる。


    「い、一応そうみたいなんですけど……でまあ、このままだと死角を退治するのにいろいろと不便なので、師匠に修行をして頂き、何か改善できたらいいなと思っているんですけど」


    「そんなことはわかっている。さっきのも死角を倒す修行の一環だ」


    　ついさっき全否定したばかりでしょうが。


    「……とにかくそんな感じでお願いしますね師匠」


    「いいだろう。では別の修行をするか」


    　師匠は振り返り、すたすたと移動を始める。


    　よかった。


    　どうやら話は通じたらしい。


    　やはりしっかり説明すればわかってもらえるようだ。危あやうくアルコールの飲めない年齢だというのに酔すい拳けんマスターになるところだった。


    「次はこれだ」


    　などと考えている暇ひまもなく、数歩歩いた程度で師匠はぴたり立ち止まり、さっと指を差す。


    　その先には２メートルくらいの太めの棒がどんと立っていた。その棒から水平に、こたつの脚のような棒がにょきにょきと数本飛び出ている。


    「師匠……」


    　いやもしかしたら次はこれなんじゃないかなと予想はしていた。だってさっきの装置の隣に突っ立ってるんだもん。今まで気がつかないふりしてただけだもん。


    「いいか、このでっぱりを敵の腕だと思え。そしてまず最初はでっぱりの間を通すように殴なぐりつつ……」


    「師匠！　ちょ、ちょっと待ってください！」


    「何だ、どうした？」


    「同じです。さっきと同じです。さっきとまったく同じパターンです」


    「同じではない。これは別の映画に出てきたやつだ」


    「演じている人同じでしょ！　じゃなくて、何でそんなカンフーの修行ばかりさせるんですか！」


    「いいからやれ」


    「はい」


    　やらないならぼこぼこに撲殺すると言わんばかりの目つきで睨にらまれてしまったら、逆らうわけにもいかない。


    　正しいやり方というか叩たたき方というのがよくわからないので、とりあえずばしばしと適当に叩いてみる。


    「はあ……これ本当に死角を倒す修行になっているんですか？」


    「死角と戦うとき、常に武器を所持しているとは限らない。素す手でで戦うこともあるだろ」


    「それはそうかもしれないですけど……」


    　だからってこれと死角はまったくの別物のような気もする。というかどう考えても何かの映画に出てきた修行のシーンをやりたかっただけだろ。


    「固定観念に縛られるな。常識は敵だと思え。先入観に捉とらわれると見えるものも見えなくなる」


    「は、はい。わかりました」


    　心を見み透すかされたようなことを言われてしまい、焦あせる。


    　先入観と言われて思い出したのだが、小さい頃ころこんな映画を見たことがあった。


    　とある少年が空から手ての達人に弟で子し入りするのだが、毎日ワックスがけやペンキ塗りなどの雑用ばかりやらされる。だが実はそれらの動作は空手の型に通ずるものがあり、いつのまにか少年は強くなっていたという話だ。


    　もしかしたらこの修行も、俺が勝手に死角退治の役に立たないと思い込んでいるだけなのかもしれない。吊つり下げられる行為も棒を叩たたく動作も、実は死角を倒す動作に通ずるものがあるに違いない。


    「今日は間違えて死角退治とまったく関係ない修行を用意したが、次回はちゃんと用意しておく」


    「関係ないのかよ！　せっかくポジティブに捉とらえたのに！」


    　さすがに叩く手も止まってしまう。


    「そもそもエビマヨには体力がない。死角退治に基礎体力をつける必要がある。無駄にはならん。やれ」


    「はあ……」


    　再びびしばしと叩き始める。


    　確かに体力があるとは言えないが、これを叩いて体力がつくのか疑問だ。


    「お前はこれまで死角を倒したことはあるよな」


    　しばらく棒を叩いていると、不意に師匠が声を掛けてきた。


    「え？　ええまあ、前に何回か」


    「死角についてどう思う？」


    「そうですね……」


    　叩く手を止め考えるが、師匠は特に何も言ってこないので、ひとまず休憩ってことでいいのだろう。


    「よくわからない……としか言いようがないですね。見た目も変だし、何であんなものが存在しているのかもわかりません」


    「そうか。井波から聞いてないのか」


    「必要最低限のことだけは……というか、そもそも井波が何を考えているのか俺にはよくわかりませんね」


    　師匠は珍しくふふっと笑う。


    「そうか。いや、あいつの価値観は独特だからな。この前なんか『一いつ升しよう瓶びんは世界一！』とか言って楽しそうに笑っていたな」


    「……そりゃあ独特ですね」


    　本当にそんなことを喜んで言ってそうだ。


    「まあ井波からしたらおそらく話したくないというわけではないのだろう」


    「じゃあどういうわけなんでしょうか？」


    「さあな。私も井波のことはよくわからん」


    「そ、そうですか……」


    　この師匠がよくわからんと言うほどだから、井波は相当なもんだな。


    「井波が話していないなら、私から言うこともない。何より井波から直接話を聞いたほうがお前にとっても意味があるだろう」


    「それは……そうかもしれません。ですが、できれば知っておきたいですね。死角とは何か、見る目がある人とは何なのか……」


    「知ったところでどうにもならないとわかっていてもか？」


    「……まず知らなければ、どうにかなるのかならないのか、わからないですから」


    　師匠はすっと遠くを眺める。


    　長い髪がさらさらなびいていた。


    　少し風が出てきたようだ。


    「ずっと昔の偉い人がこんな言葉を残した」


    　師匠はぽつりと呟つぶやいた。


    「赤信号は一人で渡ると怖いが、みんなで渡れば怖くない、と」


    「師匠……それって……」


    　多分そんなに昔の人の発言ではないですよ、とは言えない雰囲気だった。


    「いいか覚えておけ。赤信号を渡っているのはエビマヨ一人だけではない。みんなが渡っている。みんなそうしているんだから、信号が今、何色かは問題でない」


    「はあ……」


    「間違えた。こんな話をしたかったわけじゃない」


    「ええ？」


    「人はとにかく理由を知りたがる。例えば殺人。殺した動機は何か。原因は何か。どうすれば防げたのか。そんなものなどいっさいないでは誰だれも納得がいかない。こじつけでも何でも構わない。腑ふに落ちるような、いかにもな、それっぽい理由さえあればいい。それがとんでもない的まと外はずれだろうが関係ない。とにかく納得して、それで安心感さえ得られれば満足する。理由を知りたがる理由、それは不安定でいたくないからだ。結果、本当の理由なんて非常に不確かなものへと変へん貌ぼうしてしまう。真実とは、本当に存在するのかどうかもわからない、毎朝家まで起こしに来るセミロングの幼おさな馴な染じみのようなものだ」


    「……」


    「エビマヨは毎朝家まで起こしに来るセミロングの幼おさな馴な染じみの存在を証明する手段を持っているのか？」


    　俺は何も答えられなかった。


    　いきなり饒じよう舌ぜつになる師匠にびびったというのもあるが、何より、何で幼馴染がセミロング限定なのか意味が分からなかったからだ。


    「……あの、この修行をやる意味ってあるんですか？」


    「ある。この修行はお前の今後の生き方を左右するくらい重大な意味を持つものとなる」


    「そ、そんなにですか……」


    「これはただの修行ではない。お前に何か問題がないか調査する意味もある」


    「ええ？　いやそんなに問題児じゃないですって」


    　師匠はそれきり黙って、橋のほうをじっと眺めていた。今日の修行はもう終わりということなのだろう。


    　初日からこんな調子で大丈夫なのか不安だが、俺にとって何か大きな意味があるらしいのでとにかくやるしかないか。


    



    　さて、せっかくの休日くらい家でごろごろと過ごしたいところだが、非常にありがたいことに本日も師匠による謎なぞの修行があるそうだ。


    　いや師匠は本来仕事で忙しい身だろうから、わざわざ俺なんかに構ってくれるだけで感謝せねばなるまい。とはいえ今日こそまともな修行をして頂きたいものだ。


    　恐ろしく雲一つない、まさに修行日び和よりだと言える快晴の中、俺はしーんと静まり返った神社を訪れた。


    　鳥とり居いをくぐると師匠どころか誰だれ一人おらず、侘わびしさもプラスアルファされていた。ここにいないとなると、あそこしかないだろう。


    　修行はまだ始まっていないってのに、汗をかきながらたどり着いたのは河か川せん敷じき。


    　今日は野球場で野球をやっているらしく、わーわーと遠くから声が聞こえてくる。土手の上からきょろきょろ見渡すと、一人スーツ姿の女性が河川敷の真ん中で仁に王おう立だちしている様子が確認できた。こんな暑い日でもお構いなしだなあ、などと考えている場合ではない。早く行かねば。


    「こんにちは師匠」


    「遅かったな」


    「すいません。神社にいるのかと思いまして」


    　びびっと厳しい目を光らせる師匠だが、別べつ段だん怒っているわけではないようだ。


    「ふん……まあいい。だがもし今後遅刻をしてみろ。そのときはたっぷりと飴あめをくれてやるからな！」


    「……は、はい。心に刻きざんでおきます」


    　多分鞭むちと間違えたと思われるが、あまり突っ込むと本当に鞭をくらいそうなのでやめておこう。


    　それよりも昨日のわけのわからない修行装置が、いつの間にかきれいさっぱり撤去されていることがすごく気になる。


    「では今日の修行を始める」


    「はい。よろしくお願いします」


    　さて今日はいったい何が始まるのかと思いきや、師匠は微動だにせず黙って腕を組んだままだ。これはどういうことなのだろうか。ひょっとしてにらめっこ的な修行なのだろうか。


    「あいつ……二人も連れて来たのか。これは難易度が上がりそうだな」


    「はい？」


    　いったい何のことを言っているのか師匠に尋たずねようかと思ったそのとき。


    「おーい！　エビマヨくーん！」


    　随ずい分ぶん遠くから聞き覚えのある声が聞こえてきた。


    　振り返ると、予想どおりちっこい女の子が一人かと思いきや、隣にグラマラスな女の子と赤い奴やつを連れてこちらへやってきた。


    「……おいおい」


    　部活メンバー勢せい揃ぞろいでわざわざご苦労なことだ。せっかくの休日なんだからみんなで街に繰り出せばいいのに。


    　などと考えていると、井波がたたたーと師匠の下もとへ、猫缶を食いたい猫の如ごとくまっしぐらに駆け寄っていった。


    「師匠こんちはー！　どうですか修行は順調ですか？」


    　保育園に迎えに来た親に張り付く園児のように井波ははしゃぐが、師匠は嫌がることなく、慣れた様子で井波に構っている。非常に微笑ほほえましい光景だ。


    「ああ。エビマヨはあれだな。エビだけに骨のない奴だ」


    「さすが師匠！　うまい！」


    　話の内容は微笑ましくなかった。


    「エビマヨ先輩こんにちは」


    「よう、藤ふじ村むらも来たのか」


    　遅れて藤村兄きよう妹だいがこちらへやってきた。


    　清せい楚そな藤村にぴったりな白いワンピース姿が、爽さわやかな夏の野原によく似合っている。自然と少女のハーモニーが素晴らしい。かわいい。


    「……」


    「……」


    　一方その後ろに、まるでお嬢様の護衛役と言わんばかりに控えている全身真っ赤なサングラス男が、自然と少女の調和を見事にぶっ壊してくれるので無視してやった。


    「それにしても、まさかみんなで来るとはな」


    「井波先輩が、エビマヨ先輩がちゃんと修行がんばってるかみんなで見に行こうって提案したんですよ」


    「むう……余計なことを……」


    　嬉うれしいようでそんなに嬉しくなかったりする。修行している姿を人に見せてもどうかと思うし、どうせ良いところなんか見せられそうもない。恥を覚悟でやるしかないか。


    「……あの人が井波君の師匠なのか？」


    　少佐が師匠をじっと見つめながら俺に尋たずねてきた。


    「ああ、そうだけど……どうした？」


    　何か気になることでもあるのだろうか。厳しい表情でじっと見つめている。


    「……あり得ん……綺き麗れいすぎる……」


    「は、はあ？」


    　ものすごい真ま顔がおでなんてこと言い出すんだこいつ。サングラス外はずして凝視しだしたよ。もしかして師匠が好みのタイプだったりするのだろうか。いや確かに美人だけど。少佐は年上好きだったのか。


    「……」


    　一方藤村の様子をちらりと伺うと、なぜか少佐と同様、師匠をじっと見つめていた。この兄きよう妹だいは揃そろって年上が大好きだったのか。


    「あれ……？　あの人……！」


    　いきなり藤村は慌あわてた様子でたたっと師匠の下もとへ走り出した。いったいどうしたのだろうか。


    「あ、あの！　すいません！」


    「ん？　何だ？」


    「も、もしかして昔、魔法少女でしたか？」


    「む……？」


    　なんだそりゃあと言いたくなるような質問をぶつける藤村だが、師匠は不審に思った様子もなく何やら真剣な表情で藤村を見つめている。


    「そ、その、私小さい頃ころに魔法少女に助けてもらったことがあるんです！　それで、そのときの魔法少女にとても似にているので……！」


    「……ああ、あのときのことか……？」


    「や、やっぱり！　あのときはありがとうございました！」


    　藤村は師匠の手をがしっと摑つかみ、嬉しそうに頭を下げる。


    　そういえば以前、藤村が小さい頃交通事故に遭あいそうになったとき、魔法少女の格かつ好こうをした見知らぬ人に命を救われたという話を聞いたことがある。その人物が師匠だったということなのだろうか。


    「大したことではない。無事で良かったな」


    「は、はい！」


    　普段は厳しい師匠だが、優しげな表情を向ける。藤村はまさに憧あこがれの人物にご対面とばかりに目をきらきらとさせていた。


    　それにしても師匠は昔から人助けとかしていたのか。やっぱりすごい人なんだな。


    「確かあれは一年前のことだったな」


    「そうです！　私が中学生のときのことです！」


    「えええ！　意外と最近！」


    　思わずまったく関係ないのに叫んでしまった。


    　てことは師匠は一年前に魔法少女の格好してたのか。そりゃあ少女というには無理があるよ。魔法セクシーレディーだよ。というか藤村は中学生を小さい頃ころとか言うなよ。そこそこ大きいだろ。


    「私その日から魔法少女になりたくて一生懸命練習しているんです！　もしよかったら私に教えてください！」


    　藤村はどこからともなく魔法少女ステッキを取り出し、びしっと構えた。いや本当にどこに仕込んでいるんだろうか。


    「いいだろう。まず基本の構えからいくぞ」


    「はい！」


    　いつの間にか師匠による魔法少女の変身講座が始まった。しかもなぜか井波まで一緒にポーズをとって参加している。


    「まずはこう！　不思議な光に包まれるようなイメージで回転する！」


    「こうですね！」


    「次になぜか下から風がふわふわ吹く！」


    「なるほど！」


    「このとき見えそうで見えないのがポイントだ！」


    「わかりました！」


    　何だか楽しそうだなあ、確かに見えそうで見えないなあちくしょうめ、などと呑のん気きに眺めている場合ではない。このままだと藤村が魔法少女になってしまうだけで、俺の修行完全放置だ。


    「ちょっと待ってください師匠！」


    　楽しそうに踊る師匠たちに駆け寄る。
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    「どうした？　エビマヨも魔法少女になりたいのか？　さすがにそれはいろいろと覚悟が必要だと思うが」


    「いや違います！　そんな趣味ないですから！」


    「エビマヨ先輩が女装……？　い、いいですねえそれ……そのまま兄と濃厚な……はぁはぁ！」


    「エビマヨ君が女装……？　ははは！　そ、それ見たい！　あははははは！」


    　こいつらどっちも違うリアクションで喜びやがって。


    「そういうことじゃなくて、俺の修行はどうなるんですかっていう話なんですけど」


    「修行やるのか？」


    「そりゃそうでしょうよ。俺何しに来たんですか」


    「そうか。仕方ないな……チッ」


    「え？　何で？　何で舌打ち？」


    　師匠はこの空気の読めない男のせいで、残念ながら魔法少女講座は終了だと二人に説明した。


    「残念です……」


    「残念だなあ……」


    　がっくり肩を落とし、俺を恨めしそうに睨にらむ二人。いったい何をしに来たんだこいつらは。明らかに目的おかしくなってるだろ。


    　意外にもまともなのは少佐だけだなと思い、ちらりとグラサンの様子を窺うかがうと、まだ師匠のことを魂たましいがどっか行っちゃってるくらい凝視してた。どうやらこの場にまともな人なんかいないらしい。


    「では今日の修行を始める」


    「よろしくお願いします……」


    　この台詞せりふを聞くのは今日で二回目なのだが、ようやく始めてくれるみたいなので気にしないことにしよう。


    　師匠は準備をすると言い、この場から少し離れて置いてあったビニール袋をがさごそと探さぐる。


    　今日はちゃんとしたものを用意すると言っていたので、何が出てくるのかどきどきしながら待っていると、師匠は緑と黒のコントラストが綺き麗れいなまん丸の物体を持って現れた。


    「あれって……スイカ？」


    　師匠はシートの上にスイカを置き、こちらへやってくる。


    「これを受け取れ」


    「は、はあ……」


    　師匠は俺に棒と目隠しを手渡す。


    　いったいこれはどういうことだ。


    　スイカと棒と目隠し。


    　果たしてこの組み合わせで何が行われるというのだろうか。


    　目隠しをしながらスイカを食べればいいのか。


    　いや、それだと棒を使っていない。


    　目隠しをして棒を折ればいいのだろうか。


    　待てよ。


    　その場合スイカを使っていないか。


    　くそう困った。


    　どうすりゃいい。


    　俺はいったいどうすりゃいいんだ。


    「では今からスイカ割りをやる」


    「ですよね」


    　やっぱそれしかないですよね。


    　でもどうしてですかね。


    　どうして修行がスイカ割りなんでしょうかね。思わずそれとは別の可能性を一生懸命思索しちゃいましたよ。


    　まあ師匠が俺の頭をかち割るくらいの握り拳こぶしを見せつけるから素直に従うんだけど。


    「エビマヨ君がんばってー！」


    「エビマヨ先輩がんばってください！」


    　部員たちは遠くから見学のようだ。応援してくれるのはありがたいのだが、スイカ割りをがんばれと言われてもなあ。


    「……まあやるしかないか」


    　スイカから距離を取り、目隠しを装着する。そのまま棒を軸にして額ひたいを乗せ、くるくるくると数回転。


    「おおおお……」


    　良い感じに目が回ったところで棒を構える。


    「では、始めろ！」


    　師匠の声が遠くから聞こえたのだが、足あし下もとふらふらだ。まともに真っ直すぐ歩ける気がしない。そもそもどこに向かえばいいのかわからん。


    　いや待てよ。


    　そうか。


    　そういうことか。


    　今こうやって何も見えていない状況でスイカを探し当てる。これはまさに目には見えない死角を探し当てる行為そのものだ。


    　つまりこれはスイカを死角に見立て、気け配はいを探るという修行なのか。


    　さすが師匠だ。てっきり夏を先取りしたいだけなのかと思っていたが、ちゃんと死角を倒すための修行だったようだ。これは何としても期待に応こたえねばなるまい。


    「よし！　行くぞ！」


    　棒をぎゅっと握りしめ、周囲の気配に意識を集中する。


    　どこだ。


    　スイカはどこにある。


    「エビマヨ君、右、右！」


    　おお右か。


    「エビマヨ先輩、ちょこっと左です！」


    　おっと行きすぎたのか。


    「そのままそのまま！」


    「真っ直すぐです！」


    「ずれた！　左にずれたよ！」


    「もうちょい！　もうちょい前です！」


    「エビマヨ君そこ！」


    「今です！　叩たたいて！」


    「そりゃあ！」


    　勢いよく棒を振り下ろすが、スイカを叩たたいた感触はない。


    「あれ？　……あーもうちょい右だったかーっておい！　これただのスイカ割りじゃねえか！　場所を教えるな！」


    　思わず楽しい夏をエンジョイしてしまった。


    「井波たちは場所を教えないでくれ」


    　師匠が、できれば最初に言っておいて欲しい注意をしてくれた。


    「ごめんエビマヨ君。ついつい楽しそうで」


    「すいませんエビマヨ先輩。スイカ割り大会なのかと思って」


    　まあその気持ちもわからないでもない。俺もちょっと楽しんでたし。


    「よし、今度こそ」


    　再びスイカから距離を取り、目隠しをつけくるくると回転し、棒を構える。


    　今度は誰だれも声を掛けてこないようだ。


    　俺は呼吸を整え、意識を集中する。


    　よし。


    　どこだ。


    　スイカはどこにある。


    　気け配はいだ。


    　スイカの気配を感じ取れ。


    　あれ。


    　ちょっと待て。


    　スイカの気配って何だ。


    　何かおかしいな。


    　よく考えたら死角をスイカに見立てるのって無理があるような気がしてきたぞ。


    　そもそも空気を読むって行為は、死角が発する何かを感じることによって居場所を特定することのはずだ。


    　そうなると、スイカが何かを発していないと俺はその場所を特定できないし、そんなもん発しているとも思えない。


    　更にそれを感じ取ったところで、空気を読むこととは別物であり、ただスイカの場所がわかるスイカ大好きっ子になれるだけだ。


    「ちょっとタイム！　ターイム！」


    　俺は叫びながら目隠しを外はずす。


    　変な方向を向いていることに少し驚きながらも、スイカの後ろに立つ師匠の下もとへ慌あわてて駆け寄る。


    「まさか目隠しを外してスイカ割りをやるとはなかなか斬ざん新しんな奴やつだな。その発想はなかった」


    「いえそういうつもりではなくてですね、えーと……これ無理だと思うんですけど」


    「何……？」


    「スイカの場所を探り当てられる気がしませんよ。俺にスイカセンサーが搭とう載さいされてるわけじゃないですから」


    　師匠は無言でちらりと井波たちのほうに視線を向ける。


    「井波、見せてやれ」


    「はーい！」


    　どういうつもりか師匠は井波をこちらへ呼び出した。


    　見せてやれとはどういうことなのだろうか。


    　もしかして下着的なものでも見せてくれるのだろうか。


    「じゃあエビマヨ君、よく見ててねー」


    「え？」


    　井波はぱぱっと俺から棒と目隠しを奪い取り、さっきまで俺がいた辺あたりまで駆け出す。


    　これはつまり井波が手本を見せるってことか。


    　思ったとおり、井波は目隠しをつけ、くるくると回転しだした。


    「おっとと……」


    　さすがに井波でも目を回すようで、足あし下もとふらふらになっている。まあ俺なんかとは比べものにならない速度で回転してたから無理もないか。


    「よく見ていろよ。こっちへ来るからな」


    「あ、はい……」


    　俺はとりあえず師匠とスイカから離れることにする。


    　しかし本当に井波はスイカを割ることができるのだろうか。運動神経や空気を読むこととは別問題だと思うのだが、まさかイカサマ的なことをやるとは考えにくい。そんなつまらない真ま似ねをしなくても、あっさりやってしまうような奴やつだ。


    「んーと……」


    　井波はぴたりと立ち止まったまま、何かを考え込むようにしている。というかもう目が回った状態から回復したのか。


    「……ええ？　エビマヨ君って今どうなってんの？　死んじゃった？」


    　いつの間にか井波の中で俺は死んだらしい。


    　などと考えていると。


    「え……！」


    　突とつ如じよ猛ダッシュする井波。


    　ぐんぐんとスイカに向かって一直線。


    　なぜ。


    　どうして。


    　どうなっている。


    　スイカの場所がわかっているとしか思えない。


    「っと。この辺かな？」


    　ききっとスイカの真ん前で急停止し、棒を振り上げる。


    「たっ！」


    　ばこんと良い響き。


    「おおやった！　わーいわーい！」


    　井波は目隠しを外はずし、大はしゃぎで飛び跳ねる。


    「さっすが井波先輩！　すごいですね！」


    「やるもんだな」


    　藤村兄きよう妹だいはぱちぱちと拍手している。


    「……」


    　俺は割れたスイカを呆ぼう然ぜんと見つめる。


    　信じられん。


    　まさか本当に割ってしまうとは。


    「どうだ？　わかったか？」


    　いつの間にか俺の傍かたわらに立っている師匠の声にふと我に返る。


    「……あ、いや、その……ひょっとしてスイカって実は死角なんですか？　もしくは井波にスイカセンサーが備そなわっているとか……」


    「アホかお前は。まだわからないのか」


    「へ？」


    「井波はスイカを探り当てたのではない。私を探り当てたのだ」


    「あ……！」


    　そういえば師匠はスイカ割りをしている最中、ずっとスイカのすぐ後ろに突っ立っていた。


    「見る目がある人は他ほかの見る目がある人特有の気け配はいを感じ取ることができる。井波は私の気配を探り当て、結果スイカにたどり着いたんだ」


    「なるほど……そうだったんですか」


    　井波がたたーっと割れたスイカの破片を持って駆け寄ってきた。


    「どうどう？　エビマヨ君ちゃんと見てた？」


    「あ、ああ……ところで一つ聞きたいことがあるんだが」


    「ん？　何？」


    「井波がスイカを割る前に、俺が死んだとか言ってたけど、あれは何だったんだ？」


    「あーあれね。いやいやエビマヨ君てホント面白いくらい見る目がある人の気配がないんだよねー。目隠しして集中しても全然わかんないから、てっきり死んじゃったのかと思ったよ」


    「へえ……」


    　俺にはよくわからないが、そういうものなのか。


    「はい、これどーぞ」


    　井波はスイカの破片を俺らに手渡し、今度は藤村たちのほうへ走っていった。


    　あれ。


    　待てよ。


    　ということは。


    「師匠、もしかして井波は……」


    「ようやく気付いたか」


    　師匠はスイカをしゃくしゃく食べながら井波に視線を向ける。


    「井波はこの場にいる、見る目がある人全員の気け配はいを読み取っていた。私やお前だけではなく、あそこにいる二人もだ。その気配に個人差はあるが、複数ある気配の中、その大きさ、方向から誰だれの気配なのかを割り出し、同時に距離も見極めた」


    　以前、死角が近い距離で複数いた場合、お互いの空気が干かん渉しようし、空気を読んでも距離や方向を判断することがほぼ不可能だったことがあった。


    　となると。


    「……それって死角が複数いるときくらい難しいんですか？」


    「見る目がある人特有の気配も、死角ほどではないが似にたような性質を持っている。お互いが近い距離にいればその判別も容易ではない。だが井波はそれを一瞬でやり遂とげたんだ。まあ井波は私たちの気配を熟知しているからできたってこともあるがな」


    「それ程ほどまでに井波は……」


    　高等技術をやってみせたのか。


    　そういえば井波たちが現れる前に、師匠が「難易度が上がる」とか呟つぶやいていた気がする。あれはこの状況のことを言ってたのか。


    　なんてことだ。


    　井波は身体能力だけではなく、見る目がある人としての能力も高かったとは。


    「井波と同じようにやれとは言わん。少なくともこの場の誰かの気配を察することができるようになれ。空気を読むよりは簡単なはずだ」


    　師匠は目隠しを俺に差し出す。


    「……俺にできるんでしょうか？」


    「できるかどうかではない。やるかどうかだ」


    「……わかりました」


    　俺は少し躊躇ためらいつつも、師匠から目隠しを受け取る。


    「ところでスイカ割れちゃいましたけど、まだあるんですか？」


    「後は四分の一に切ってあるスイカが用意してある」


    「何で？　何で叩たたいたら飛び散っちゃいそうなの用意したんですか？」


    「バカ者！　スイカに頼るから我々の気配が読めないんだ！　スイカなしで気配を探れ！」


    　だったら最初からスイカいらないじゃんと思ったが、とはいえ目隠ししてうろうろするだけってのは端はたから見たら怪しいか。


    　とりあえず俺は師匠から距離を取り、目隠しをつけ一応くるくると回転する。


    　足あし下もとふらふらになりながら、今度はスイカではなく人の気け配はいに意識を集中する。


    「……」


    　さっぱりだ。


    　まったく何も感じない。


    　まさかもうみんなで喫茶店とか行って楽しく談笑してるとか。


    　いやさすがにそこまで酷ひどくないか。


    「どうした？　早く始めろ」


    「は、はい！」


    　師匠の声で何となくの方向がわかってしまった。ひょっとしたらヒントのつもりなのかもしれない。


    　とにかくこのままじっとしているわけにもいかないので、声の聞こえた方向へ歩き出してみる。


    　当然のことながら何も見えないので、両手で前方を探り探りしながらゆっくりと歩を進める。


    「むうう……」


    　はっきり言って怖い。


    　歩く先に何があるかわからない。


    　真ん前にとっても鋭いトゲトゲがあったらどうしようとか、みんなで落とし穴掘ってたらどうしようとか、その落とし穴の中に鋭いトゲトゲがあったらもう最悪じゃないかとか考えてしまう。


    「……ええい！」


    　こうなりゃ自や棄けだ。


    　どうせ何もわからん。


    　ずんずん進んでしまおう。


    　ずんずんと。


    　ずんずん。


    　むにゅ。


    　あら。


    　なんだろう。


    　非常に柔らかい何かが俺の手に収まっている。いや正確には収まりきらず若じやつ干かん持て余し気味のようだ。だがこの触り心地はまさに奇跡。これがもしドアノブだったらずーっとがちゃがちゃやって、いつまで経たっても扉を開かないだろう。


    　しかしこの脳のう髄ずいとろけるくらいの柔らかさと触り心地は尋じん常じようではない。あまりに魅力的すぎると本能がびしびし訴える。


    　となるとだ。


    　考えられる答えは一つ。


    　あれか。


    　例のあれか。


    　おっぱい鷲わし摑づかみってやつか。


    　やっちまった。


    　やっちまったな。


    　いやだってそれしかないなあとか触ったときすでにそう思ってたんだけどでも普通そんなことあるかいやないだろだってさあ誰だれだって余裕で避よけられるでしょなのに何で突っ立ったままなんだよこの場合目隠しした怪しい男がゾンビみたいに手を突き出して向かってきたら避けちゃ駄目なルールなんてないからねというか何で俺も適当に歩いたのにちょうどピンポイント狙ねらい撃ちしちゃうんだよこれはいったい誰のせいなのかねえまったく誰が悪いっていうのかなあああああああああああ。
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    　いや落ち着け。


    　冷静になるんだ。


    　俺はただのスケベではない。


    　ムッツリスケベだ。


    　ここでひゃっほうと喜ぶわけにはいかない。考えろ。誤ご魔ま化かせ。何とかしてこの場を乗り切るんだ。


    　まずはこの人物の特定だ。


    　サイズから考えよう。


    　はい迷うことなく一人消えた。


    　となると二択か。


    　後は自分の感覚を信じるしかない。


    　やるぞ。


    　俺のすべてをこの手に集める。


    　解放せよと大地が唸うなる。


    　これで終わりだ。


    　いけえええええ。


    「藤村だ！」


    　そう叫びながら目隠しを勢いよく外はずす。


    「……」


    　目の前では予想どおり藤村が口をぱくぱくとさせ、目が点になっていた。


    　よし当たりだ。


    　ここからが大事。


    「やった！　藤村までたどり着けたぞ！　よし！　やれる！　俺にもやれるぞ！」


    　ど派手なオーバーリアクションで歓喜する俺。


    「エ、エ、エビマヨ先輩……あ、あの今……？　え……あれ……？」


    「よっしゃあ！　次は師匠だ！　師匠のところにたどり着いてやる！」


    「エビマヨ君今さあ、のりりんの……」


    「さーてがんばるぞ！　とんでもないくらいがんばるぞ！　三日間寝込むくらいがんばるぞ！」


    　強引ごり押し以外の何物でもなかったが、気にせず目隠しをして再開してしまう。


    「……ふぅ……」


    　とりあえず深呼吸。


    　ああ危なかった。たぶん藤村は誤ご魔ま化かせただろ。相当考えまくっていたけど、触ってたのは一瞬だったからな。若じやつ干かん井波には疑われたようだが、まあギリギリ何とかなったっぽい。少佐は相変わらず師匠に釘くぎ付づけだったようで助かった。師匠にはばれてたかもしれないが、何も言ってこなかったのでよしとしよう。


    　それにしても、もうこういうハプニングは勘かん弁べんして欲しい。


    　そりゃ当然触りたいんだけどさあ。


    　うんざりするほど揉もみしだきたいんだけどさあ。


    「……いかんいかん。真ま面じ目めにやらねば」


    　ひとまず煩ぼん悩のうを捨て、再び人の気け配はいに意識を集中する。


    　まあ当然煩悩を捨てようが何しようが師匠の居い所どころなんてわからないのだが、とにかく歩き回るしかない。


    　今度はさっきよりもゆっくり歩くことにしよう。


    　ずんずんと勢いつけたのがよくなかったんだな。


    　ゆっくり行こう。


    　ゆっくりゆっくり。


    　むにゅ。


    　うそん。


    　さすがにわかるよ。


    　またやっちゃった。


    　また鷲わし摑づかんじゃったよ。


    　だから何で動かないのさ。


    　何で俺同じミスやらかすのさ。


    　いやもう一回。


    　もう一回チャレンジだ。


    　もしかしたら誤ご魔ま化かせるかもしれない。


    　まずは人物の特定だ。


    　この豊満なサイズ。


    　はい迷わず一名消えた。


    　更にさっきと微妙に違う触り心地。


    　つまり師匠しか残ってない。


    　ああもう最悪だ。


    　だがやるしかない。


    　当たって砕けろだ。


    　いけええええええ。


    「師匠だ！」


    　そう叫びながら、目隠しを勢いよく外はずす。


    「……」


    　目の前には予想どおり師匠がじっとりと冷たい視線を俺に浴びせていた。


    「や、やった！　師匠までたどり着けたぞ！　よし！　俺にもできた！　い、いえーい！」


    　若じやつ干かん怯ひるみながらも無理矢理テンションを上げる。


    「貴様はあれか？　おっぱいセンサーでも備そなわっているのか？」


    「なるほど、だから井波のところへたどり着かなかったんですねーってしまった！　謀はかられた！」


    　何だかものすごいオーラのようなものを師匠から感じる。これなら目隠ししても本当に気け配はいが感じ取れそうだ。


    「エビマヨ君……！」


    　さらにずごごごごと音が聞こえそうなくらい怒りのオーラを後方から感じる。


    　間違いない。


    　この気配は井波。


    　読める。


    　俺にも気配が読めるぞ。


    「えーと……誤解なんです。自分でも驚くほどたまたまの偶然でして……いや本当にすいませんでした……」


    　やっとこれを使うときが来たかと言わんばかりに笑え顔がおでスタンガンを取り出す井波に、俺は何で未いまだにそんなの持ってるのと突っ込むことすらできなかった。


    



    　こうしてわけのわからん修行は続いた。


    　その内容は相変わらず死角と関係あるのか不明なものばかりで、熱あつ々あつおでんを食べるリアクションの駄だ目め出しをされたり、師匠が犬を小こ脇わきに抱かかえていたかと思えばただ捕まえたかっただけだったり、道行く人を指してあいつに何かあだ名をつけてみろとか言いだしたり、スクイズしろのサインを教わったり、猫を小脇に抱えていたかと思えばただ捕まえたかっただけだったり、ピザがウリの店でパスタを注文したりと、結局のところ何をどうしたいのかさっぱりであった。


    「本日は最後の修行となる」


    　そんなある日、師匠がとうとうこの日がやってきたか、といった感じで言い放った。


    「あのー師匠、俺まだ全然空気を読める気がしないんですけど……」


    「修行でエビマヨが空気を読めるようになるのは無理だ」


    「最後の日に衝撃的なことを言われてしまった……」


    　だったら初日に言ってくれよもう。


    「お前の見る目がある人としての能力を測るための修行でもあったからな」


    「はあ……」


    　その結果、修行によって空気を読めるようになるのは不可能だってことがわかっただけか。残念だけど仕方ないか。


    「空気を読むことはともかくとして、私は一つ思ったことがある。お前には危機感が足りない」


    「危機感？」


    「お前はいきなり死角に攻撃されてもおかしくない。なのにまったく警戒心がない。危険だという自覚症状がない」


    「う……た、確かにそうですね」


    　別にそこら中に死角がうじゃうじゃいるわけでもないし、加えて俺は見る目がある人にしては狙ねらわれにくいので、どうしても気が緩ゆるんでしまう。


    「どんなときでも死角の存在を意識しておく。それだけでも危険度が違ってくるだろう。空気の読めないお前に必要なことだ」


    「なるほど……」


    「そろそろ私は仕事を再開する必要がある。それに今日はいろいろと都合も良いので最後の修行となるわけだ。そこで待っていろ」


    　師匠はすたすたと土手を越え、どこかへ行ってしまった。


    　俺はひとまず土手の坂のところに腰を下ろすことにする。


    　修行で空気が読めるようになれないのは残念だが、もともと絶対読めるようになるという話ではなかったので仕方のないことだろう。俺にはよく分からなかったが、この修行で空気が読めるようになるかどうか、いろいろと試していたのかもしれない。


    　それにしてもなかなか師匠が戻ってこない。


    　天気も良いし、心地よい風も吹いていて、何だか少し眠くなってきた。周囲に人の姿も大して見あたらず、まさに休憩しろと言わんばかりの状況だ。


    　そういやさっき今日は都合が良いって言ってたけど、何の都合が良いんだろうか。


    「……おい、起きろ」


    「ん……んん……？」


    　いつの間にかうとうとしていたようだ。


    「本当に危機感のないやつだな。修行を始めるぞ」


    「あ、はい。すいません」


    　慌あわてて立ち上がる。


    「ほら、受け取れ」


    「へ……？」


    　いきなり渡されたのは、ちっさい子がよく笑いながら振り回しているあの一いつ升しよう瓶びんであった。そういえば井波は師匠から一いつ升しよう瓶びんを貰もらったとか前に言ってた気がする。


    　だが何でこのタイミングで俺にもくれるのだろうか。


    「一升瓶職人の業わざ物ものだ。良い出来だろ」


    「俺には普通の一升瓶にしか見えないです……」


    「それを持ってあの辺あたりまで移動しろ」


    「はあ……」


    　師匠は少し先のあまり草の生えていない辺りを指す。特に何もない場所だと思うのだが、一升瓶の素振りでもさせるつもりなのだろうか。


    　とにかく言われたとおり、そこへ足を運ぶ。師匠は一歩も動かず、どうやら遠くから見守るつもりらしい。


    「では修行を始めるぞ」


    「はい。よろしくお願いします」


    「というかもう始まっている」


    「え？」


    「今エビマヨのすぐ近くに死角がいる」


    「……え？」


    「最後の修行だ。死角を倒せ」


    「……ええ！」


    　どういうことだ。


    　素振りどころか本番じゃないか。


    「い、いやいや師匠、本当に近くに死角がいるんですか？」


    「さっき私がその辺りまで誘い出したんだ」


    「そんなことできるんですか！　さすが師匠だ！　すごい！」


    　などと感心している場合ではない。


    　当然俺には死角がどこにいるのかわからない。周囲に障害物がいっさいないこの平地では隠れることも出来ない。


    　何より問題なのは。


    「……師匠、一つ聞いていいですか？」


    「何だ？　私の肌年齢か？」


    「俺が今条件をすぐに満たせない状態だって知ってます？」


    「ああ。以前井波に聞いた」


    「ええ！　じゃあわかっててやってるんですか！　死ねってことですか！　今すぐ死ねってことですか！」


    「確かに死んだほうがいい」


    「ずばーっと言われてしまった！」


    「よく聞け。死角が近くにいて空気も読めず、条件も満たせないこの危機的状況をその身に刻み、打開してみせろ。そうすれば今後お前は嫌いやでも死角を意識するようになる。これはショック療法だ」


    「ショックで死んじゃいそうなんですけど」


    「安心しろ。お前が絶体絶命のピンチに陥おちいった瞬間、突然得体の知れない能力が目を覚ますはずだ」


    「そんな都合の良いことが起こるんですか？」


    「そういうシーンをテレビで見たことがある」


    「何だよもう！　そんなんばっかだこの師匠！」


    　いや文句を言ってる間に死角に襲われたりしたらシャレにならん。こうなったらやるしかない。落ち着いて考えるんだ。


    　まずこれほど見通しの良い場所なら、死角はすでに俺の姿を認識しているはずだ。


    　つまり死角はいつ俺に襲いかかってきてもおかしくはない。


    　なのに未いまだ襲われず、師匠と話をする余裕すらあった。


    　これってつまり。


    「……師匠、本当に死角はいるんですか？」


    「狂言だと言いたいのか？　そいつは残念な脳みそだな。私がそんなつまらないことをするとでも思っているのか」


    　確かに師匠ならそんなちゃちな噓うそをつくよりも、本当に死角を俺にけしかけるほうがあり得る話だ。


    「じゃあ何で死角は襲ってこないんですか？」


    「簡単だ。お前は空気を読めないからだ」


    　空気を読むと襲われたりするんだっけか。


    　いや。


    　待てよ。


    　そういうことか。


    　空気も読めない、条件も満たせない状態の俺は、見る目がある人の気け配はいがないも同然だ。今のところ死角は俺を見る目がある人だと認識していないから攻撃してこないのか。


    　となると死角は今、俺にこっそりと近づき、ばれないように寿命を奪い取る機会を窺うかがっているのか。


    　そう考えると少し落ち着いてきた。とりあえずいきなりぶっ飛ばされるわけではないようだ。


    　だがいずれ見る目がある人だとばれる可能性がある。それにばれなくても、このままだと寿命を奪われてしまう。何とか攻撃しなくては。


    　しかしどうすればいい。


    　闇やみ雲くもに一いつ升しよう瓶びんを振り回しても当たらないのはすでに学校の屋上で経験済みだ。敵もわざわざ自みずから当たりに来るほどアホではないらしい。


    　何か攻撃するチャンスはないだろうか。どんなときなら攻撃が当たるのだろうかって、そりゃあ当然居場所がわかりゃ当てられる。何とかして死角の位置を調べる方法はないだろうか。死角はどこに行くつもりなのだろうか。


    　どこってそりゃあ。


    「師匠！　死角に寿命を奪われる瞬間って何か感じるんですか！」


    　当然俺のすぐ近くに来るはずだ。


    　確か死角は、寿命を奪っている間、いわゆる食事中は無抵抗だったはず。


    　寿命を奪われても、倒せば戻るんだから、一度、奪わせてそのときを狙ねらえばいい。


    　この作戦なら倒せるぞ。


    「いや、いっさい何も感じない。気付かれずに奪い取るんだからそんなの当たり前だろアホマヨ」


    　師匠の冷たい声が脳のう髄ずいに響き渡る。


    　そっか何も感じないのか。


    　良い作戦だと思ったんだけどなあ。


    　あれ。


    　待てよ。


    　じわりと嫌いやな汗が出る。


    　まさか。


    　今、まさに寿命を奪い取られているのでは。


    「……！」


    　一升瓶を振り上げようとしたが、すんでの所で踏み留とどまる。


    　落ち着け落ち着け。


    　迂う闊かつに派手な動きをするわけにはいかん。


    　見る目がある人だとばれたら終わりだ。


    「よく我慢したな。今のところお前のすぐ近くに死角はいないぞ。まだ様子を窺うかがっているようだな」


    　何か微妙に失笑混じりに言ってくれる。おそらく師匠から見たら、俺は相当狼狽うろたえていたに違いない。


    　とにかくまだばれていないのか。


    　それにすぐ近くにはいないらしい。


    　だがどうする。


    　攻撃する方法が何も思いつかない。


    　くそ。


    　何てことだ。


    　結局空気も読めない、条件も満たせない俺なんかただの役立たずじゃないか。


    「これまでやってきた修行を思い出せ」


    「師匠……！」


    　凛りんとした声で言い放つ師匠を見やる。


    　そうだ。


    　俺はこれまで師匠の修行を乗り越えてきた。


    　今こそ修行の成果を発揮するときだ。


    「……」


    　目をつぶり、心を静める。


    　全神経を集中しろ。


    　気け配はいを感じ取れ。


    　自分を信じろ。


    　自分の感覚を信じるんだ。


    　わかる。


    　わかるぞ。


    　俺にはわかる。


    「そこだ！」


    　かっと目を見開き、一いつ升しよう瓶びんを思いっきりぶん投げる。


    「ふっ……」


    　そのままぽーんとどっかに飛んでころころ転がっていった。


    「師匠！　助けて！　一升瓶当たんなかった！　やばい！　どうしよう武器ない！　困った！　ヘルプ！」


    「お前アホだろ」


    「投げて命中したらかっこいいかなあと思いまして」


    「ふぅ……救いようがないな」


    　呆あきれ顔で師匠は助けてくれるのかと思いきや、踵きびすを返し土手をすたすた上がってどこかへ行ってしまう。


    「ちょ、ちょっと師匠！　見捨てないで！　弟で子しが苦しんでいます！　苦しんでいますし悲しんでいます！　非常に嘆なげいています！　こうなったら逆に喜んでいます！　いいんですか！　狂喜乱舞しちゃいますよ！　ものすごい笑え顔がおでひゃっほうとか言っちゃいますよ！」


    　悲痛な声も届かぬようで、無情にも師匠はその場を立ち去ってしまった。


    「……ひゃっほう……」


    　どうしよう。いざとなれば師匠が助けてくれると思っていたのに。


    　そうか。


    　俺は心のどこかで師匠に頼っていたんだ。どれだけピンチになっても、師匠がいれば大丈夫だろうと高を括くくっていたんだ。


    　だが甘かった。師匠は助けるつもりなんかなかったんだ。俺が死角にぼこぼこにされた挙あげ句く、寿命を奪い取られてもやむを得ない、というつもりだったんだ。


    　くそう。


    　俺はバカだ。


    　何てバカ野郎なんだ。


    　頼ってばかり。人に頼ってばかりだ。条件だってそう。今の長い条件をクリアするのも人に頼ってばかりじゃないか。情けない。何をやっているんだ俺は。何でも頼ってどうする。どんなときでも俺の周りに人がいるわけじゃないってのに。


    　しっかりしろ俺。


    　今のこの状況はたとえ修行でなくても、いつか必ず起こったことだ。十分想定できた事態だ。この場を乗り越えられないなら、俺は一生死角におびえて暮らすようになってしまう。何とかしなければ。


    　だがどうすればいいかわからない。


    　俺はあまりにも無力すぎる。


    　空気もまったく読めない。


    　条件も満たせない。


    　武器もない。


    　何もない。


    　無だ。


    　無。


    　そうだ。


    　無になれ。


    　完全なる無。


    　何もない存在。


    　俺は空気を読めない。


    　だが空気になってやる。


    　俺は完全に空気になれる男だ。


    「でもこれじゃ結局寿命奪われちゃうよねー！」


    　詰つんだ。


    　これ詰つんだよこれ。


    「なんだ、思っていたよりしぶとい奴やつだな」


    　どこからか。


    　声が聞こえた。


    「し、師匠……！　師匠！」


    「待たせたな！」


    　土手を見上げると、師匠が魔法少女の格かつ好こうをして現れた。


    「何て格好してんだ師匠！　年を考えろ！」


    「よし！　死角共々お前も撲殺してやる！」


    「すいませんつい本音を口走ってしまいました」


    　師匠は手に持つ魔法ステッキを天高く掲かかげる。


    「変身！」


    「いやもうその姿は変身しているでしょ」


    　という俺のツッコミにも耳を貸さず、師匠はひたすら魔法少女の変身シーンの如ごとく、くるくると回って踊りだした。


    　やがてびしっと決めのポーズを取り、ステッキをこちらに向ける。


    「この世に死角がいる限り！　すべてボコボコフルボッコ！　びっくりするほどお酒が大好き！　その名も……」


    「師匠！　そういうのいらないですから！　早く！　早く倒して！」


    「そうか？　今良いところなんだが」


    「すいませんそこはカットでお願いします」


    　ものすごい声高らかに宣言されても見ているこっちが恥ずかしい。


    「チッ……仕方ないな。ではそろそろやるか」


    　師匠はやや不満げながらもポーズを取るのをやめ、魔法ステッキをぽんとどこかに放り投げた。


    「ええ？　それ捨てるんですか？」


    「ステッキは変身用だ」


    　代わりにどこからか一いつ升しよう瓶びんを二本取り出し、両手に持って構える。


    「に、二刀流！」


    「いくぞ！」


    　ふわりと空高く飛び跳はね、何の意味があるのかくるりと宙返りを決め、着地と同時にこちらへどんと突っ込んでくる。


    「速はやっ！」


    　弾丸のように突進する魔法少女。


    　いや少女じゃなかった。


    「エビマヨ！　お前の右脇わき腹ばらをぶん殴なぐる！」


    「ええ！　な、何で！」


    　思わず脇をガードしてしまう。


    「がはあ！」


    　強烈な衝撃。


    　体が吹っ飛ぶ。


    　いてえ。


    　何だいきなり。


    　まさか本当に殴るとは。


    　いや違う。


    　そんなわけがない。


    　師匠と俺にはまだ距離がある。


    　今のは。


    「死角の攻撃か……！」


    　背せ筋すじがぞっとする。


    　危なかった。


    　師匠が声を掛けてくれなかったらまともに食らっていた。


    　ガードしてこれかよ。


    　マジか。


    　死ぬだろ。


    「や、やばい！」


    　どうする。


    　ばれた。


    　死角にばれた。


    　避よけろ。


    　避けなきゃ。


    　でもどこに。


    　どうやって。


    「し、師匠！　早く……！」


    「任まかせろ」


    　師匠が跳ぶ。


    　飛ぶ。


    　飛び跳はねる。


    「な……！」


    　宙を舞う。


    　高い。


    　高すぎる。


    「邪魔だ！　どけ！」


    「おわあ！」


    　慌あわてて後ずさる。


    　避よける前の地点に着地。


    　って踏みつぶすつもりかよ。


    「し……！」


    「すぐ終わる」


    　ふわりと舞う。


    　スローモーション。


    　それも束つかの間ま。


    　高速で体を捻ひねり旋せん回かい。


    「ふっ！」


    　異常なスピード。


    　華か麗れいなる円を描く脚部。


    　後ろ回し蹴げりが空間を切り裂さく。
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    「せやあ！」


    　がごんと鈍い金属音。


    　続けてがらんがらんと鉄の塊かたまりの転がる音が響く。


    　師匠はすたすたと音のしたほうへ歩き出す。


    「……」


    　何だ今の。


    　凄すさまじい身体能力。死角を一撃でぶっ壊した。何なんだこの人は。俺とは次元が違う。


    「おらあ死ねボケ！」


    　まだがんがん蹴っ飛ばしてるし。


    　明らかにオーバーキルだよ。


    　あの人怖い。


    　師匠は二本持っている一いつ升しよう瓶びんをくるくる巧たくみに回し、びしっとポーズを決める。


    「血ち反へ吐どを吐いても許さない！　靴を舐なめても許さない！　死角消去、完了！」


    　決め台詞ぜりふも怖い。


    　本当に何なんだこの人。


    　師匠は疲れた様子をまったく見せず、てくてくとこちらへやってきた。


    「……師匠……聞きたいことがあるんですが」


    「どうした？」


    「何で……何で一升瓶使わないんですか！　わざわざ二本も持ってるのに！」


    「この格かつ好こうの元ネタが二本持っているんだから仕方ないだろ」


    　元ネタって何だよ知らないよ。


    　いやそんなことはどうでもいいや。


    「えーと……助けて頂きありがとうございました師匠」


    「気にするな。最初からそのつもりだ」


    　それは本当なのか疑わしいような。


    　もう少しで死角にやられてもおかしくなかったってのに。


    「あれ？　そういえば師匠っていつの間に死角が見えていたんですか？　というか師匠の条件って何ですか？」


    「私の姿を一ひと目め見ればすぐにわかるだろ」


    「年齢を気にせず、弾はじけた格好をするのが条件ですか？」


    「お前はあれか？　そんなにたくさん血反吐を吐きたいのか？」


    　やばい殺意的な波動を感じる。


    「本当にすいませんでした。できれば吐きたくないです」


    「私の条件は魔法少女の格好をして、変身のダンスを踊ることだ」


    「そりゃあいろいろとしんどい条件ですね……」


    「大して激しい運動ではない」


    　そういう問題ではないんだけど、まあいいか。以前藤村が着ていたようなふりふり乙おと女めチックなデザインではないからぎりセーフだろ。いやセーフって何だよ。


    「はぁ……それにしても今日の修行は疲れました。というか確実に修行の域を超えてましたよ」


    「お前もこれで危機感を持つようになっただろ」


    「それはそうなんですけどね」


    　とにかくこれで修行は終わりか。


    　まさか死角と戦う羽は目めになるとは思ってもみなかったが、なかなか普段できない経験をしたと思う。


    「お前にとって、この修行をやる意味はあったか？」


    　師匠はきりっとした表情で尋たずねた。服装は可愛かわいらしいけど。


    「そうですね……死角を倒すための修行というより、死角や見る目がある人について考えさせられるような修行でした。俺にとって意味があったと思います。まあ、空気が読めるようになったらよかったんですけどね」


    「ふ……そうか」


    　本当はわけのわからん修行だったとも言いたかったが、師匠の満足そうな顔を見ていたらそんなことどうでもよくなってきた。


    「そういえば修行の初日に、師匠が俺に何か問題あるか調査するとか言ってましたけど、結局何かありましたか？」


    「ああ、そういや調査の結果が出てたな。安心しろ。今のところは問題ないようだ」


    「そうなんですか。よかった」


    　でも今のところってのがちょっと不安な気がする。


    「……ところで師匠は仕事のほうは大丈夫なんですか？」


    「ああ。そろそろ取り掛かれば問題ない」


    「どんな内容なんですか？」


    「私が前にいたあの神社で、たがが外はずれてな。井波から聞いてないのか？」


    「少しだけ聞きましたけど、詳しくは何とも」


    「今はもう完全に停止しているから問題はない。ごみを処理した後に調査し、そのまま修復できれば良いんだが、もし流出量が多いなら巻き戻す必要があるな」


    「そ、そうなんですか……」


    　いやまあ、たぶん聞いても意味がわからないだろうなと思っていたが。


    「どうした？　仕事の内容が気になるのか？」


    「あ、いや……というか、師匠って何やってる人なんですか？」


    「構築だ」


    「やっぱり忙しいんですか？」


    「そのときによるな。忙しいときは忙しい」


    「……」


    「安心しろ。今はそれほどでもない」


    　ならば一応聞いてみるか。


    「あの……修行を延長するのは無理ですか？」


    「む……？」


    　師匠は少し考え込む。


    「い、いえ！　やっぱりいいです。もう少しいろいろと話を聞きたいだけでして」


    「死角が何なのか、見る目がある人とは何なのか、気になるのか？」


    「……」


    　師匠はゆっくりと歩を進め、俺に背を向ける。


    「お前はやはり変わっているな」


    「え？　何でですか？」


    「普通そんなことを気にする奴やつはいない」


    「そ、そうなんですか？」


    　普通に考えたら気になると思うんだけど。


    「お前の他ほかにそんなことを気にしている奴はいるのか？」


    「そう言われると確かに……」


    　藤村兄きよう妹だいが気にしている様子はない。


    　でも何でだろう。


    「私から教えられることはない。あるとすれば、見る目がある人がなぜこのような能力なのかということぐらいだな」


    「はあ……」


    「例えば見る目がある人が、人じん知ちを超えた能力を発揮できたとしよう。手のひらから炎が出てきたり、瞬間移動ができたり、風を操あやつったり、空を飛んだり、ゴムのように伸びたりなどなど。どうだ？　見る目がある人に、そういう特殊な能力が備そなわっていたほうがよかったか？」


    「……死角を倒しやすくなるなら、そのほうがいいかもしれませんけど……」


    　あまりに人間離れした能力を得ても、それはそれで日常生活に支障が出るような気もする。まあ死角と戦う時点で、すでに支障が出ているのだが。


    「だが残念ながら、見る目がある人にはそのような能力はない。見えない存在が見えるようになる、感じ取れるようになるだけだ。それ以外には一般人と何も変わりはない。更に言うと常に見えているわけでもなく、毎回条件を満たす必要がある。その条件は人によって違うが、見えるという能力そのものは皆一緒で変わらない。特殊な能力と言うには極きわめて限定的だ」


    「何ていうか……随ずい分ぶんまどろっこしいですね。圧倒的な力を得て、一気に死角を退治できたらいいのに」


    「いいか覚えておけ。世界にはバランスというものがある。もし見る目がある人がバランスを崩くずすほどの能力を発揮したら、同時にどこかで何らかの歪ゆがみが発生する。もしかしたらそれが原因で死角が生まれるかもしれない。死角を消すために死角を発生させてしまう。これでは本ほん末まつ転てん倒とうだ。だから見る目がある人の能力が、それ程大きな影響を与えないものになっている」


    「……いったい死角って何なんですか？」


    　遠くを見つめているであろう師匠の背中に向かって尋たずねてみる。


    「間違った動作をする存在だ」


    「はあ……」


    　確かにいろいろ間違ってるとは思うけど。


    「正常に作られたものならあんな動作はしない。ああいうのが作られるのも避けられないんだがな」


    「……まるで師匠が死角を作ったみたいな言い方ですね」


    「ああ、そうだ」


    「……は？」


    　師匠はゆっくりと振り返る。


    「私たちが死角を作り出したようなものだからな」


    「…………え？」


    　どういうことだ。


    　師匠たちが死角を作り出しただと。


    　何で。


    「い、いやでもさっき師匠は死角を壊しましたよね？　自みずから作って壊してって意味わかんないんですけど」


    「最初から死角を作るつもりで作ったわけではない。正常に動作する予定で作られたはずなのに、どこか間違えておかしな動作をしている。だから私や井波は死角を壊しているわけだ」


    　そういえば前に井波も言っていた。


    　死角は想定外の存在だと。


    「あの……井波も死角を作ったんですか？」


    「井波はちょっと違う。あいつは管理人だからな」


    「管理人？」


    　いったい何を管理しているんだろうか。


    「まあ後は井波から聞け。その辺のことはすべて井波に任せている」


    「……井波は俺に話してくれるんでしょうか？」


    「それはわからん。あいつは気まぐれだからな。とりあえず聞いてみたら話したりするんじゃないか」


    「随ずい分ぶんと適当ですね……」


    　師匠はここで一区切りをするように息をつき、きりりと表情を引き締しめる。


    「では、本日をもって修行を終了とする！」


    「あ、ありがとうございました！」


    　慌あわててびしっと姿勢を正す。


    「エビマヨ」


    「は、はい？　何ですか？」


    「次は死角に勝てよ」


    「あ……はい！」


    　師匠はふふっと笑い、立ち去っていった。
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    　ものすごいパワーアップして、ビームとか出せるようになって帰ってくればいろいろと格かつ好こうがつくのだが、そもそも数日間修行をした程度で死角をばんばん倒せるくらい強くなっていたら、それはそれでおかしな話だ。


    　修行を終えてからもまたいつものように部室に向かい、いつものように部活が始まっただけで特に生活に大きな変化はない。部員たちと一緒に俺の長い条件を満たす作業が再開されたくらいだ。


    　また以前と同じようにかと思いきや、間に修行を挟はさんだから、これからは猛スピードでやっていこうと井い波なみの無茶発言が飛び出した。


    　そのため一日にいくつもの条件を、鞄かばんに荷物をぎゅうぎゅう詰つめ込むように強引にこなしていくことになった。条件をきちんとこなしたのかあやふやでもお構いなしだったり、最初に決めた交代制を無視して、部員全員で俺の条件を手伝うこともあった。


    　何だかもうぐだぐだだなあと思いつつも、かなり速いペースでいくつもの条件をクリアすることはできた。残っている条件もあと僅わずかになり、夏休みまでにはこの長かった条件をすべて満たし終えることができそうである。


    　だがそんなことはどうでもよかった。


    　修行を終えて生活に大きな変化はなかったのだが、俺の心境には大きな変化があったのだ。


    　俺は条件を満たしている最中もどこか心ここにあらずといった調子で、ぼーっとしっぱなしだった。


    　少し前に回転寿ず司しでマグロを腹一杯になるまで食べるという条件をこなしたときなんか、何度もマグロの皿を取り逃のがしたり、間違えてプリンとか取ってしまったり、直接注文したらサビ抜きが来たりして、お前は小学生かと少しよう佐さにぶち切れられてしまった。


    　とにかく俺はあの修行以来、師し匠しようや井波が何者なのか気になって仕方がなかったのだ。


    　師匠は自分たちが死角を生み出したと言っていた。だがそれは想定外の存在らしい。何かを作ったつもりが、副産物として死角も作ってしまったということだろう。井波は死角を作ったわけではないようだが、師匠が言うには管理人だそうだ。


    　いったい師匠は何を作るつもりだったのだろうか。井波は何を管理しているのだろうか。わけのわからないことが増えただけだ。


    　この長い条件を満たしている間、そんなことばかり考え込んでしまい、まったく集中できなかったというわけだ。


    　井波から直接話を聞こうと思い、その機会を何度か窺うかがったのだが、これが簡単にいきそうでなかなか難しい。真剣な雰囲気になることなんて滅めつ多たにないし、唐とう突とつに話を振るわけにもいかず、どうにも良いタイミングが見当たらない。


    　というか、どんなタイミングで話しかけてもいつの間にか向こうのペースに巻き込まれ、結局わけのわからないまま終わってしまうだろう。


    　何かきっかけがあればと思う。


    　必ず話が聞ける状況になれるようなきっかけがあればいいのだが、当然そんなの都合良くごろごろと転がっているわけがない。


    　それでも必ずどこかにあると信じて、俺はただひたすらそんなきっかけを探し求めていた。


    　そんなこんなでもやもやとした気持ちのまま日々を過ごし、とうとう明日から夏休みに突入する。


    　つまり本日は終業式であり、通常の授業は行われない。夏休みの過ごし方や課題などの話を聞くだけで、普段より早く帰宅できるはずなのだが、こんなときでもオカリナ部は活動するそうだ。


    　まったく無駄に熱心だなと思いつつも、一応今回は活動する理由がある。


    「やー来た！　ついに来たね！」


    　気温はじわりじわりと上昇し、こんな狭い部室に四人も揃そろえばうんざりするほど蒸し暑いっていうのに、井波だけは変わらず元気でハイテンションだった。多分体のどこかにソーラー電池でも仕込んでいるのだろう。


    「ああ、暑くてしょうがない……」


    　ちらりと窓を見るが、これでもすでに全開のようだ。藤ふじ村むらも暑いらしく、手でぱたぱたと自みずからを扇あおいで、はーはー言ってる。少佐は一見平然とした様子で寡か黙もくなサングラス男を気取っているが、ただのやせ我慢らしく、額ひたいから汗がだらだらと垂たれている。


    「それじゃあエビマヨ君、発表してください！」


    　井波はそんなぐったりな様子もお構いなしに、びしぃと俺を指さす。


    「え？　あーうん」


    　俺はズボンから条件の紙を取り出す。


    　箇か条じよう書がきで書かれたいくつもの条件の文頭のほぼすべてに、終了のチェックマークがついている。


    　ただ一つ、最後の箇所を除いて。


    　そう。


    　ついにこの長い条件が最後の一つとなったのだ。今日それを満たせば、なんとかぎりぎり夏休みに間に合ったことになる。


    「えーと……」


    　井波に発表とか言われてしまったので、一応立ち上がる。


    「この長かった条件も、ようやく最後の一つとなりまして、これも皆さんの協力のおかげであり、思えば最初はこんな長い条件いったいどうすればいいのかと悩みに悩みましたが……」


    「エビマヨ君そういうのいらないから。省略省略」


    「えーもう……そんなわけで、最後の条件は『鈍どん器きを人の頭に向かって思いっきり振り下ろす』です」


    　すでに何度か確認しているのだが、なかなか物ぶつ騒そうな条件である。


    「わー！」


    　ぱちぱちと拍手が起こった。


    「いっやーここまで長かったねー。もっと早く終わると思ってたんだけどなあ」


    「そうですね。いろんなことをやりましたけど、やっとこれで終わりなんですね」


    「これで最後か。終わるんだな……何もかもが」


    　みんなどうやらこの長い条件を満たした日々を振り返っているようだ。確かに部員みんなにはいろいろ手伝ってもらい、随ずい分ぶんお世話になった。やっぱり何かお礼とかしたほうが良いかな。


    「そもそもエビマヨ君が途中で修行とかやりだしたから遅れたんだよねえ」


    「そうですね。しかも修行と言いながらスイカ割りとかして遊んでましたよね」


    「ふ……修行をしても進化の欠片かけらも感じない。笑わせる」


    　やっぱり腹立つからお礼とかどうでもいいや。だいたい修行をやれって言ったの井波だろ。スイカ割りは遊びじゃなかっただろ。進化はしてないよちくしょうめ。


    「えーそれじゃあ今日の部活を始めまーす。議題はバーベキューパーティの際に使う、エビマヨ君を縛しばるためのロープの太さはどれくらいにするか……」


    「ちょお！　待ってくれストップ！」


    　話し合いを始めようとする井波を慌あわてて止める。


    「どしたのエビマヨ君そんな必死になって」


    「俺の最後の条件まだだろ。そっち先にやろうよ。というかロープの太さなんか心底どうでもいい」


    「だって最後の条件そんなに難しくないから、もうほとんど満たしたも同然でしょ。適当にそこら辺を歩いている人の頭を鈍どん器きで叩たたき割ればいいんだし」


    「いやそうなんだけど……ってそれはいろいろとまずいだろ。俺は通り魔になりたいわけじゃないぞ」


    「顔を見られなきゃ大丈夫だって。覆ふく面めんマスクとか被かぶれば？」


    「余計怪しいだろうが」


    　犯罪臭がぷんぷんする発想だ。


    「エビマヨ先輩、それなら私たちの誰だれかを叩けばいいんじゃないんですか？」


    　藤村が胸に手を当てながら提案する。


    「それでいいっていうならいいんだけど、じゃあ誰に……」


    　俺はそこで口を閉ざし、部員たちを見回す。


    　井波はにこにことしていた。


    　エビマヨ君が私をぶっ叩くわけがないと言わんばかりの自信に満ちた笑え顔がおだ。


    　藤村もにっこりとしていた。


    　エビマヨ先輩は私を叩くなんてことをするような人じゃないと信じきった笑顔だ。


    　少佐は真っ青になってた。


    「それじゃあ少佐の頭をかち割っちゃおうかな」


    「待て！　バカな！　清きよ菜な！　裏切ったか！」


    　そりゃあこの中の誰かって言われたら当然そうなるよなあ。藤村もなかなか悪い子だ。無む垢くなふりして、わかってて提案したんじゃなかろうか。


    「何だよ往おう生じよう際ぎわの悪い奴やつだな少佐。ちょっとくらい脳のう髄ずいはみ出てもいいだろ。思考回路も少しは正常に戻るかもしれないぞ」


    「く……！　いや待て……そうだ！」


    　はっと何かを思いついた少佐は、急に冷静さを取り戻したらしく、落ち着いた様子でサングラスをエレガントに外はずす。


    「ふ……よく聞きたまえ。この長い条件は、各部員が一人一つずつ交代で手伝う制度だと最初に決めたはずだ」


    「まあそうだな。途中ぐだぐだになったけど」


    「その順番でいうと、今回手伝うのは井波君だ。私ではない」


    　少佐はニヒルな笑いをにやりと浮かべる。こいつも結構悪い奴やつだ。そんなに頭をかち割られたくないのだろうか。いやそりゃそうか。


    　まあ確かに少佐の言ってることは間違っていない。今回は井波が手伝う番である。


    「えー私が叩たたかれるの？　それはちょっと何だかなあ……お！　そうだそうだ良いこと思いついたよ！」


    　井波はテーブルに手を叩きつけながら、勢いよくばーんと立ち上がる。


    「あんまり良いことじゃなさそうだけど、何だ？」


    「あのねー、頭をぶっ叩いても痛くない鈍器を用意すればいいんだよ」


    「そんなのあるのか？」


    「一いつ升しよう瓶びん職人に頼めばすぐに作ってくれるよ。結構頑がん丈じような割りに、叩くと粉々に砕け散ってそんなに痛くないやつ」


    「おお、それ良さそうだな。映画の撮影とかに使うやつみたいなもんか」


    　一升瓶職人の巧たくみな技術はこれまで何度も確認している。おかしなものは作らないだろう。


    「あ、でも今から職人に頼むと完成するのに三日ぐらいかかるかも」


    　どうやら井波としては、夏休みに突入してしまうのが気に入らないらしい。


    「まあ三日ぐらいいいじゃないか。職人に頼んでくれよ。できるだけ安全なほうがいいだろ？」


    「うーん……そうだね。じゃそうしよっか。職人に頼んでおくよ」


    「ああ。三日後に受け取って、それで井波の頭でも叩けば……」


    　いや待てよ。


    「……？　エビマヨ君どしたの？　いきなり黙り込んじゃって」


    　来た。


    　来たぞ。


    　これだ。


    　きっかけだ。


    　きっかけが見つかった。


    　絶好のチャンス。


    　これは利用できる。


    　考えろ。


    　うまく井波を誘い出すんだ。


    　ここしかない。


    　この機を逃のがすわけにはいかない。


    「……なあ井波、ちょっと思ったんだけどさ」


    「ん？　何？」


    「せっかく最後の条件だってのに、頭を叩たたいてはい終わりってのはどうにもつまらないと思わないか？」


    「んーまあそうかもしんないけど、別にそれでもいいんじゃないの？」


    「いやでもさあ、何かこう……達成感というか、盛り上がりが必要だと思うんだよなあ。やったぞー！　みたいな」


    「それはそうだねえ。でもどうすんの？」


    　できるだけ平静を保ちつつ、答える。


    「井波……俺と勝負をしないか？」


    「へ？　勝負？」


    　どういうことかと井波は首を傾かしげる。


    「井波も俺に簡単に頭を叩かせたらつまらないだろ。だからお互いに割れる一いつ升しよう瓶びんを持ち、先に相手の頭を叩いたほうが勝ちっていう勝負だ」


    「ふーん……それって盛り上がるの？」


    　そう。


    　ここからが本番だ。


    「当然勝ったら何か特典があったほうがいいよな。そうだなあ……負けた人は、勝った人の言うことを一つ何でも聞くってのはどうだ？」


    　井波の表情がぴくりと変わる。


    「へえ、それは面白そうだね」


    　よし。


    　食いついてきた。


    「だろ？　どうする？　俺と勝負するか？」


    「そだなあ……むー……」


    　あと一押しか。


    「今回条件を手伝うのは井波の番だったよなあ。条件のためなら手伝ってくれるよなあ」


    　あくまでこの勝負は条件のためだというアピールだ。


    「んーじゃあいっか。勝負しよっか」


    「おう。決定だな」


    　歓喜。


    　やった。


    　やったぞ。


    　うまくいった。


    　これで勝てば井波にネコミミつけてメイド服を着てもらい「ああ！　ダメ！　それ以上入らない！　もういっぱい！　いっぱいだから！」と言わせるくらいゴミ箱いっぱいになるまで部屋の掃除をさせ「あ……熱い。エビマヨ君……とっても熱いよ……」と言わせるくらい熱あつ々あつの料理を作ってもらい「もう、こんなに出して……服、汚れちゃってる」と言わせるくらい洗濯をしてもらうといった家事全般の奉仕活動をお願いすることができる。


    　違う違う。


    　そうじゃなかった。


    　これで勝てば井波から死角や見る目がある人が何なのか教えてもらうことができる。


    「あーでもなあ……」


    「え？　な、何？　不満でもあるのか？」


    　今更キャンセルかと思い、動揺してしまう。


    「だって私がエビマヨ君と一いつ升しよう瓶びんで殴なぐり合い勝負でしょ？　うーん……エビマヨ君と勝負ねえ……ふ、ふふ……」


    「……？」


    「エ、エビマヨ君が、わ……私と、ふ……し、勝負って……は……は、ははっ！　あはははははははは！　あっははははははははははあっ！」


    　井波は我慢できなくなったと言わんばかりに腹を抱かかえてげらげらと笑いだした。


    「な、何がそんなにおかしいんだ？」


    「だ、だって、そ、そんなの私が、絶対勝っちゃうよ！　あはははは！　ま、負けるわけないじゃん！　絶対負けないってば！　うはは！　お、おなか痛い！　ちょっともう！　笑わせないでよ！　ぶっ！　あっはははははははは！」


    　こ、こいつ。


    「そんなのやってみなきゃわかんないだろ！」


    　井波はふーふーとお腹なかを抱えながらこちらを見る。


    「いやいやエビマヨ君わかってんの？　一升瓶で殴り合い対決なんて思いっきり私の得意分野なんだよ？　そりゃもう絶対話にならないってば。ぽんぽーんってあっさり終わっちゃうよ」


    　そんなのわかっている。


    　どう考えても身体能力は俺より井波のほうが上だ。


    　この勝負に勝つのは決して簡単ではない。


    　だからこそだ。だからこそ意味がある。


    　井波はわけのわからん言動は多いものの、一度決めた約束事をうやむやにするような奴やつではない。もし負けたら俺が無茶な要求をするかもしれないのに勝負を受けたのは、絶対に負けるわけがないという絶大なる自信があるからだろう。


    　だからわざわざ井波に有利な勝負を提示したんだ。


    「エビマヨ先輩やめておいたほうがいいんじゃないですか？　井波先輩に運動で勝負するのはどうかと思いますよ」


    　藤村は心配そうな表情を俺に向ける。


    「命を粗末にしない方がいい。やめておけ」


    　少佐もかよ。


    「お前ら兄きよう妹だい二人とも何で俺が負けると決めつけるんだよ。俺はそこまで運動苦手ってわけじゃないんだぞ」


    　二人とも直接関係ないせいか、あまりこの勝負に乗り気ではないのだろうか。


    「あ、そうだ。二人は俺と井波のどっちが勝つか賭かけてみないか？　別に何も賭けなくてもいいけど、勝つと思うほうの味方をするっていうのはどうだ？」


    「あ、いいですねそれ」


    「ほう……面白い」


    　二人とも食いついてきたようだ。


    「じゃあ藤村はどっちに賭ける？」


    「私は井波先輩にします」


    「む……少佐は？」


    「私も井波君にしよう」


    「ちょ……え？」


    　二人はがたんと椅い子すを動かし、井波の隣に藤村が座り、その隣に少佐が移動した。


    「のりりんと中なか島じま君、一緒にがんばろーねー！」


    「はい！　エビマヨ先輩を倒しましょう！」


    「ふ……やってやるか」


    　わーっと盛り上がる三人。


    「……」


    　ぽつーんと俺一人。


    「……えーとだな……おかしいだろ。賭けが成立しないだろ。そして寂さびしいだろ。三対一みたいで寂しいだろ。俺がもしウサギだったら今いま頃ごろ寂しすぎてぐったりして、口から変な液が出る寸前だぞ。皆さんもうちょっとその辺のことに気を遣つかったほうがいいかなあと思います」


    「ちぃ……面倒な男だ」


    　少佐は俺の必死な訴えに応じてくれたのか、俺の隣に戻ってきてくれた。


    「ふふ、ありがとな少佐。やはりいざというときには頼りになる男だ。一緒にがんばろう」


    「……期待はしていないからな」


    　本当は藤村が来てくれたほうがもっと嬉うれしかったんだけど、少佐で我慢しておこう。


    「しかし君に勝算はあるのか？」


    「安心しろ。あるに決まってるだろ」


    　確かに井波の身体能力はずば抜けている。これまで何度もそう思わせる現場を見てきた。


    死角を倒したときも玉乗りのときも、俺とは比較にならないくらいの能力を発揮していた。


    　だがそんな井波でも、どこかに必ず隙すきはあるはずだ。


    　例えば以前井波が死角と戦ったときに、攻撃を受けたことや疲労困こん憊ぱいしていたことがあった。いくら身体能力が高いとはいえ、どんな攻撃でも避よけることができたり、まったく疲れなかったりするわけじゃない。井波にも人ひと並なみなところはあるはずだ。もしかしたらそれ程ほどスタミナはないのかもしれない。持じ久きゆう戦せんに持ち込めば勝てるかもしれない。


    　こうなったら勝つために手段は選ばん。逃げ回ろうが何しようが、井波の隙すきを突いて勝ってやる。


    「いやー久しぶりに本気で戦えそうだなあ。ちょっと楽しみになってきたよ」


    「そうなんですか。やる気満々ですねえ井波先輩」


    　今、妙に気になる会話が聞こえてきた。


    「……な、なあ井波、久しぶりに本気で戦うって何？　今までは本気じゃなかったの？」


    「最近は死角と戦ってばかりだったからねえ。だから本気で勝負をするのは久しぶりなんだよ」


    「は？　どういうこと？」


    「ほら、私って死角と戦うときにいつも水を大量に飲むでしょ。それだとどうしても動きが鈍っちゃうんだよねー。でも今回は飲まなくていいからぎゅんぎゅん動けるよ」


    「ああ、なるほどね。そういうことか」


    　うっそー。


    　マジかよ。


    　やべえ。


    　完かん璧ぺきに想定外。


    　はったりじゃねえぞこれ。


    　そりゃそうだよな。


    　あんだけ水をがばがば飲んでりゃ動きも鈍るよね。


    　いや待て鈍ってあれだけ動けるのかよ。


    　本気になったらぎゅんぎゅんなのかよ。


    　どうしよう全然逃げ回れそうもない。


    　早くも計画が崩れちゃったよ。


    　これじゃ本当に勝ち目がないぞ。


    「おい。ああ言っているが、本当に勝算はあるのか？」


    　少佐が不信感丸出しで俺に尋たずねる。


    「ふ……ふ、ふふふ……安心しろ少佐。俺は勝つためには手段を選ばん男だ」


    　がたんと椅い子すを引いて立ち上がり、鋭く井波を睨にらみつける。


    「ど、どしたのエビマヨ君……？」


    　ただならぬ雰囲気を察したのか、緊張した様子でこちらを見上げる井波。


    「すいません何かハンデを下さいどうかお願いします」


    　深く、テーブルに頭ぶつけるくらい深く頭を下げた。


    「か、かっこ悪い！　エビマヨ先輩かっこ悪いです！」


    「この男……正気か……？」


    「ふ……言っただろ。俺は勝つためには手段を選ばん！」


    　この際、藤村と少佐の「うわーこの人最悪ー」っていう冷たい視線はいっさい気にしない。だってこのままじゃ絶対勝てるわけがないもん。とにかくこの勝負には勝たなければならないんだ。恥も外がい聞ぶんもなくて結構。


    「ハンデ？　別にいいよ」


    「マ、マジか！」


    　意外にも井波はあっさりと承諾してくれた。


    「そだなあ……じゃあ私は水を飲んで条件を満たしてから勝負をするっていうのはどう？」


    「ああ！　それで構わないぞ！」


    　やった。


    　勝てる可能性が出てきた。


    　こいつはハンデがあっても楽勝だと思ってやがる。


    　舐なめやがって。


    「はははは！　バカめ油断したなあ井波！　これでこの勝負、俺が勝ったも同然だ！」


    「エビマヨ先輩……思いっきり悪役になってますよ」


    「ああ俺もそう思ったぞ藤村！　完全に悪役の台詞せりふだなこれ！」


    　だが勝てばいいんだ。


    　この際悪役でも何でもいい。


    「じゃそれで決まりね。勝負は一いつ升しよう瓶びんが完成する三日後で、場所は……師匠がいたあの河か川せん敷じきでいっか」


    「ああ構わないぞ。いかにも不良同士が殴なぐり合いで決闘しそうな場所で丁ちよう度ど良い。首を洗って待ってろよ！」


    　ぐぐっと睨みつけるが、井波はふふんと笑って余裕を見せる。


    「さーて、エビマヨ君にどんなことさせようかなあ。ふふふ楽しみ楽しみ」


    　こいつめ勝った後のことしか考えちゃいねえ。


    　何だかだんだん腹が立ってきた。


    「確か何でもするんだよねー……あ、そうだ！　エビマヨ君に魔法少女の格かつ好こうさせて撮影会しよっか！」


    「それ良いですねえ井波先輩！　それなら私がエビマヨ先輩に似合う衣装を作りますよ！　そりゃもうえげつない衣装だって作っちゃいますよ！」


    　藤村が目を輝かせながら話に食いついていた。


    「よし！　のりりん今からエビマヨ君の衣装について秘密会議をしよっか！」


    「はい！」


    　井波と藤村は楽しそうに部室をばーんと飛び出していった。


    　急に騒がしいのがいなくなり、えらくしんとなった部室に残ったのは、俺と少佐だけ。


    「……」


    　そういえば俺が負けたときのことを考えていなかった。


    　何でも井波の言うことを一つ聞かなきゃならんのか。


    　魔法少女の衣装って何だ。


    　えげつない衣装ってどんなのだ。


    　やばい。


    　それはやばいぞ。


    　確かに俺はムッツリスケベだ。


    　だが決して変態ではない。


    　変態だと思われたくないからこそのムッツリなんだ。


    　でなければ何でもかんでも触ったりしまくりだ。


    　そんな俺が人前で女装なんてやるわけにはいかない。


    　もし変態だと思われたら終わりだ。


    　俺のアイデンティティの崩壊だ。


    　死活問題じゃないか。


    　どうやらこの勝負、絶対に負けるわけにはいかなくなってきた。


    「本気で勝つつもりか？」


    　不意に少佐がこちらを見ずに呟つぶやいた。


    「当然だ。じゃなきゃこんな勝負、最初から挑いどまないだろ」


    　少佐はサングラスを静かに外はずす。


    「勝ち目のない勝負だとわかっていても、なお挑むつもりか。理解できんな。何が君をそこまでさせるのか……」


    「……」


    「そんなに勝って井波君をぺろぺろ舐なめたりとかしたいのか？」


    「ち、違う！　そういうつもりじゃないんだって！　いやホントに！　ホントに違うんだから！　全然違うんだからね！　勘違いしないでよね！」


    　思わず余計に怪しい狼狽うろたえ方をしてしまった。


    「まあそれはいい。本気でやるつもりなら、君には教えておこう」


    「……？」


    　少佐はすっと立ち上がり、窓の枠わくに手を掛け、外を眺めた。


    　こんなときこそサングラス掛けたほうがいいんじゃないかなと思ったそのとき、少佐はくるりとこちらに振り返る。


    「井波君……彼女は別格だ」


    「そりゃまあ……それくらい俺にもわかってるよ」


    「君にはわかっていない」


    「なぜそう決めつける」


    「私が井波君の師し匠しように会ったとき、何て言ったか覚えているか？」


    「は？　師匠に？」


    　いきなり話が変わったような。


    「私はこう言った……綺き麗れいすぎる、と」


    「そういやそんなことを言ってたような……でもそれが何だって言うんだ？」


    「そうだな……君にもわかりやすいよう、音で例えよう」


    「音？」


    　少佐はサングラスをポケットから取り出すが、掛けはしなかった。


    「見る目がある人は、独特の気け配はいのようなものを発している。その気配を見る目がある人なら察さつ知ちできる」


    「それは知ってるんだが」


    「しかし君はまったく発していないし、察知もできない」


    「……それも知ってるよ」


    「その気配を音で例えるとしよう。私は今、音を発している。井波君も清菜も音を発している」


    「音ってそういうことか」


    「その音には個人差がある。清菜の発する音はそれ程ほど大きくないし、特に聞き取りやすいわけではない」


    「へえ……」


    　俺には全然わからないので興味深い話だ。


    「自分ではわからないが、おそらく私も清菜と大差ないだろう……だが」


    　少佐はサングラスをゆっくりと掛けるかと思いきや、掛けなかった。


    「井波君の師匠の発する音は、はっきり言って次元が違う。非常に大きく、いっさい雑音のないクリアな音……綺き麗れいなんだよ。あまりにも透明で、純粋すぎる音だ。私や妹とは違う。あれはまるで劉りゆう備びのようなものだ」


    「……」


    　何で急に例たとえが三さん国ごく志しになったのかよくわからないが、少佐はどこか高こう揚ようした様子で話を続けた。


    「そして……井波君もそれに近いものを発している」


    「え……？」


    「清菜が井波君を尊敬し、神格視するのも無理はない。彼女もまた、私や清菜とは違う存在なのだよ」


    「そんなに……」


    　井波が見る目がある人としても優れているということはスイカ割りの際に見せつけられたが、まさかそんなにも別格だとは思っていなかった。


    「それが戦う前に私が教えておきたかったことだが、さて……それでも君は井波君と対決をするのか？」


    　俺はこれまでずっと井波に流されっぱなしだった。わけもわからないままいろんなことに巻き込まれてしまった。


    　しかし、今回は違う。


    　この対決は俺から提案したことだ。


    　俺が井波を巻き込んだことだ。


    　やられっぱなしだった俺は、ようやく抵抗する機会を得ることができた。


    　だがここで負けたら何も変わらない。


    　俺は井波に抗あらがうこともできずに、今後ずっと振り回されることになる。


    　長い条件の達成や、死角などの情報を知ることだけの問題ではない。


    　井波に勝つことは、俺は流されっぱなしではないという意思表示でもあるんだ。


    「……井波がどれだけすごくても、恥を覚悟でハンデをもらっても、絶対に勝たなければならない。これは俺にとって、負けられない大事な勝負なんだよ」


    「……そうか」


    　少佐はふっと笑い、サングラスをすっと掛けると思ったら、ぎりぎりで掛けなかった。


    「いや、もういい加減サングラス掛けろよ。何回フェイントいれるんだよ。別に掛けてもいいんだぞ」


    「もう一つ、君に教えておこう」


    「まだ何かあるの？」


    「君に足りないものだ」


    「何……？」


    　ここでようやくサングラスを掛ける少佐だが、そんなことは死ぬほどどうでもいい。俺に何が足りないというのだろう。


    「以前、私が君と鉱山基地で激闘を繰り広げたときに感じたことがある」


    「お前とそんなところで戦った記憶が俺にはいっさいないんだけど」


    「君からは闘争心が感じられない」


    「闘争心……？」


    　何を言ってるんだこいつ。


    「君には死角と戦ったという戦闘経験はある。だが死角に対し、何か物を壊す感覚で戦っていたのだろう。相手に勝つ、という気持ちで戦ってはいない」


    「そうかなあ。死角って怖いから結構本気で殴なぐってるんだけど」


    　やらなきゃやられるのはこっちなんだからそりゃ必死にもなる。


    「そんな君が今回相手にするのは死角ではない。生なま身みの人間だ。果たして君に、人と戦って勝つという闘争心はあるのか？」


    「そりゃあるよ。人間相手なら尚なお更さら必死になるだろ」


    「まして相手は井波君だ。君は攻撃を躊ちゆう躇ちよしてしまうかもしれない。そんな気持ちで勝てるわけがない。井波君の頭を本気で叩たたき割るくらいの闘争心がなければ到底勝ち目はない」


    「井波なら遠慮なしにくるだろ。ならこっちも遠慮なしに挑むってば」


    　少佐は部室の扉へ向かい、ぴたりと立ち止まる。


    「いいか……闘争心だ。忘れるなよ」


    「あのー、俺の話聞いてる？　あるからね？　闘争心あるからね？」


    「銃を持っているから殺せるわけじゃない。引き金をためらうことなく引くから殺せるんだ」


    　去り際にすかしたことを言い残し、少佐はばたんと扉を閉め、出て行った。


    　最後まで俺の言い分を聞かずに己おのれの信念を貫つらぬくとは。つうか最後のセリフを言いたかっただけだろあいつ。


    



    　あっさりとやってきてしまった決戦の日。


    　二、三日腹筋やら腕立てやらの筋力トレーニングをしても焼け石に水だと思い、あえて俺は新作ゲームをやりながらこの日を迎えた。


    「エビマヨ君、眠そうだねえ。緊張して眠れなかったの？」


    　井波はこっちがあくびが出そうだと言わんばかりの余裕をぶっこいている。


    「ふん……なめんなよ。ラスボスのみならず、隠しダンジョンまでクリアした挙あげ句く、レベルを全員最高まで上げてやったぜ」


    　ついついハマりにハマってしまった。おかげで徹夜だ。完全にミスった。


    「それではこれをどうぞ」


    「おう」


    　井波から一いつ升しよう瓶びん職人特製の、割れる一升瓶を受け取る。


    「どう？　良い出来でしょ？」


    「……ぱっと見、普通の一升瓶と変わらないな。本当に大丈夫かこれ？」


    　井波や師匠が使っていた一升瓶との違いがまったくわからない。本当にちゃんと割れるのだろうか。頭がぱっくり開あいてから「あー間違えた」とか言われても困るんだが。


    「瓶の底を見てみ」


    　くるっと瓶をひっくり返すと「割」の文字が書かれたシールが貼はってあった。


    「ああよかった。これは安心だ。これなら絶対割れるよーってなるか！　どんだけシール至上主義なんだよ！」


    「でもほら、職人の直じき筆ひつサイン入りだから」


    「むう……」


    　なら信用しよう。ここでやたらと疑っていても仕方がない。


    「落としたら割れるかもしんないから、取り扱いに気をつけてね」


    「わかった。武器はこれで問題ないな」


    　井波から距離を取り、周囲を見渡す。


    　少佐は俺たちの間に入る。いつものように口を閉ざし、寡か黙もくなサングラス野郎だった。


    　一応レフリーの役割らしいが、別にいらないって何度言っても駄々っ子のように横に首を振るので嫌いや々いややらせることにした。相当こういう役が好きなのだろう。やっていいって言ったらかっこつけるの忘れて「おっしゃあ！」とか露ろ骨こつにガッツポーズしてたし。


    　そんな残念な兄を持つ妹の藤村はというと、やや離れたところで俺たちの様子をお気楽な面おも持もちで眺ながめていた。


    「井波先輩、がんばってくださーい！」


    　藤村はわーと手を振り井波に声援を送る。


    「おい藤村」


    「どうしましたエビマヨ先輩？」


    「その手に持っている物は何だ？」


    　藤村は手に持つ乙おと女めチックなひらひらをばーんと嬉うれしそうに掲かかげる。


    「これはエビマヨ先輩用の魔法少女衣装ですよー！」


    「何でもう用意しているんだ……」


    「せっかくだからこれ着て戦ってくださーい！」


    「それじゃ戦う前に負けだろうが！」


    　くそう井波同様、藤村も俺が負け確定だと思いやがって。絶対勝ってやる。窮きゆう鼠そ猫を噛かんでやる。もしくは揉もんでやる。


    「ルールの確認だ！」


    　井波に向かって勢いよく言い放つ。


    「今日はあれだねえエビマヨ君。いつもよりテンションが４パーくらい高いね」


    「この勝負はお互い持っている、割れる一いつ升しよう瓶びんを先に相手の頭に叩たたきつけたほうが勝ちだ。負けたやつは勝ったやつの言うことを一つ聞く。これで間違いないな？」


    「うんいーよ」


    「なお、今回は井波さんのご厚意により、お水を飲んで条件を満たしてから戦って頂くというハンデ戦となります。これで間違いないでしょうか？」


    「うんいーよ」


    　井波は手に持つ一升瓶の蓋ふたをぽいと捨て、ぐびぐびと水を飲みだした。


    「ふふ……バカめ井波。蓋を投げ捨てるとは何たる愚行！　宮みや本もと武む蔵さしと佐さ々さ木き小こ次じ郎ろうの決闘で小次郎が何か捨てたんだけど、あれって何捨てたんだっけ！　そんなことはどうでもいい！　この勝負、もらった！」


    　と俺がすごい勢いで言ってるんだけど井波は全然聞いてないっぽい。一番肝かん心じんな部分を忘れたのが痛かったか。


    「……ふぅ」


    　井波は全部飲み終えたようで、くいっと口元を手で拭ふき、ちらりとこちらを見る。
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    　準備は完了ってことか。


    「それでは……始め！」


    　少佐がびしぃと腕を掲げ、激しく言い放った。


    「うおおおおお！」


    　いきなり駆け出し、井波に猛突進。


    　どうだ。


    　井波は条件を満たしたら俺がすぐさま井波の見えない範囲まで逃げ込むと考えただろう。


    　だがその逆。


    　裏をかいていきなり殴なぐりかかってやる。


    「おおおおおおおお……お？」


    　井波は平然とした様子で一いつ升しよう瓶びんを構えている。


    「よし！　来い！」


    　とか言っちゃって迎え撃つ気満々。


    「おおお……！」


    　慌あわてて急ブレーキ。


    　そのまま思い切り後退。


    「あら？　来ないの？」


    　危ねえ。


    　今まったく隙すきがなかった。


    　なさすぎてこっちが狼狽うろたえるくらいだ。


    　このまま突っ込んだら見事に秒殺で終わるところだった。


    　参ったぞ。


    　こいつよく考えたらそんな裏をかいても無駄なタイプだった。


    　むしろいきなり来いとか考えていそう。


    　鴨かもがネギを背負って突っ込んできたように見えたに違いない。


    「ぬう……」


    　とりあえず井波が見えない暗くら闇やみの範囲まで移動。


    　確か半径５メートルくらいだったか。


    　こうして実際距離を取ると、思っていたより井波から遠い。


    「んー……ま、そうするかー」


    　井波は周囲をきょろきょろと見渡す。


    　よし。


    　ひとまずはこれで安心。


    　広い場所なので距離は取れる。


    　問題は時間。


    　三分ないくらいで井波の視界は戻る。


    　さっきの様子を考慮すると、おそらく井波から俺に襲おそいかかってくることはしなさそうだ。この三分は俺を迎え撃つつもりなのだろう。


    　つまり三分で何とかしなければ俺の負けだ。


    　向こうから攻めてきたら俺に勝ち目はない。


    「んんー……？」


    　井波は不思議そうな顔をしながらも、すたすたとこちらに向かってくる。


    「な……！」


    　と危あやうく声に出しそうになってしまうが、ぎりぎりのところで口をふさぎ、慌あわてて移動する。


    　見えてないよな。


    　見えてないはず。


    　なのに何でこっちに来る。


    　実は水を飲むふりしてたとか。


    　いやそんなつまらん真ま似ねをする奴やつではない。


    　たまたまこっちに来ただけなのか。


    「んー……んん？」


    　と思いきや、首を傾かしげながらもまたこっちに来やがった。


    　なぜだ。


    　ひょっとして俺が死ぬほど臭くさいとか。


    　友人が気を使っちゃうくらい臭いとか。


    　ショック。


    　いや違う。


    　ちゃんと洗ったはず。


    　リンスインシャンプーでがしがし洗ったはず。


    　ではなぜ。


    「あ……！」


    　まさかシャンプーがとても良い匂においとか。


    　いや違うって。


    　修行だ。


    　思い出した。


    　あいつは見る目がある人の気け配はいを読むのが半はん端ぱないんだった。


    　今、俺の気配を読んでいるのか。


    　だが俺の気配はほとんどないに等しいはず。


    　スイカ割りの際、井波は俺を死んでるとさえ言ってたはず。


    「こっちかなあ……？」


    　だが自信なさげながらも、じわりじわりとこちらへ近づいてくる。


    　待て待て考えろ。


    　そうだアホか俺。


    　修行でやっただろ。


    「……」


    　ふぅと深呼吸。


    　リラックス。


    　落ち着け。


    「ん？　あれ？」


    　急に井波はきょろきょろとしだした。


    　よし。


    　やはり死角のときと同じ。


    　激しい動きや目立つ行動をしちゃまずいようだ。


    　息を潜ひそめ、ひっそりと移動。


    「むー……」


    　井波は残念そうに歩みを止め、一いつ升しよう瓶びんを構える。


    　どうやら捜索は諦あきらめたようだ。


    　というか。


    「俺って今、死角そのものだな……」


    　見る目がある人を狙ねらう側になるとは思わなかった。


    　あの機械もどきの気持ちがよくわかる。


    　そう簡単に近づけねえ。


    　そりゃ距離を取って様子を窺うかがうわけだ。


    　範囲外から猛スピードで駆け寄ってもすぐばれちまう。


    　くそう見る目がある人め。


    　憎にく々にくしい。


    　だが死角よりちょっと賢いところを見せてやる。


    「……」


    　こっそりこっそりと遠くからぐるり回り込む。


    　いまどきの泥棒じゃ、やらないくらいの忍び足。


    　井波の後方からゆっくりと接近。


    　じわりじわりと忍び寄る。


    　どうだ。


    　これは賢い。


    「あ」


    「あ」


    　くるっと振り向く井波と目が合った。


    「……」


    「……」


    　見つめ合う二人。


    　二人の時間が止まる。


    　え。


    　これって。


    　もしかして。


    「やべえ！　ピンチ！」


    　そりゃ５メートルも忍び寄るなんて無理だよね。


    「見っけたー！」


    　井波は一いつ升しよう瓶びんを振りかぶって突進してくる。


    「おわあ！」


    　師匠並なみに速い。


    　どうする。


    　って考えてる暇ひまねえ。


    　振り下ろされる瓶。


    　咄とつ嗟さに腕で頭をガード。


    「おっ……！」


    　すんでの所でびたっと止まる。


    　やはりな。


    「どうした井波！　腕に当たって一升瓶が割れるのを恐れたのか！　だと思った！　この一升瓶は武器でもあり、同時に弱点でもあぐふぉおお！」


    　俺の腹に蹴けりをぶち込む井波。


    「ヘイヘイ！　ボディががら空きだよーエビマヨ君！」


    　こいつマジか。


    　喋しやべってる最中に蹴っ飛ばしやがった。


    「……な、なぜ弱点かというと、頭に当てる前に瓶が割れたら、その時点で負け同然だからだ。この勝負、ただの殴り合いってわけじゃない……」


    　痛む腹を押さえながら律りち儀ぎに続きを喋る。


    　くそ。


    　まさか瓶びんではなく蹴けりがくるとは。


    　ただの殴り合いじゃねえか。


    　しかも容よう赦しやねえ。


    　いや口元がにやりと笑っている。


    　これでも手を抜いてるっていうのか。


    　舐なめやがってちくしょうめ。


    　ならこっちも。


    「こんの……！」


    　だんと地を蹴り上げ突進。


    　井波の手前で体をぐるり反転。


    「おらあ！」


    　師匠直じき伝でんの後ろ回し蹴り。


    「あら？」


    　すかっと空くうを切る。


    　いねえ。


    　かわされたのか。


    「あらら？」


    　勢い余ってぐらりバランスを崩す。


    「おわあ！」


    　その瞬間、ぶんっと何かが頭上を横切る。


    「おお……？」


    　意外そうな顔をする井波。


    　俺は慌あわてて転がるように逃走。


    　あっぶねえ。


    　ぎりだ。


    　今のはぎりぎりだった。


    　所しよ詮せんは見よう見まねの後ろ回し蹴りで助かった。


    　体勢を崩してなかったら頭をすこーんとやられるところだった。


    「……やっぱ接近戦はどう考えても無理だな……」


    　再び井波から見えない範囲まで距離を取る。


    　時間も残り少ない。


    　このままだとやばい。


    　どうする。


    　遠くから石でも投げて瓶びんを割ってやるか。


    　いやそんなピンポイントを狙ねらい撃ちなんてエースピッチャーでも難しい。


    　というか周囲に豆粒みたいな石しか落ちてない。そんなのでどうしろっていうんだ。


    　近くからでも駄だ目め。


    　遠くからでも駄目。


    　八方塞ふさがり。


    　こうなったらあれだ。


    　あれをやるしかない。


    　実を言うと、俺はこの決戦の日を迎えるまでごろごろと遊んでいたわけじゃない。


    　いや新作ゲームに熱中してたのは事実だが、とある作戦のために河か川せん敷じきを訪れていたのだ。


    　今その作戦を実行するとき。


    　俺の最後の切り札を見せてやる。


    　まずはうっかりといった感じに井波の見える範囲に踏み込む。


    「うわ！」


    　しまったと言いたげにすぐさま逃げる。


    　これを繰り返し、井波をある地点へ誘導する必要がある。


    「あれー？　どしたのエビマヨ君焦あせってんの？」


    　さすがにそう簡単にはついてこないが、井波は無警戒にふらふらと動きだす。


    　よし。


    　油断してるようだな。


    　うまくいけばこの調子で誘い出せる。


    　俺の仕掛けた罠わなにかかる姿が目に浮かぶ。


    　ふふふ楽しみだ。


    　ぼっこぼこにしてやるぞ。


    　さあ来るんだ。


    　来い井波。


    「うお！　な、何だ！」


    「きゃあ！　兄さん！」


    　何だいきなり。


    　外野が妙に騒がしい。


    　ちらり様子を窺うかがう。


    　え。


    　あれ。


    　おいちょっと待て。


    　まさか。


    「いったい何だこれは？　落とし穴か……？」


    「兄さん大丈夫ですか？　こんなところに落とし穴ってあるんですね」


    　藤村が穴に落ちた少佐を引っ張り上げる。


    「何でお前が落ちるんだよ！　少佐のマヌケ野郎！　そのまま出られなくなって死にやがれ！」


    　台なしだ。


    　あのサングラスのせいで全部台なし。


    　だったら穴の中に鋭いトゲトゲでも入れとけばよかった。


    　掘るの結構苦労したのに。


    　汗だくになりながら「俺努力の方向性間違ってるよなあ」と思いつつやったのに。


    「あれ？　エビマヨ君そっちのほうにいるのか」


    　やべえ今の叫びで井波にばれた。


    　慌あわてて忍び足でこそこそと移動。


    「……どうしよう」


    　俺の切り札終了の笛がぴっぴーって鳴った。


    　終わりだ。


    　もう何もない。


    　殴なぐり合いだとフルボッコ。


    　遠くからでも無理。


    　作戦は失敗。


    　打つ手なし。


    　もう駄だ目めだ。


    　いや。


    　最初から勝ち目なんかない無謀な勝負だったんだ。それでも勝ってやるんだと息巻いていたってのに、結果はこの様ざま。


    　悔しい。


    　何が悔しいって、ハンデもあり、手を抜いて、油断もしている井波に勝てないってことだ。


    　これほどまでに差があるとは。


    　負けてしまうのか。


    　何をしても井波に勝てないのか。


    　この先もずっとこの調子なのか。


    　何一つ自みずからの手で勝ち取ることができないのか。


    　何一つ抵抗できないのか俺は。


    　情けない。


    「はは……ははは……」


    　無力。


    　無力すぎて自じ嘲ちよう気ぎ味みな笑いしか出ない。


    　いや。


    　しっかりしろ俺。


    　嘆なげいている場合じゃない。


    　前にも似にたようなことがあった。


    　そうだ。


    　修行。


    　俺は師匠の修行を乗り越えたんだ。


    　落ち着け。


    　心を鎮しずめろ。


    　思い出せ。


    　あのときの修行を思い出すんだ。


    　カンフー。


    　スイカ割り。


    　死角との死闘。


    　いろいろな修行をやってきた。


    　そして今、確信した。


    「あの修行まったく意味無ねえ！」


    　絶叫だよ。


    　絶叫。


    　もう吠ほえるしかねえ。


    「おー？　エビマヨ君何で叫んでるの？」


    　ちくしょうちくしょうどちくしょうめ。


    　何が修行だふざけやがって。


    　何にも役立たねえ。


    　変な棒をがしがし叩たたこうがスイカをばこばこ叩こうが強くなれるわけがねえよ。


    　師匠なんてただのセクシーコスプレガールなだけだ。


    　あんなもん修行でも何でもねえ。


    　得るものなんか何一つなかったんだよ。


    　得るものなんか。


    「……得るもの？」


    　待て。


    　そうだ。


    　あった。


    　あったぞ。


    　俺が唯一得たもの。


    「勝てる！　勝てるぞ！」


    　まだだ。


    　まだ終わっちゃいない。


    　走れ。


    　猛ダッシュ。


    　場所はばれていい。


    　急げ。


    　時間がない。


    　見えてたら終わり。


    　早く。


    　早くしないと。


    「……お！」


    　見つけた。


    　師匠ありがとう。


    　これだけは感謝。


    　だがまだだ。


    　準備しなきゃ。


    　急げ。


    　早く。


    　準備準備。


    　ひひひ。


    　勝った。


    　これで勝ったぞ。


    　井波め。


    　さんざんなめた真ま似ねをしてくれたな。


    　俺を無抵抗に引っ張り回されるだけの男だと思うなよ。


    　てめえの脳天叩たたき割って思い知らせてやる。


    「あれ？　そっちのほうに行ったの？」


    　よし。


    　まだ見えてねえぞ。


    　来い井波。


    　こっちに来い。


    　殺す。


    　殺す。


    「ぶっ殺してやる！」


    　井波の見えない範囲ぎりぎりから、思い切り一いつ升しよう瓶びんをぶん投げる。


    「ええっ！」


    　慌あわてて紙かみ一ひと重えでかわす井波。


    　猛ダッシュで詰め寄る俺。


    「エビマヨ君！　そんなことしたら瓶が……！」


    　そうだ。


    　割れてしまう。


    　そう考えるだろ。


    「わ、割れてない！　な、なんで？」


    　転がる一升瓶に目を奪われる井波。


    　ボケが。


    　割れないんだよ。


    　そいつは師匠から貰もらった一升瓶だ。


    　死角にぶん投げたまま、さっきまでほったらかしだったけどな。


    　当然シールも先程ほど貼はり替え済み。


    「もらったあああ！」


    　背中から割れる一升瓶を取り出す。


    「死ねえ井波！」


    　勢いよく頭に向かって振り下ろす。
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    　その瞬間。


    「あ？」


    　突然周囲が暗くなる。


    「な……！　え……？」


    　何だこれは。


    　どうなっている。


    「あ……そうか……！」


    「せやあ！」


    　衝撃。


    　ぱーんと弾はじけ飛ぶ瓶の破片。


    「いってえ！」


    　がくんと倒れる体。


    　膝ひざをつき頭を抱かかえる。


    　目の前には、割れた一いつ升しよう瓶びんを手に持つ井波が立っていた。


    「わーい勝ちー！　いえー！」


    　井波は嬉うれしそうに飛び跳はねる。


    　てことは。


    「……俺は……負けたのか？」


    　頭を叩たたかれたのか。


    　負けた。


    　俺の負けだ。


    　何てことだ。


    　条件を満たして戸と惑まどってしまうとは。


    　油断していたのは井波じゃない。


    　俺のほうじゃないか。


    　最後の条件は叩いた瞬間に満たすものだと思い込んでいた。


    　だがそうではなかった。


    　正確には頭に向かって振り下ろす瞬間だったんだ。


    　最初からそのことがわかっていたら絶対勝てたのに。


    　失態。


    　どこまでも致命的なミスだ。


    「それまで！」


    　泥だらけの格かつ好こうで近づいてきた少佐が、ばばっと手を挙げる。


    「すごーい！　さっすが井波先輩です！　遠くてよくわかりませんでしたけど、とにかくすごかったです！」


    　藤村がわーっと笑え顔がおで井波のところへ駆け寄る。


    「勝ったよーのりりん。思っていたより手こずっちゃったけど、綺き麗れいにぱーんと叩たたき割れてよかったよ」


    　井波は相変わらず余裕の表情で藤村に応じる。


    「くそう……ちくしょう……ちくしょおおお！」


    　だんと拳こぶしを激しく地面に叩きつける。


    「エビマヨ君……」


    「エビマヨ先輩……」


    　井波はうなだれる俺にゆっくりと近づく。


    「はいじゃあこの魔法少女の衣装着てねー！」


    「おおい容よう赦しやねえ！　ちょっと待って！　後日にしてください！」


    「あそう？　ならそれでもいいけど」


    　平気な顔して敗者に鞭むちを打つとはさすが井波。恐ろしい子だ。


    「……」


    　少佐が何やら無言でこちらを見つめている。


    「……何だよ。思ったとおりこいつはダメダメだったとでも言いたげだなおい」


    「なぜ最後に一瞬、躊ちゆう躇ちよした？」


    　こいつ。


    　気付いていたのか。


    「別に……単に叩く速さで負けただけだ」


    「……そうか」


    　少佐はふっと爽さわやかに笑う。


    「それと……良い落とし穴だったな。一いち目もく瞭りよう然ぜんだったが、悪くなかった」


    　こいつ。


    　気付いていたのか。


    「ってうそつけ！　絶対わかってなかっただろ！　思いっきり慌あわててたくせに！　藤村に手助けしてもらってひーひー言ってたくせに！」


    「ふ……次はもっと良い罠わなを考えておくんだな」


    「いやもうそんな泥だらけの格かつ好こうで言われてもなあ……」


    　少佐はニヒルに笑い、サングラスを清すが々すがしく外はずす。どうしても罠はわかってて引っ掛かってやったんだということにしたいらしい。


    「エビマヨ先輩、惜しかったですね……」


    　藤村が労いたわるような顔つきでこちらを見つめる。


    「あー……残念だったけど、井波相手じゃやっぱ無理だったな」


    「そんなことないです！　私は井波先輩を応援してましたけど、同時にエビマヨ先輩も応援してました！」


    「藤村……」


    　そんなことを言いながら、藤村は魔法少女の衣装を俺に当ててサイズの入念なチェックをしているのは怒っていいことなのだろうか。


    「よし。これなら問題ないですね」


    「問題あるだろ。どんだけ俺にそれを着せたいんだよ」


    「他ほかにもまだ十着近くありますよ」


    「その熱意は何？　何で二、三日でそんなに準備万ばん端たんなの？」


    「井波先輩も手伝ってくれたんですよ。万が一エビマヨ先輩が勝っても無理矢理着せるからって」


    　それってもう勝負と関係なくなってるじゃねえか。


    「それにしてもエビマヨ君は本気で私に勝つつもりだったの？　思いっきり悔しがったりしちゃって」


    「エビマヨ先輩結構しぶとくがんばってましたよね」


    　こいつらの勝って当然のような、上から目線が悔しい。くそう絶対勝ちたかった。


    「そりゃもう必死だよ。あと少しで勝てると思ったんだけどな」


    「ふーん……そ、そんなに勝ちたかったの？」


    「え？　まあ、そうだな」


    　井波が妙にそわそわとしてるが、どうしたのだろうか。


    「そ、そんなにエビマヨ君が、私のメイド服姿が見たいとはねえ。ふ……ふふ、いや参っちゃうなあ」


    「……は？」


    「いやでもそんなこと言われてもこれは勝負だからね！　どれだけ頼まれても着るわけにはいかないよ！　そんなに見たけりゃ私に勝ってから言ってね！　うん！　……で、でもでもどうしても見たくてたまらなくて、見ないと犯罪を犯しちゃうくらい見たいって言うのならまあちょっとぐらいは考えなくもないようであるような……」


    「ま、待て待て！　違うって！　そんなお願いをしたくて勝負を挑いどんだんじゃないんだってば！」


    　何かばたばたとしている井波に慌あわてて言い聞かせる。


    　というか何で俺はそういうことを頼むとばかり思われているんだ。ムッツリ成分が知らぬ間ににゅるんと漏もれているのだろうか。


    「……エビマヨ先輩……やっぱり井波先輩に不ふ埒らちなことをしたいがために勝負をしたんですね……」


    　藤村がものすごーい睨にらんでる。


    「やっぱりって何？　やっぱりってどういうこと？　俺は全然そんなこと考えてないよ？　ぱっと見そんな感じでしょ？　度ど肝ぎもを抜かれるほど爽さわやか青年でしょ？」


    「どうせエビマヨ先輩なんて井波先輩にメイド服だけでなくネコミミとかもつけちゃって、更に下にはスクール水着まで着せて、今日は学校でプールの授業がある日だーとか考えていたに違いありません！」


    「さすがにそこまでマニアックじゃない！」


    　とは言え途中まで当たっているから怖い。


    「じゃあ何なんですか？　井波先輩に何をさせようとしてたんですか？」


    「そうだそうだ！　私にいったい何をさせるつもりだったのか言って欲しいなエビマヨ君！」


    　二人が激しく俺に詰め寄ってくる。


    「そ……それは……いや、どうせ俺は負けたんだ。いまさら何も言うことはないな」


    　そうだ。


    　敗者は敗北を潔いさぎよく認め、黙って立ち去るべきだ。


    　それが負けた男の最後にできること。


    「エビマヨ君……君ってやつは……」


    　ほら、少佐はわかってくれている。


    　俺に手を差し出してきた。


    　と思いきやグーにして振りかぶってきた。


    「何かっこつけているんだ！　修正してやる！」


    「おわ、危ねえ！　お前にだけはそんなこと言われたくねえよ！」


    　とことん敗者に容よう赦しやのない奴やつばかりだった。
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    　時刻は夜八時。


    　普段は滅めつ多たにこんな時間に外を出歩いたりはしないのだが、井い波なみに呼び出されたのだから仕方がない。


    　そういえば前にもこれくらいの時間に呼び出された気がする。あのときは確か初めて死角を見たんだっけか。


    　今回は「良いことを思いついたからはよ来い」と井波から携帯にかかってきたわけだが、いったいどんな用事なのだろう。あまり乗り気じゃないのだが、勝負に負けた手前、下へ手たに逆らって機き嫌げんを損そこなうような真ま似ねをするわけにはいかない。というより勝負に直接関係していることかもしれないので、否いや応おうなしに出向かなければならない。


    　結局俺はこうやって井波に振り回されてしまうのか。やっぱり勝ちたかったな。勝ってお前から俺の家に来いと上から目線で言ってやりたかった。


    　そんなことを考えているうちに神社へ到着。少し予定の時間に遅れてしまったが、ちょっとくらいなら大丈夫だろう。


    　境けい内だいは若じやつ干かん薄暗い。照明の設備がそれ程ほど整っていないようだ。よく見ると本殿の前に誰だれか立っている。


    「あれ……？」


    　わかりにくいが、二人いるようだ。おそらく一人は井波で、もう一人は師し匠しように違いない。


    「あ！　エビマヨ君来た！」


    　井波がたたーっと駆け寄ってくるのだが、その姿に思わずぽかんとしてしまう。


    「い、井波……？　その格好は……？」


    「ふふ！　どうかなどうかな？　似合うー？」


    　なぜか井波はメイド服を着ていた。しかもネコミミまで装着し、何だか楽しそうにスカートをひらひらさせている。


    「え？　は？　どういうこと？　俺って知らぬ間に勝負に勝ったのか？」


    「いやこの格かつ好こうはついでというかなんというか、まあちょっとしたサービスだよ」


    　と嬉うれしそうにする井波。


    「はあ？　さっぱりわからん。何がどういうこと？」


    　わけもわからず首を捻ひねっていると、師匠がこちらへやってきた。


    「まったく……相変わらず何を考えているのかよくわからないやつだな井波は。私には理解できん」


    「あ、師匠。どうもこんばんは」


    「呼べば来るお前もどうかと思うがな」


    「それはちょっとわけありでして……」


    　ところで師匠は何でここにいるのだろうか。いやここは神社だから仕事でもしているのか。こんな時間までお疲れ様です。


    「師匠師匠、時間はどれくらい大丈夫ですか？」


    「そうだな……長くて十分といったところか」


    「そうですか……うーん、もしかしたら早口になるかもしれないなあ」


    「本当に大丈夫か？」


    「大丈夫ですって。それに師匠だってどうなるか興味あるでしょ？」


    「それはそうだが、後から何を言われるかわからないからな」


    「だからこのタイミングを狙ねらったんですよ。記録にも残らないから問題ないですって」


    　いったい井波と師匠は何の話をしているのだろう。


    「まあいい。私はそろそろ準備にかかるからな」


    「はい。お願いします」


    　師匠はすたすたとどこかへ去っていってしまった。


    「……で、井波、結局良いことって何？　その格かつ好こうをしたかったのか？」


    　先ほどはいきなりで冷静に見られなかったが、落ち着いて見るとメイド服姿がなかなか似に合あっている。藤ふじ村むらに作ってもらったのか、サイズもぴったりだ。ネコミミもちっこい井波には鬼に金かな棒ぼう状態でなかなか可愛かわいらしい。


    　ここへ来るまでどうせまた変な目に遭あわされるんだろうと気分が重かったのだが、これなら来て良かった気さえしてきた。


    「さっきも言ったように、この格好はおまけみたいなもんだよ。本題は今からエビマヨ君に死し角かくとか見る目がある人とは何なのか話そうかなーと思ってね」


    「……え？　え？　えええ！　な、何だって！」


    　なぜいきなり急に。


    　こりゃメイド服に見入っている場合ではない。


    「いやー今日さあ師匠と話をしたんだけど、エビマヨ君が何かそのことを知りたがっているって聞いてさあ。そんで勝負でがんばってたから教えてあげようかなあと思ったわけ」


    「い、いや、でもいいのか？　俺は勝負に負けたっていうのに……」


    　井波はにっこり無む邪じや気きに微笑ほほえむ。


    「そこで良いことを思いついたんだよ。エビマヨ君に死角のこととかを教えるし、でも教えなかったりしちゃうんだ。やっぱり勝負は勝負だからねー」


    「な……え……？」


    　意味がわからない。教えるけど教えないとはどういうことなのだろうか。


    「まあ時間もないし、説明しちゃおうか」


    「あ、ああ……」


    　だが教えてくれるのは間違いないようだ。


    　とにかく話が聞けるなら細かいことは気にしないでいいや。


    「えーっと何から話せばいいんかなあ……」


    　井波はしばらくうーんと首を傾かしげるが、俺は黙ってその様子を見守る。


    「あ、そうだ。えっとねえ、この世界は箱庭なんだよ」


    「……」


    　何か意味がよくわからないのでそのまま黙って様子を見守る。


    　いやちょっと待てよ。


    　そもそもこいつの説明で俺は理解できるのかが不安になってきた。


    「で、死角は……」


    「あ、ちょっといいか」


    「ん？　何？」


    「箱庭って何だ？」


    　とりあえず根気よく理解できるまで質問していこう。

  


  [image: ]


  
    「この世界は師匠たちが創つくった世界なんだよ。私たちはそれを箱庭って呼んでるの」


    　駄だ目めだ。もう全然意味わかんないから適当に話を聞いていこう。


    「俺の今いるこの世界が箱庭と言われてて、それは師匠たちが創ったと」


    「そうそう。で、私や師匠は外側からこの箱庭の中に入っているわけ」


    「ふーん外側ね……え？　外側って何？」


    「外側は私や師匠がもともと住んでいる場所だよ」


    「んー……この世界は何なんだ？」


    　聞けば聞くほど何が何やらだ。


    「まあ情報の塊かたまりみたいなもんだね。師匠たち構築者がこの世界を構築して、私のような管理人が世界の管理をしているの」


    「管理人……そういや師匠が言ってたな。そうか井波は世界を管理しているのか」


    「そうそう。箱庭に異状がないか常に管理しているんだ。私の他ほかにも箱庭の中に入っている管理人が何人かいるんだよ」


    「へー」


    　そりゃあお疲れ様です。


    「じゃあ俺は何者なの？」


    「エビマヨ君が何者っていうか、ここに住んでいる人はみんな箱庭の人だよ」


    「箱庭の人？」


    「そう。箱庭で生まれた人」


    「それは何？　井波たちとは違うの？」


    「基本的には何も変わんないんじゃないかなあ。あ、ただ箱庭の人は当然箱庭から外側に出られないけどね」


    「井波は外側から箱庭に出たり入ったりできるのに、俺たちは出られないってこと？」


    「うんうんそうだよ」


    　それはずるいなあ。


    「でまあこの箱庭なんだけど、かなり完成された世界だとみんな思ってたんだよ。でもある日、観測者がこの世界の異状に気付いたの。年齢が若いのに亡くなる人が少しずつ増えてきてるってことにね」


    「若い人が……」


    　大変なことだなそれは。


    「そんでいろいろと原因を探ったら、世界に不正な処理が発生していることに気付いたの。それは全体から見ると微量なんだけどね。とにかくそれは修正をすれば大丈夫だってことがわかったわけ」


    「へえ」


    　そりゃあ良かった。


    「ただねえ、その修正が非常に難航したんだよ。正しい処理に紛まぎれちゃって、どこが不正な処理なのかわかんないんだって。もう外側からどうこうできる問題じゃなくなってきてね。こうなりゃ直接原因を叩たたいたほうが早いって話になったの」


    「ふーん」


    　そうなのか。


    「そこで管理人に特殊な能力が与えられて、箱庭の中に入り、原因を発見したら直ただちに消去するという役割が与えられたってわけ」


    「なーるほど。その原因ってのが」


    「そう。死角だよ。世界の不正な処理。箱庭にいる人の寿命を勝手に弄いじっちゃうんだよ」


    　それが死角の正体か。


    　なるほどな。


    　正しい処理の『死角』に不正な処理が潜ひそんでいるわけか。


    「ところがこの死角が想定していた以上にたくさんいるらしくってね。管理人だけじゃどうにも手が回らなくなっちゃったんだよ。で、みんなでどうしよっかなーって考えたときに、それじゃ箱庭の人にも手伝ってもらおうって思いついたんだ」


    「確かに手伝いがあったほうが早いだろうなあ」


    　俺の長い条件のときもそうだったし。


    「そこで私たち管理人と同じような能力を箱庭の人にも与えたの。ただあまり多くの人に与えてもバランス壊しちゃうらしいから、その辺はうまく調整してるらしいよ」


    「バランスね……」


    　そういや師匠も言ってたな。世界のバランスがどうとか。


    「それと死角をあまり公おおやけにしたくないってのもあるから、できれば少人数で修正したいんだってさ。で、その能力を得た箱庭の人のことを見る目がある人って呼ぶわけ」


    「おお。ってことは、俺はそれに選ばれたってことか」


    「結構適当にぽんぽんっと選んでるらしいけどね」


    　その辺は随ずい分ぶん曖あい昧まいなんだな。


    「……あれ？　じゃあさあ、俺って見る目がある人なのにちょっと違うのは何で？」


    「いやそれがさあ、この前私が外側に戻ったときにそのことをいろいろ調べたんだよね。思った以上に時間かかったんだよなあ」


    「それって……井波がしばらく学校に来なかったときのことか？」


    「そうそう。結構手間取っちゃってね。しかもその後話し合いみたいのが始まっちゃって困ったもんだよ。なかなか箱庭に戻れなくってね」


    　あのとき井波がいなくなったのは、俺が何で見る目がある人の半はん端ぱ者ものなのか調べるためだったのか。


    「でまあ何でエビマヨ君がちょっと違うのかやっとわかったんだけど……うーん……」


    　井波はこれまで笑顔でべらべらと喋しやべっていたのに、うーむと困った表情に変わる。


    「ちょ！　おい！　何それ！　そんな態度余計気になるだろ！」


    「んー……まあいいか。えっとねえ、外側には箱庭の管理をしている部屋があるのね。で、その部屋にはいろいろな処理がされている箱がたくさんあるわけ。まあそのたくさんの箱すべて含めて箱庭って呼ぶんだけど、まあその辺のことはどうでもいいか。その箱の中の一つに、さっきの箱庭の人に能力を与えて見る目がある人にするっていう処理をしている箱があるんだけど……」


    「けど？　何だ？」


    「あのねえ、エビマヨ君を見る目がある人にする処理をしてる最中に、誰だれかがその箱から出てる線に足を引っかけて、すぽっと線が抜けちゃって処理が途中で止まっちゃったんだってさ」


    「酷ひどいな。それは酷い話だ。誰だそいつは。出てこい。線に足を引っかけたやつ出てこい」


    　いやあ何がどういうことかさっぱりなんだけどな。


    「でまあ急いで線は繋つないだんだけど、やっぱ処理の途中で止まったせいか、変な感じで処理されちゃったんだって」


    「えーもう。何とかならなかったの？」


    「その状態からさらに何か手を加えるのは危ないかもしれないってことで、そのままにしたらしいよ」


    「くそう……何てことだ……」


    　俺がそんな理由で半端者になったとは。


    「かなり特殊な状態なんだってさ。不確定な要素って意味ではエビマヨ君って死角みたいなもんだからね」


    「ええー？　一緒にして欲しくないなあ」


    　あんなうねうねした動きできないし。


    「とりあえず死角さえ倒せれば変な状態でも別にいいかーって結論になったんだよ」


    「随ずい分ぶんざっくりしてるんだな……」


    「まーとにかく私たち管理人は見る目がある人を探して一緒に協力し、死角を倒して世界を安定させようってのが目的なわけ」


    「ふーん。そうか。そういうことか」


    　ここで井波はふぅと一息つく。


    「さーて、そろそろ時間かなー。それじゃあこんくらいでいっか」


    「あ、井波。一つ聞きたいんだけど」


    「ん？　何？」


    「あのさあ……いったい俺は何者なんだ？」


    　井波はいつものように、にっこり笑う。


    「エビマヨ君はエビマヨ君だよ」


    　この言葉。


    　前にも聞いたことがある気がする。


    「じゃあまたね、エビマヨ君」


    　そう言い残し、井波は背を向けようとする。


    「待て井波！　何だ！　何だ！　何なんだ今の話は！　わからん！　まったく意味がわからん！　何一つ納得出来ん！　証拠は！　今の話に何か証拠でもあるのか！」


    「証拠？　うーん……それは考えてなかったなあ」


    「例えばだなあ、井波は外側に住んでいるとか何とか言ってたよな。じゃあ今すぐここで外側とやらに行ってみろよ。ぱっと俺の目の前から消えてみせろよ」


    「んー……残念ながらそれは無理というか、以前部室でエビマヨ君の目の前でぱっと消えたことがあるんだけどなあ」


    「何だと……？」


    「それがねえ、エビマヨ君の目の前でぱっと急に消えたとしても、エビマヨ君はそういう風に認識しないようになってるんだよねえ」


    「はああ？　意味がわからん。全然言ってる意味がわからん」


    「ま、いいよ。実際今からそうするから」


    「な……！　本当にやるつもり……」


    「井波、終わったぞ。まだか？」


    　そのとき初めて師匠が井波のすぐ近くに来ていたことに気付く。


    　どうやら俺は興奮しすぎて周囲が見えなくなっているようだ。


    「あ、師匠オッケーです。じゃあ私は先に行ってますね。後はよろしくお願いしまーす」


    「ああ」


    　ぶんぶんと手を振る井波。


    　行くってどこに行くつもりだ。


    　本当に外側にでも行くっていうのか。


    「でもまあ、とりあえず問題なさそうでよかったよかった」


    「おい待て井波！　何もよくないしまだ話は終わってな……あ、あれ……？」


    　いつの間にか井波がいない。


    　さっきまですぐそばにいたような気がするのだが、気のせいだろうか。


    「おかしいな……師匠、井波ってさっきここにいたような気がするんですけど……」


    「井波はもう帰ったぞ。私も一いつ旦たん帰らないとな」


    「え？　あ、師匠、井波が言ってたことっていったい何だったんですか？」


    「何だったって、そのままだ」


    「いやもう俺には何が何だかわからないんですけど」


    「恐らく井波のちょっとした好奇心だろう。だが修行を兼ねて調査をしたとはいえ、何か問題が起こったらどうするつもりだったんだあいつは」


    「はあ……？」


    　師匠はすっと軽く振り返る。


    「まあいい。そろそろ巻き戻しが始まるぞ」


    「はい？　巻き戻し？」


    「前に言っただろ。たがが外はずれたから巻き戻す必要があるかもって」


    「はあ……」


    　そういやそんなことを修行の終わり際に言ってた気がする。


    「この神社、やけに静かだと思わなかったか？」


    「え？　まあ、異常なくらい静かだと思いましたけど……」


    　いきなり話が変わったような。


    「この神社はたがが外れた直後から今までずっと停止しているんだ」


    「停止……？」


    「ああ。ひとまず停止して調査をした結果、たがが外れていない状態まで巻き戻しをしたほうがいいと判断したんだ」


    　よくわからないが、師匠の仕事の話だろうか。


    「はあ……それでその巻き戻しが始まるといったい何が起こ……あれ？　さっきそこに師匠がいたような気がするんだけど……いつの間に帰ったんだ？　師匠？　どこに行ったんですか？　そういや井波もどこに行っ」


    



    　時刻は夜八時。


    　普段は滅めつ多たにこんな時間に外を出歩いたりはしないのだが、井波に呼び出されたのだから仕方がない。


    　そういえば前にもこれくらいの時間に呼び出された気がする。あのときは確か初めて死角を見たんだっけか。


    　今回は「良いことを思いついたからはよ来い」と井波から携帯にかかってきたわけだが、いったいどんな用事なのだろう。あまり乗り気じゃないのだが、勝負に負けた手前、下へ手たに逆らって機嫌を損そこなうような真ま似ねをするわけにはいかない。というより勝負に直接関係していることかもしれないので、否いや応おうなしに出向かなければならない。


    　結局俺はこうやって井波に振り回されてしまうのか。やっぱり勝ちたかったな。勝ってお前から俺の家に来いと上から目線で言ってやりたかった。


    　そんなことを考えているうちに神社へ到着。少し予定の時間に遅れてしまったが、ちょっとくらいなら大丈夫だろう。


    　境けい内だいは若じやつ干かん薄暗い。照明の設備がそれ程ほど整っていないようだ。よく見ると本殿の前に誰だれか立っている。


    「あれ……？」


    　わかりにくいが、あれはおそらく師匠に違いない。


    「師匠、こんばんは」


    　たたっと師匠の下もとへ駆け寄る。


    「ああ。来たか」


    「あのー……井波を見ませんでしたか？　ここで会うって話だったんですけど」


    「井波はもう帰ったぞ」


    「ええ！　そんな！」


    　あいつから呼び出しといてそりゃないだろ。何が良いことだ。全然良くねえ。


    「こんな時間だ。お前ももう帰れ」


    「は、はい……わかりました」


    　何だかやりきれない気持ちを残しつつも、鳥とり居いへ足を運ぼうとしたそのとき。


    「エビマヨ」


    「は、はい？　何ですか？」


    「次は井波に勝てよ」


    「あ……はい！」


    　ふふっと笑う師匠に別れを告げ、立ち去った。


    



    　翌日。


    　昨日は何のために神社に行ったのかよくわからなかったが、まあ井波の考えていることは理解できんのでそれはいい。


    　決闘に負け、結局は死角や見る目がある人についてわからずじまいであるが、俺にとってはある意味すっきりした部分もある。


    　やっぱり欲しいものがあっさりと手に入っちゃつまらん。様々な困難を乗り越えて、ようやく得たものこそ価値があるってもんだ。ハンデ有りで井波は手を抜いたような決闘に勝ったとしても、そんなものに大した価値なんかないだろう。


    　いつか井波と対等の条件で再び勝負し、フルボッコにして勝ってやる。ネコミミメイド服を着てもらい、今までざこ扱いしてごめんなさいと謝らせて色々と話を聞くことにしよう。戦いに勝って欲しいものを手に入れる。非常にシンプルな話だ。


    　まあ、それがいつになるかはわからんけどな。


    　とりあえず今までのような詮せん索さくをする気持ちはほとんど消え失せた。多少気になることがあっても、俺の第一の目的は、とにかく平穏な日常を過ごすことである。このまま日常生活に大きな支障がなければ問題ない。死角については師匠の教えどおり、日ひ頃ごろから警戒していれば何とかなるだろう。後はいつものように部活に出て、みんなで会議とかしたり、死角を壊したりすればいいだけだ。そんな日常も悪くない。


    　そう俺は思っていた。


    　のだが。


    　朝。


    　ふわーとあくびをしながら洗面所に立つと、鏡に死角が映っていた。


    「……………………え？」


    　呆ぼう然ぜんとする。


    　うねうねしてる。


    　よくわからんが、俺は死角になっていた。

  


  
    　あとがき


    



    　原田源五郎です。この度たびは『今日もオカリナを吹く予定はない ２』を手に取っていただきありがとうございます。


    　おかげさまで、２巻をお届けすることができました。本当ならもっと早く出したかったのですが、なかなかうまいこといかずにずるずると執筆が遅れてしまいました。


    　というのも原因がありまして、１巻を振り返ったとき、ちょっと真ま面じ目めじゃなさすぎたかな、と思ったわけです。わけがわからなすぎかな、と思ったわけです。そこで作者はとても真面目な人であることをアピールしたくなり、ならば２巻は真面目さをぐいぐい押し出そうと心に決め、執筆に取り掛かりました。


    　そんな調子で全体の約三分の二くらいを書き上げた頃ころ、ひとまず読み返してみると、これがもう、とんでもなくがっちがちな文体になっていて驚きました。思わずもう一回読み返しましたが、やっぱりがっちがちでした。


    　このままではまずい、真面目すぎてしまったと思い、ひとまずこれまでの文章を一度すべて叩たたき壊し、柔らかくしてから再構築する作業を行いました。


    　結果、ほぼ一から書き直しに近いことをしたため、想定していた以上に時間がかかってしまったというわけです。


    　もう真面目じゃなくていいと思いました。作者はそんなに真面目じゃない人です。


    　今回は真剣バトルを繰り広げてみたかったのですが、そんな理由で１巻同様、あんまり真剣じゃないバトルとなっています。こうなるともう異能力バトルっぽくないなあと思ったのですが、よくよく考えると元からぽくないから別にいいやという結論に達しました。そこらへんのことはあまり拘こだわらず、とにかく楽しんでもらうことを第一に考え、ゆるゆると物語を進めていくのが自分らしいかなあと思っています。


    　このへんで謝辞のほうを。


    　担当の星野様、今回もご指導、アドバイスをしていただきありがとうございました。より良い形に作品を仕上げることが出来たと思います。


    　イラストのx6suke様、素敵な挿絵をありがとうございます。とても可愛かわいらしいメイド服姿がジャストミートです。


    　そして読者の皆様のおかげでこうして続編を出すことが出来ました。ただただ感謝の気持ちでいっぱいです。楽しく読んでいただけたら幸いです。


    　それでは、出せるのであれば次の巻でお会いしたいと思います。今後ともよろしくお願いします。


    



    
      原田源五郎

    

  


  
    原田源五郎


    Gengoro Harada


    



    １９７９年生まれ。埼玉県在住。この前お笑いＤＶＤをレンタルして見ました。とてもおもしろかったです。

  


  
    小学館ｅＢｏｏｋｓ


    今日もオカリナを吹く予定はない　２
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